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発
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発
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発
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すべての子供の学力を保障する

教育

教
育

11
月
号 

２
０
１
８　

東京教育技術研究所

東
京
教
育
技
術
研
究
所

トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

11
月
号 

２
０
１
８

特
集
・「
論
争
」が
文
化
を
創
る

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.

「論争」が文化を創る「論争」が文化を創る特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

板倉弘幸　向山氏の論争参入は、 研究者たちに、 
　　　　　研究や授業記録の在り方に対する
　　　　　コペルニクス的転換を迫った
椿原正和　論争に決着を付けたエビデンス！
松崎　力　象牙の塔への挑戦
木村重夫　「班競争・ボロ班」 を批判した 
　　　　　「自由立候補じゃんけん制」の主張は、
　　　　　全生研を圧倒する拍手を呼び起こした
桜木泰自　原爆加害の責任は、 投下したアメリカにある
川原雅樹　北方領土　条約の条文を表示するだけで
　　　　　事実を示し、 逆転現象を起こす
小森栄治　学校でまともに扱われていなかった
　　　　　エネルギーに関する授業を
　　　　　多面的な視点から推進

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

11

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！



トークライン活用法
 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。
1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで見ら
れます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介して
いるコンテンツを、ダウンロードして
自由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。2 i a p u 4

（に・アイ・エー・ピー・ユー・よん）

※有効期間：2018年10月15日～ 2019年1月14日

ID：TL11

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!

《お問合せ・ご連絡先》

TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net
TOSS動画ランド事務局

検索索索索

5,000 円（税込）

第24回　TOSS特別支援教育セミナー
in 東京　～発達凸凹のある子への授業の技
・対応の技～
　毎回大人気の特別支援セミナーですが、 今回のテーマ
は 「発達凸凹のある子への授業の技・対応の技」 です。 小
嶋悠紀先生、 小野隆行先生の最新の実践を余すところな
く紹介いたします。 特に、 日本よりも格段に進んでいると
いうアメリカでの特別支援教育について、 実際に視察さ
れた両先生の解説は、 必見です。
　また、 特別講師に河野政樹先生をお迎えし、 特別支援を
要する子への最新医学療法の実際をお話いただきます。
　全ての先生に見ていただきたい、 明日から役に立つ
“とっておきのセミナー”です。

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

「夕焼け」のお国自慢を
ポスターで表現しよう

左は蛍光レッド、右は蛍光レモンを使用
（いずれもポスターカラー）（本誌P32）

酒井臣吾

TalkLine11H2-3_入稿.indd   1 18/10/02   14:04



向山洋一の教育理論
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椿
原
正
和
氏
の
向
山
型
「
国
語
Ｂ
問
題
」
指
導
法
が
燎
り
ょ
う

原げ
ん

の
火
の
ご
と

く
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
八
月
九
日
現
在
、
椿
原
氏
の
指
導
法
を
受
け
た

管
理
職
・
行
政
職
は
二
百
四
十
人
。
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た
管
理
職
が
、
自
校

の
校
内
研
修
に
椿
原
氏
を
講
師
に
招
く
。
さ
ら
に
、
公
的
な
教
育
研
究
会
、

市
教
委
主
催
の
研
修
、
校
長
会
な
ど
に
呼
ぶ
。
今
夏
だ
け
で
二
十
八
か
所
で

あ
る
。

　

私
は
、
松
島
浩
二
校
長
先
生
に
、
椿
原
氏
の
人
間
力
、
総
合
力
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。
三
月
、「
こ
の
国
語
Ｂ
問
題
指
導
法
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
で
全
国
を
行
脚
し
て
い
る
こ
の
男
・

椿
原
正
和
と
、
校
長
先
生
を
出
会
わ
せ
た
い
の
で
す
」
と
伝
え
た
。
校
長
先

生
は
、
チ
ラ
シ
を
見
る
の
も
そ
こ
そ
こ
に
、「
行
き
ま
す
」
と
即
決
だ
っ
た
。

校
長
先
生
は
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
終
わ
る
と
同
時
に
椿
原
氏
の
所
に
駆

け
寄
り
、
そ
の
夏
の
校
内
研
修
に
椿
原
氏
を
招
く
こ
と
を
決
め
て
し
ま
っ
た
。

　

私
は
、
中
沢
公
彦
県
議
（
文
教
警
察
委
員
会
所
属
）
に
も
電
話
し
た
。
校

内
研
修
の
話
を
し
た
ら
、
そ
の
場
で
、「
行
き
ま
す
！
」
と
即
答
だ
っ
た
。
県

議
が
校
内
研
修
に
参
加
す
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
力
の
あ
る
人
た
ち
は
、
価

値
あ
る
も
の
を
す
ぐ
に
見
抜
く
。
そ
し
て
す
ぐ
に
行
動
に
移
す
。
夏
の
校
内

研
の
中
郡
小
の
先
生
た
ち
の
学
ぶ
姿
勢
は
、
実
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
向
山

型
「
国
語
Ｂ
問
題
」
指
導
法
は
、
次
の
三
つ
の
現
場
の
苦
悩
を
解
決
す
る
。

　

第
一
の
苦
悩　

過
去
問
を
大
量
に
解
か
さ
れ
る
子
供
の
苦
悩

　

第
二
の
苦
悩　

ふ
だ
ん
の
授
業
が
点
数
に
反
映
さ
れ
な
い
教
師
の
苦
悩

　

第
三
の
苦
悩　

点
数
で
評
価
さ
れ
る
学
校
長
の
苦
悩

　

椿
原
氏
は
、
ク
ラ
ス
の
中
の
た
っ
た
一
人
の
で
き
な
い
子
に
こ
だ
わ
っ
た
。

子
供
の
事
実
を
大
切
に
し
、
で
き
な
い
子
を
で
き
る
よ
う
に
と
、
向
山
氏
の

実
践
に
憧
れ
、
ひ
た
す
ら
追
い
続
け
た
三
十
三
年
間
の
日
々
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
苦
悩
を
解
決
す
る
た
め
に
、
椿
原
氏
は
、
全
国
を
駆
け
巡
る
。

　

本
物
の
魂
の
授
業
行
脚
だ
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
ど
も
未
来　

副
理
事
長　

高た
か

山や
ま 

佳よ
し

己み

）

第 回116

第
三
章　

技
術
と
技
能

　

自
分
の
夢
を
描
い
て
挑
戦
を
続
け
ら
れ
る
人
、
そ

の
人
こ
そ
が
、
実
力
の
あ
る
教
師
な
の
で
あ
る
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、
自
分
の
夢
を
描
い
て
挑
戦
を
続
け

ら
れ
る
人
、
そ
の
人
こ
そ
が
、
実
力
の
あ
る
教
師
な
の

で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
教
師
の
実
力
の
正
体
は
﹁
す
ぐ
れ
た
技
術
﹂

﹁
す
ば
ら
し
い
話
し
方
﹂
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、﹁
ロ
マ

ン
を
描
け
る
こ
と
、挑
戦
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
﹂
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

す
ぐ
れ
た
教
師
が
見
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
・
方
法

︱
そ
れ
を
学
ぶ
の
は
む
ろ
ん
大
切
な
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
技
術
・
方

法
を
身
に
つ
け
る
迄ま

で

に
い
た
っ
た
そ
の
教
師
の
志
の
高

さ
と
実
行
す
る
行
動
力
も
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
、
す
ぐ
れ
た
教
師
の
本
質
は
、
す
ぐ
れ

た
技
術
・
方
法
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

　

す
ぐ
れ
た
技
術
・
方
法
を
生
む
に
至
っ
た
ロ
マ
ン
と

実
行
力
︱
そ
れ
は
、
思
想
と
行
動
力
と
表
現
し
て
も
い

い
だ
ろ
う
が
︱
の
す
ば
ら
し
さ
に
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
教
師
の
す
ぐ
れ
た
技
術
は
、
そ

う
し
た
思
想
の
具
体
的
表
現
で
も
あ
る
の
だ
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
す
ぐ
れ
た
教
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
的
で
魅
力
的
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
謙
虚
で
勉
強
家
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
包
み
込
む
よ
う
な
温
か
さ
を
持
っ
て

い
る
。

︵﹃
向
山
洋
一
教
育
要
諦
集
﹄
第
四
巻 

九
〇
頁
・
新
書
版
10 

四
八
頁
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子
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上
木
朋
子
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青
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翔
平

52

青
木
翔
平

53

伊
藤
圭
一

54

岡　

拓
真

55

竹
岡
正
和
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赤
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勝

30

酒
井
臣
吾

32

根
本
正
雄

34

村
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諒

35

久
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歩

35

松
山
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樹

36

清
田
直
紀

37

向
山
行
雄
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信
藤
明
秀
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山
洋
一
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師
尾
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子

73

向
山
恵
理
子

74

美
崎
眞
弓

75

中
井　

光

72

安
原
昭
博
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小
嶋
悠
紀

57

小
野
隆
行

58

下
妻
玄
典

59

鈴
木
良
幸

60

髙
橋
史
朗
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和
代

38

関
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子
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溝
端
久
輝
子

40

塩
苅
有
紀

41

笠
井
美
香
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瀧
澤
美
香

43

安
江　

愛

44

塩
谷
直
大

45

石
坂　

陽

46

村
野　

聡

47

齋
藤
一
子

48

林　

健
広

49

板
倉
弘
幸

12

椿
原
正
和

14

松
崎　

力

16

木
村
重
夫

18

桜
木
泰
自

20

川
原
雅
樹

22

小
森
栄
治
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師
尾
喜
代
子

61

小
島
庸
平

62

板
倉
弘
幸

63

戸
村
隆
之

64

谷　

和
樹

66

伴　

一
孝

67

長
谷
川
博
之

68

門
間
政
博

69

木
村
重
夫

70

井
上
好
文

71

手
塚
美
和

高
見
澤
信
介
／
原
田
朋
哉

78

向
山
洋
一

7980

①
本
誌
の
内
容
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
②
向
山
著
作
を
は
じ

 
め
と
す
る
T
O
S
S
関
連
論
文
を
追
試
、
そ
の
他
の
名
目
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
す
る
こ
と
も
禁
じ
ま
す
。
③
授
業
ま
た
は
研
究
等
で
必
要
な
場
合
は
、
T
O
S
S
代
表
向
山
洋
一
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
④
著
作
権
法
を
無
視
し
続
け
た
場
合
に
は
、
法
的
措
置
を
取
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

警告 辞
書
引
き
の
学
習
を
も
う
一
歩
掘
り
下
げ
る

長
谷
川
氏
の
俳
句
の
授
業
の
組
立
て
を
、

保
健
分
野
の
授
業
に
ト
レ
ー
ス
す
る

特別連載授業が激変!
TOSS指導法最前線

詩
の
授
業
で
は
、
子
供
に
選
択
さ
せ
る

学
習
内
容
が
一
目
で
分
か
る
ノ
ー
ト
作
り

「
夕
焼
け
」
の
お
国
自
慢
を

　

ポ
ス
タ
ー
で
表
現
し
よ
う

ク
ラ
ス
全
員
が
熱
中
す
る
こ
の
教
材
！

「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
は
最
高
の
補
助
具

評
価
し
に
く
い
観
点
の
、

　

創
意
工
夫
の
力
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
金
融
テ
キ
ス
ト

「
８
の
字
跳
び
」
は
学
級
経
営
の
大
き
な
武
器
と
な
る

校
内
（
研
修
）
サ
ー
ク
ル
活
性
化
の
た
め
の

　

五
つ
の
秘
訣
＆
提
案
文
書

新
時
代
の
学
校
物
語
︻
8
︼

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル

■ 

向
山
洋
一
の
教
育
理
論

高
山
佳
己

1

2018年11月号
No.503
表紙：水川勝利デジタル連動

理 科英 語
「
基
礎
・
基
本
の
授
業
例
」
と
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
授
業
例
」

中
学
校
の
授
業
実
践

型
を
な
ぞ
ら
せ
、

　
「
よ
み
と
る
算
数
」
を
攻
略
す
る

特
別
支
援
教
育　

専
門
家
の
視
点
＆
全
国
で
大
人
気 
小
嶋
・
小
野
二
人
の＂
特
別
支
援
教
育
の
指
導
シ
ス
テ
ム
“

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

教師必読！ トラブ
ルに巻き込まれな
いための予備知識

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
︱
︱
夏
の
思
い
出

オ
ク
ム
師
匠
の
教
え
⑧

仕
事
に
使
命
感
を
も
つ

祖
母
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
勝
手
に
持
ち
出
し
、
友
達
と

　

三
十
万
円
使
っ
た
子
の
保
護
者
か
ら
の
依
頼
へ
の
対
応 

Ⓐ

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
教
育
研
究
の
進
め
方　

基
礎
講
座

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
前
線
！ 

最
新
の
教
育
情
報
が
こ
こ
に
あ
る
!!

特別連載

慰
安
婦
問
題
の
核
心
に
迫
る

戦
後
七
十
周
年
に
お
け
る
情
報
戦　

第
四
十
六
回

◆ 

T
O
S
S 

最
新
セ
ミ
ナ
ー
情
報

　

 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

全
国
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

◆ 

向
山
日
記

◆ 

今
月
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
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﹁
論
争
﹂
が
文
化
を
創
る

向
山
氏
の
論
争
参
入
は
、
研
究
者
た
ち
に
、

　

研
究
や
授
業
記
録
の
在
り
方
に
対
す
る

　

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
を
迫
っ
た

論
争
に
決
着
を
付
け
た
エ
ビ
デ
ン
ス
！

象
牙
の
塔
へ
の
挑
戦

「
班
競
争
・
ボ
ロ
班
」
を
批
判
し
た

　
「
自
由
立
候
補
じ
ゃ
ん
け
ん
制
」
の
主
張
は
、

　

全
生
研
を
圧
倒
す
る
拍
手
を
呼
び
起
こ
し
た

原
爆
加
害
の
責
任
は
、

　

投
下
し
た
ア
メ
リ
カ
に
あ
る

北
方
領
土　

条
約
の
条
文
を
表
示
す
る
だ
け
で

　

事
実
を
示
し
、
逆
転
現
象
を
起
こ
す

学
校
で
ま
と
も
に
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
授
業
を

　

多
面
的
な
視
点
か
ら
推
進

向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
一
三

「
出
口
論
争
」
に
参
加
し
て

集特基
礎
・
基
本

実
験
器
具
の
基
本
操
作
の

習
得
を
意
識
し
て
指
導
す
る

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

実
験
の
工
夫
で
時
間
を
生
み
出
す

基
礎
・
基
本

T
O
S
S
型
英
会
話
の
肝
で
あ
る
三
構
成
法
で
、

楽
し
く
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
指
導
を
す
る

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

「W
e C

an! 1

」 

のLets Listen

の
攻
略
は

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
に
あ
り

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「クラス討論を成功させる秘訣」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

片
付
け
が
で
き
ず
、
忘
れ
物
を
度
々
し
て
し
ま
う
児
童
へ
の
対
応

友
達
に
暴
力
的
な
行
動
や
言
動
が
出
る
子
供
①

作
文
が
書
け
な
い

場
面
緘
黙
を
考
え
る
④

「
音
声
ペ
ン
脳
ト
レ　

ア
タ
マ
げ
ん
き
」

向
山
型
授
業
パ
ー
ツ
で
無
理
な
く
知
識
を
定
着
さ
せ
る

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
の
原
理
を
補
強
す
る

プ
ロ
教
師
は
「
子
供
の
事
実
」
を
追
求
す
る

授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
６
「
授
業
で
の
対
応
・
応
答
」
⑧

下
手
な
授
業
者
を
大
量
生
産
す
る
愚
か
な
シ
ス
テ
ム

無
謀
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
笑
顔
で
臨
む

全
員
の
前
で
宣
言
で
き
る
条
件

我
流
が
ひ
ど
か
っ
た

　

向
山
式
「
ご
対
面
方
式
」
に
よ
る
席
替
え

思
春
期
の
女
子
生
徒
へ
の
対
応　

 

Ⓐ

「
子
供
か
ら
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
」
の
怪

国
語
漢
字
ク
イ
ズ
で
、

知
的
に
楽
し
く
学
習
し
よ
う

算
数「
く
り
さ
が
り
の
あ
る
ひ
き
ざ
ん
」
の
指
導

国
語「
ビ
ー
バ
ー
の
大
工
事
」

算
数
か
け
算
の
文
章
題

国
語
百
科
事
典
で
調
べ
よ
う

算
数
重
さ
の
単
位
と
は
か
り
方

国
語
慣
用
句

算
数
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
１
㎢
を
実
感
さ
せ
る

国
語
説
明
の
仕
方
の
工
夫
を
的
確
に
見
付
け
さ
せ
る

算
数
授
業
開
始
の
２
分
は
、

約
分
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
う

国
語
絵
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
文
章
に
書
く

算
数
自
由
度
の
高
い
単
元
は
、

子
供
に
挑
戦
さ
せ
る
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日
本
教
育
技
術
学
会
会
長
・
T
O
S
S
代
表

向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
一
三

●
教
育
実
践
の
追
究
テ
ー
マ

　

授
業
の
根
本
は
、
新
し
い
知
識
を
具
体
的
に
教
え
る
こ
と
。

あ
ら
ゆ
る
「
問
い
」
に
対
し
て
、
挑
戦
す
る
こ
と
を
通
し
、「
物

事
の
捉
え
方
」「
分
析
の
仕
方
」「
論
拠
の
出
し
方
」「
真
偽
の

判
定
」
な
ど
を
教
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

知
識
の
伝
達
は
、
熱
心
で
誠
実
な
教
師
な
ら
立
派
に
実
践
し

て
い
る
が
、「
物
事
の
捉
え
方
」「
分
析
の
仕
方
」
を
「
授
業
す
る
」

教
師
は
少
な
い
。
甘
く
見
て
、
教
師
の
一
割
程
度
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
「
物
事
の
捉
え
方
」
の
質
が
優
れ
て
い
る
教
師
は
、

極
端
に
少
な
い
。「
小
学
生
で
も
大
学
の
教
授
を
相
手
に
、
時

に
は
論
争
で
き
る
」
よ
う
に
、
教
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
教
師
の

こ
と
で
あ
る
。

　

向
山
実
践
は
、
こ
の
よ
う
な
方
向
で
展
開
さ
れ
、
時
に
は
学

ぶ
こ
と
が
、「
事
実
」
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
。

　

東
大
、
京
大
、
名
古
屋
大
、
東
工
大
な
ど
の
学
生
、
院
生
、

教
授
が
、
向
山
学
級
を
訪
れ
、
知
的
な
挑
戦
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
そ
の
中
の
幾
つ
か
は
、
映
像
と
し
て
も
残
さ
れ
て
い
る
。

教
師
が
教
材
研
究
を
ト
コ
ト
ン
行
い
、
誰
と
で
も
論
争
で
き
る

と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で
考
え
抜
い
て
、
知
的
な
授
業
で
鍛
え
た
子

供
た
ち
と
の
授
業
展
開
を
公
開
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の

「
事
実
」
を
証
明
す
る
こ
と
が
、
教
育
実
践
の
追
究
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
。

　

斎
藤
喜
博
氏
を
は
じ
め
、
十
指
に
近
い
日
本
の
最
高
峰
の
教

師
の
実
践
記
録
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
を
読
む
教
師
に
、
全
国
レ
ベ
ル
の
実
践
記
録
、
実
践
理

論
を
展
開
す
る
ほ
ど
の
実
力
が
あ
れ
ば
、
分
か
る
事
実
で
あ
る
。

　

日
本
の
教
育
実
践
は
、
多
く
の
誠
実
な
教
師
た
ち
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
前
へ
進
め
た
の
は
斎
藤
喜
博
氏
、

有
田
和
正
氏
、
野
口
芳
宏
氏
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
実
践
家

た
ち
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
続
こ
う
と
し
た
人
は
ほ
か
に
も
い
た
が
、
正
面
か
ら

受
け
継
い
で
、
実
践
を
公
開
し
て
き
た
の
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
千
葉

大
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る
先
生
方
で
あ
っ
た
。

　

向
山
は
、
戦
後
最
大
と
も
い
え
る
こ
の
教
育
論
争
に
、
千
葉

大
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。

　

そ
れ
は
、
宇
佐
美
寛
氏
の
論
理
が
極
め
て
具
体
的
、
根
底
的

で
あ
り
、
主
張
す
る
内
容
に
強
く
共
感
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

私
は
四
十
年
近
く
昔
、
大
き
な
教
育
論
争
（「
出
口
論
争
」）

に
参
加
し
た
。
論
争
の
元
に
な
っ
た
「
国
語
の
教
材
文
」
に
つ

い
て
、
自
分
の
ク
ラ
ス
で
授
業
を
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
は
次
の
文
章
を
発
表
し
て
い
た
。

●「
出
口
論
争
」
当
時
の
原
稿

〔
原
稿
こ
こ
か
ら
〕

「
出
口
論
争
」
を
興
味
深
く
見
守
っ
て
き
た
。
こ
の
「
論
争
」

に
は
、
教
授
・
学
習
論
、
授
業
論
、
国
語
教
育
論
な
ど
の
諸
課

題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

宇
佐
美
氏
の
論
は
、
無
視
で
き
る
ほ
ど
軽
い
問
題
と
は
思
え

な
い
。
氏
の
論
は
、
骨
太
で
あ
り
説
得
力
が
あ
る
。
本
家
筋
同

士
の
論
争
に
は
な
ら
な
い
で
、
傍
流
で
の
論
争
に
な
っ
て
い
る

の
が
い
か
に
も
残
念
で
あ
る
。
こ
の
論
争
が
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
し
、
小
学
校
教
師
の
一
人
と
し
て
、
い
さ
さ
か
の
問
題
提

起
を
し
よ
う
と
考
え
た
。

　

僕
が
提
起
し
よ
う
と
す
る
諸
点
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
）「
出
口
」
の
授
業
に
お
け
る
、
教
師
の
解
釈
と
子
供

の
解
釈
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

（
二
）
討
論
の
授
業
と
し
て
必
要
な
要
件
を
有
し
て
い
た
か

ど
う
か
。

（
三
）
授
業
の
後
の
子
供
た
ち
の
解
釈
の
変
化
を
ど
う
考
え

る
か
。

﹁
出
口
論
争
﹂
に
参
加
し
て

戦
後
最
大
と
も
い
え
る
教
育
論
争
の
中
で
、
論
争
の
元
に
な
っ
た

﹁
国
語
の
教
材
文
﹂
に
つ
い
て
、
向
山
は
自
分
の
ク
ラ
ス
で
授
業
を
し
た
。
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（
四
）「
出
口
」
の
授
業
を
ど
の
程
度
に
評
価
す
る
か
。

　

以
上
の
諸
点
を
、
僕
自
身
の
授
業
を
通
し
て
調
べ
て
み
る
。

つ
ま
り
、僕
が
「
出
口
」
の
部
分
の
授
業
を
ク
ラ
ス
（
六
年
生
）

で
し
て
、
そ
の
結
果
を
斎
藤
氏
の
記
録
と
比
較
検
討
し
て
み
た

い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
僕
は
次
の
よ
う
な
五
時
間
の
授
業
計
画
を
立

て
、
実
施
し
た
。

〈
一
時
間
目
〉
…
…
討
論

　

あ
き
お
さ
ん
と　

み
よ
子
さ
ん
は　

や
っ
と　

森
の　

出
口
に　

来
ま
し
た
。
ふ
た
り
は　

助
け
合
い
な
が
ら　

や
っ
と　

家
が　

見
え
る　

所
ま
で　

来
ま
し
た
。
つ
か

れ
き
っ
て　

速
く　

歩
く　

こ
と
が　

で
き
ま
せ
ん
。

　

右
の
文
章
を
板
書
し
、「『
森
の
出
口
』
の
意
味
に
つ
い
て
討

論
し
な
さ
い
」
と
課
題
を
与
え
た
。
こ
の
言
葉
以
外
、
一
言
も

僕
は
発
言
し
な
か
っ
た
。
指
名
も
し
な
か
っ
た
。
意
見
の
あ
る

子
が
立
っ
て
発
言
し
、
必
要
な
ら
黒
板
に
絵
を
描
き
、
次
々
と

討
論
は
進
め
ら
れ
た
。
僕
は
教
室
の
後
で
そ
れ
を
見
て
い
た
。

以
下
の
授
業
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

〈
二
時
間
目
〉
…
…
討
論

「〈
や
っ
と
〉
と
感
じ
た
の
は
誰
か
討
論
し
な
さ
い
」

　

課
題
を
出
し
た
後
、
途
中
で
一
度
意
見
を
整
理
し
た
。

〈
三
時
間
目
〉
…
…
討
論

「
こ
の
作
品
の
視
点
は
何
か
討
論
し
な
さ
い
」

　

課
題
を
出
し
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
討
論
を
聞
い
て

い
た
。

〈
四
時
間
目
〉
…
…
作
文
（
Ａ
）

　

前
記
三
時
間
の
授
業
で
の
課
題
に
つ
い
て
、
文
章
を
書
か
せ

た
。

〈
五
時
間
目
〉
…
…
作
文
（
Ｂ
）

「
出
口
」
に
つ
い
て
の
斎
藤
喜
博
氏
の
文
（
宇
佐
美
氏
引
用
の

部
分
）
を
印
刷
し
、
一
度
読
み
聞
か
せ
、
次
の
課
題
を
与
え
た
。

「
こ
の
斎
藤
氏
の
文
に
つ
い
て
論
争
せ
よ
」

　

こ
の
と
き
は
、
一
人
一
人
の
子
供
の
反
応
が
見
た
か
っ
た
の

で
、
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
。

　

以
上
が
五
時
間
の
授
業
の
概
略
で
あ
る
。
卒
業
直
前
の
僕
の

教
え
子
は
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
興
味
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
程
度
の
課
題
な
ら
、
子
供
だ
け
で
学
習
を
進
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
（
こ
の
種
の
授
業
は
初
め
て
で

あ
る
）。

　

授
業
は
録
音
し
て
あ
る
が
、
論
が
煩
雑
に
な
る
の
で
省
く

（
大
田
教
育
新
聞
の
二
人
が
取
材
で
参
観
し
て
い
た
。
そ
ち
ら

に
載
る
予
定
で
あ
る
）。

　

な
お
、
僕
の
ク
ラ
ス
の
子
は
、
斎
藤
氏
に
好
意
的
で
あ
る
。

そ
れ
は
担
任
の
僕
が
氏
に
好
意
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
第
一

に
、
学
級
通
信
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
第
二
に
、
拙
著
の

題
が
『
斎
藤
喜
博
を
追
っ
て
』（
昌
平
社
・
後
に
改
訂
さ
れ
、

『
教
師
修
業
十
年
』
と
な
る
）
で
あ
る
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
子
供
の
作
文
は
、
全
体
と
し
て
「
出
口
」
の
授
業
を
痛
烈

に
批
判
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

僕
は
、
子
供
た
ち
の
作
文
を
紹
介
す
る
こ
と
で
前
記
四
点
の

問
題
提
起
と
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
十
分
に
問

題
提
起
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
る
か
ら
で
あ
る
。（
必
要
で
あ

れ
ば
、
僕
自
身
の
意
見
は
、
後
日
に
述
べ
た
い
）

　

作
文
Ａ
が
僕
の
論
点
（
一
）
へ
の
問
題
提
起
で
あ
り
、
作
文

Ｂ
が
僕
の
論
点
（
二
）（
三
）（
四
）
へ
の
問
題
提
起
で
あ
る
。

な
お
、
僕
は
本
気
で
子
供
た
ち
も
論
争
に
参
加
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
子
供
の
氏
名
は
全
て
本
名
で
あ
る
。

〔
こ
こ
ま
で
〕
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

の

物
語

新
時
代

８

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル

で
一
斉
に
行
動
⋮
⋮
。
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
各
ク
ラ
ス
で
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
校
庭
へ

出
て
、
勝
手
な
方
向
に
並
ぶ
。
第
一
、
朝
礼

台
が
な
い
か
ら
、
同
方
向
に
統
一
的
に
並
べ

な
い
の
で
あ
る
。

　

点
呼
を
終
え
た
頃
、
校
庭
の
真
ん
中
で
ギ

タ
ー
の
音
色
。

「
ア
レ
ハ
ナ
ン
デ
ス
カ
？
」
と
私
。

「
カ
レ
ハ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
デ
ス
。

ギ
タ
ー
ヲ
ヒ
キ
タ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
デ
ス
カ
」

と
説
明
役
の
Ａ
先
生
。

「
ナ
ン
デ
イ
マ
？　

ナ
ン
デ
コ
コ
デ
？
」
と

私
は
質
問
し
た
い
の
を
飲
み
込
ん
だ
。

　

件く
だ
ん

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
笑
顔
を
私
た
ち
に

向
け
な
が
ら
、
ギ
タ
ー
片
手
に
去
っ
て
い
っ

た
。

　

そ
の
後
の
協
議
会
。
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ッ

キ
ー
を
取
り
な
が
ら
の
質
疑
応
答
。

　

件
の
Ａ
先
生
。
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
る
の
に

忙
し
い
な
が
ら
も
、
口
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
し

つ
つ
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
騒

が
れ
て
い
た
時
期
。
基
地
内
は
平
穏
で
、
大

国
ア
メ
リ
カ
の
懐
の
広
さ
を
実
感
し
た
一
日

だ
っ
た
。
基
地
内
に
紅
葉
は
似
合
わ
な
い
。

の
風
が
吹
き
付
け
、
多
く
の
米
兵
が
放
射
線

を
浴
び
た
。
今
で
も
、
そ
の
後
遺
症
に
苦
し

む
若
者
が
ア
メ
リ
カ
本
土
に
多
数
存
在
す
る
。

私
た
ち
は
、
日
本
の
た
め
に
血
と
汗
を
流
し

て
く
れ
た
若
者
た
ち
へ
の
恩
顧
と
礼
儀
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

児
童
数
一
三
〇
〇
名
が
在
籍
す
る
ア
メ
リ

カ
ン
ス
ク
ー
ル
の
中
に
入
る
。
広
々
と
し
た

空
間
、
カ
ラ
フ
ル
な
空
間
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
教
職
員
、
様
々
な
人
種
の
子
供
、
髪
型
、

服
装
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
文
房
具
な
ど
の
多

彩
さ
。
各
教
室
は
担
任
の
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ

イ
ア
ウ
ト
。
机
や
椅
子
、
ド
ア
、
洗
面
台
、

照
明
。
教
具
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
掲

示
な
ど
も
個
性
的
で
あ
る
。

　

学
習
ス
タ
イ
ル
も
自
由
。
僅
か
四
名
の
ク

ラ
ス
で
二
名
は
国
語
、
二
名
は
算
数
。
隣
の

ク
ラ
ス
で
は
レ
ポ
ー
ト
作
成
。
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
う
者
、
机
で
書
く
者
、
床
に
座
る
者
な

ど
気
ま
ま
な
ス
タ
イ
ル
。

　

特
別
支
援
教
育
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
様
々
な
器

具
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害

種
別
に
応
じ
て
、
個
別
の
支
援
計
画
に
基
づ

き
多
様
な
活
動
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

昼
過
ぎ
に
避
難
訓
練
。
サ
イ
レ
ン
の
合
図

阪
本
小
学
校
で
は
、
校
舎
横
の
シ
ン
ボ
ル
桐

の
木
の
保
存
に
苦
慮
し
た
。
結
局
、
私
の
転

出
後
数
年
で
切
り
倒
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

泰
明
小
学
校
で
は
、
玄
関
横
の
銀
座
名
物

二
代
目
柳
を
、
台
風
の
た
び
に
縄
を
掛
け
る

な
ど
し
て
防
御
し
た
。

　

さ
て
、
十
一
月
の
泰
明
小
学
校
。
校
舎
を

覆
う
ツ
タ
が
紅
葉
す
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
前
の

一
時
期
、
銀
座
の
風
物
詩
と
な
る
。

三	

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
の
見
学

　

今
年
の
三
月
に
、
横
須
賀
米
軍
基
地
内
の

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
を
見
学
し
た
。
す
ば

ら
し
い
敷
地
だ
が
、
樹
木
や
花
壇
ら
し
き
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

横
須
賀
は
江
戸
期
以
来
の
天
然
の
良
港
。

第
七
艦
隊
の
極
東
最
大
の
軍
事
拠
点
で
あ
る
。

湾
内
に
は
、
横
須
賀
を
母
港
と
す
る
空
母
ロ

ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
の
勇
姿
も
接
岸
し
て
い

る
。
全
長
三
三
三
メ
ー
ト
ル
、
四
六
五
〇
名

の
米
兵
が
乗
り
組
む
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン

は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
「
ト
モ
ダ
チ

作
戦
」
と
し
て
、
救
出
行
動
を
展
開
し
て
く

れ
た
。
折
悪
し
く
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故

迎
え
る
。
樹
木
の
豊
か
な
学
校
ほ
ど
、
路
上

に
舞
い
散
る
落
ち
葉
の
管
理
に
気
を
遣
う
。

　

落
ち
葉
の
始
末
が
悪
け
れ
ば
、
道
路
の
側

溝
が
詰
ま
る
。
風
で
隣
家
の
雨
樋
を
塞
ぐ
。

落
ち
た
銀
杏
の
悪
臭
が
鼻
を
突
く
。

　

教
育
委
員
会
勤
務
の
頃
、
い
つ
も
校
庭
の

樹
木
で
苦
情
の
来
る
中
学
校
が
あ
っ
た
。
勇

ま
し
い
新
教
頭
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な

る
樹
木
を
伐
採
し
た
。
英
断
だ
と
喝
采
を
浴

び
た
。
一
方
で
「
な
ぜ
、
大
切
な
木
を
切
っ

た
」
と
い
う
苦
情
も
殺
到
し
た
。

　

学
校
樹
木
の
管
理
は
気
を
遣
う
仕
事
だ
。

卒
業
生
に
と
っ
て
、
学
校
の
樹
木
は
想
い
出

の
縁よ

す
が

と
な
る
も
の
だ
。
樹
齢
八
十
年
、
百
年

の
古
木
と
も
な
れ
ば
子
々
孫
々
ま
で
の
記
念

樹
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
古
木
に
な
る
ほ
ど
台
風
で
倒
れ

や
す
い
。
私
は
、
清
和
小
学
校
で
、
体
育
館

横
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
を
根
こ
そ
ぎ
倒
さ
れ
た
。

復
元
さ
せ
た
屋
敷
と
い
う
。
薄
暗
い
邸
内
に

は
先
客
が
一
人
。
濃
茶
を
す
す
り
な
が
ら
、

異
次
元
の
空
間
を
楽
し
ん
だ
。
何
十
回
も
京

都
を
訪
ね
て
い
る
が
、
奥
深
い
京
の
雅み

や
び

を
今

更
な
が
ら
に
堪
能
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
、
紅
葉
の
便
り
が
届
く
。

若
い
日
に
は
紅
葉
の
「
わ
び
さ
び
」
の
良
さ

は
分
か
ら
な
い
。
若
者
に
は
、
新
緑
や
夏
の

鬱う
っ

蒼そ
う

と
し
た
樹
海
が
似
合
う
。

　

そ
れ
が
、
老
境
期
に
入
る
と
、
紅
葉
の
美

し
さ
に
惹ひ

か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先
年
訪
ね

た
山
口
の
瑠
璃
光
寺
や
奈
良
室
生
寺
の
紅
葉

に
、
目
を
見
張
っ
た
。

二	

学
校
の
樹
木

　

針
葉
樹
の
多
い
北
国
や
高
原
の
学
校
は
、

そ
ろ
そ
ろ
冬
支
度
。
一
方
、
本
州
か
ら
西
側

の
各
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
紅
葉
と
落
葉
を

一	

紅
葉
の
た
よ
り

　

そ
の
家
は
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
木
立
の
中

に
あ
っ
た
。
静せ

い

謐ひ
つ

な
邸
内
、
意
匠
を
凝
ら
し

た
拵こ

し
ら

え
。
野
趣
豊
か
な
生
け
花
が
、
部
屋
の

隅
々
に
楚そ

そ々

と
し
て
あ
る
。

　

昨
年
の
十
一
月
末
、
天
龍
寺
塔た

っ

頭ち
ゅ
う

、
紅

葉
の
宝
厳
院
を
参
拝
し
て
、
嵯
峨
の
常
寂
光

寺
へ
向
か
う
小
道
に
そ
の
家
は
あ
っ
た
。
一

人
旅
の
私
は
、
急
ぎ
足
で
通
り
過
ぎ
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
門
前
の
婦
人
に
呼
び
止
め
ら

れ
た
。

「
ご
覧
に
な
っ
て
行
か
れ
ま
せ
ん
か
。
決
し

て
後
悔
は
さ
せ
ま
せ
ん
⋮
⋮
」

　

門
前
の
小
さ
な
板
に
は
、
相
場
の
数
倍
の

拝
観
料
が
墨
書
さ
れ
て
い
た
。
正
直
そ
う
な

婦
人
の
誘
い
を
受
け
て
邸
内
に
入
っ
た
。

　

元
は
京
都
大
学
教
授
の
屋
敷
だ
っ
た
も
の

が
、
主
の
長
い
不
在
で
荒
廃
し
た
。
そ
れ
を
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■ 「出口論争 ─ 教室からの発言」が巻き起こした衝撃

■ 「批評の文学教育」の出現 ─ 文学の授業は感動重視でよいか

■ 「跳び箱論争」 ─ 跳ばせる技術はなぜ教師の常識にならなかったのか

■ 教室内の差別を見逃すな！ ─ 「自由で平等」な場からの出発

■ 「原爆投下」をどう教えたのか ─ 加害責任を問わない被
ひ

曝
ばく

体験教育

■ 「北方領土問題」をどう教えたのか 
 ─ 事実に基づく授業とは

■ 「エネルギー問題」を
 どう教えたのか 
 ─ 日本の未来を考える

イラスト：柴㟢昌紀

向
山
氏
が
「
斎
藤
喜
博
氏
が
書
い
て
い
な
い
授

業
技
術
」
を
予
言
し
た
こ
と
は
有
名
で
す
。
小

林
氏
は
当
初
そ
れ
を
否
定
し
ま
し
た
が
、
再
度

検
証
し
た
結
果
、
向
山
氏
が
正
し
か
っ
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
教

師
が
「
象
牙
の
塔
」
だ
と
し
か
捉
え
て
い
な

か
っ
た
教
育
研
究
者
た
ち
の
論
理
が
、
ガ
ラ
ガ

ラ
と
音
を
立
て
て
崩
れ
始
め
た
の
で
す
。

４	

「
論
争
」
が
文
化
を
創
る

「
分
析
批
評
」
を
巡
る
文
芸
研
の
西
郷
竹
彦
氏

ら
と
の
論
争
。
数
教
協
の
遠
山
啓
氏
ら
が
創
刊

し
た
『
ひ
と
』
誌
上
で
の
数
々
の
論
争
。
さ
ら

に
は
「
原
爆
投
下
」
を
ど
う
教
え
た
の
か
、
北

方
領
土
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
⋮
⋮
。
向
山

氏
が
今
の
教
育
界
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
論
争
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
向
山
洋
一
氏
の
論
争
四
〇
年
史

を
、『
教
師
修
業
十
年
』 ※
『
す
ぐ
れ
た
授
業
へ

の
疑
い
』『
向
山
洋
一
年
齢
別
実
践
記
録
集
』『
跳

び
箱
は
誰
で
も
跳
ば
せ
ら
れ
る
』『
戦
後
授
業

研
究
論
争
史
（
木
原
健
太
郎
著
）』（
以
上
、
明

治
図
書
）
な
ど
の
基
本
文
献
を
踏
ま
え
た
上
で
、

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１	

教
育
界
を
震
撼
さ
せ
た
向
山
デ
ビ
ュ
ー

　

雑
誌
『
現
代
教
育
科
学
』
一
九
八
〇
年
二
月

号
の
向
山
洋
一
氏
の
投
稿
記
事
は
、
日
本
中
の

教
育
界
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

『
出
口
』
論
争
︱
教
室
か
ら
の
発
言

　

こ
れ
を
投
稿
し
た
向
山
氏
は
弱
冠
三
十
六
歳

で
す
。
斎
藤
喜
博
氏
（
教
授
学
・
当
時
六
十
九

歳
）、
大
西
忠
治
氏
（
全
生
研
・
当
時
五
十
歳
）、

吉
田
章
宏
氏
（
教
授
学
・
東
大
）、
宇
佐
美
寛

氏
（
千
葉
大
・
当
時
四
十
六
歳
）
な
ど
、
そ
う

そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
が
論
争
す
る
中
、
全
く
無
名

で
あ
っ
た
向
山
氏
が
、
同
誌
に
「
投
稿
」
と
い

う
形
で
自
ら
の
発
言
を
加
え
た
の
は
、
極
め
て

異
例
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
投
稿
で
の
向
山
氏
の
論
理
と
、
子
供
た

ち
の
作
文
と
い
う
教
室
の
事
実
は
、
そ
の
レ
ベ

ル
が
あ
ま
り
に
高
く
、
当
時
の
常
識
か
ら
は
信

じ
難
い
も
の
で
し
た
。

　

編
集
長
だ
っ
た
江
部
満
氏
が
、
ど
う
し
て
も

信
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
「
子
供
た
ち
の
作
文

の
原
本
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
向
山
氏
に
要

求
し
た
ほ
ど
で
す
。
そ
の
頃
、
子
供
た
ち
の
作

文
に
手
を
加
え
て
部
分
的
に
捏ね

つ

造ぞ
う

す
る
著
者
は

普
通
に
い
ま
し
た
。「
向
山
氏
も
子
供
た
ち
の

文
章
を
修
正
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
江
部
氏

が
疑
っ
た
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
向
山
氏

は
即
座
に
全
員
分
の
原
本
を
そ
の
ま
ま
送
り
、

江
部
氏
を
さ
ら
に
驚き

ょ
う

愕が
く

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

時
の
向
山
学
級
で
の
「
出
口
」
の
授
業
は
、
録

音
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
て
が
あ
り
の
ま

ま
の
真
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
完
全
に
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

２	

「
事
実
」
を
根
拠
に
し
た
論
争

　

向
山
氏
は
、
中
学
時
代
か
ら
論
争
の
中
で
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
学
生
運
動
に
青
春
の
全
て

を
つ
ぎ
込
ん
だ
結
果
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
得

た
信
念
は
、「
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
物
事
を
見
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

１　

子
供
の
事
実

２　

教
師
自
身
の
腹
の
底
か
ら
の
実
感

　

こ
の
二
つ
だ
け
を
評
価
基
準
と
し
て
、
教
室

の
実
践
を
次
々
に
積
み
重
ね
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

日
教
組
の
全
国
教
研
山
梨
大
会
で
の
全
生
研

と
の
論
争
は
、
そ
う
し
た
教
室
の
事
実
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。「
身
の
毛
も
よ
だ
つ
」
全
生
研

の
実
践
を
ど
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
っ
た
の
か
。

そ
し
て
、「
誰
で
も
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
」
こ

と
を
向
山
氏
は
ど
の
よ
う
に
＂事
実
＂
と
し
て

主
張
し
た
の
か
。
ぜ
ひ
、
今
の
若
い
先
生
方
に

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３	

「
教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
」
を
巡
る
論
争

　

そ
の
後
、
向
山
氏
は
「
教
育
技
術
の
法
則
化

運
動
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
法
則
化
」
と

い
う
刺
激
的
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
轟ご

う

々ご
う

た
る
非
難

が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
次
々
と
論
戦
を

突
き
崩
し
、
瞬
く
間
に
全
国
を
席
巻
し
ま
し
た
。

　

教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
の
原
点
の
問
い
は

「
跳
び
箱
」
に
象
徴
さ
れ
ま
す
。

　

跳
び
箱
を
跳
ば
せ
る
技
術
は
、
な
ぜ
教

師
の
常
識
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　

こ
の
シ
ン
プ
ル
な
問
い
に
、
ど
ん
な
大
学
の

研
究
者
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
。
奈
良
教
育
大
学
の
小
林
篤
氏
と
の
論
争
で
、

― 教育文化を革新させてきた
向山の論争40年史 ―

集特
2018年

11月号
特集論争「 」が文化 創るを

「
論
争
」
が
文
化
を
創
る 

¦ 

教
育
文
化
を
革
新
さ
せ
て
き
た 

向
山 

の
論
争
40
年
史 

¦

※ 

現
在
は
﹃
向
山
の
教
師
修
業
十
年
﹄
と
し
て
、

 

学
芸
み
ら
い
社
よ
り
刊
行
。
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「出口論争 ─ 教室からの発言」が巻き起こした衝撃

集特

　

例
え
ば
、
次
の
指
示
を
黒
板
に
提
示
す
る
。

ほ
か
に
は
何
も
説
明
を
し
な
い
。
三
十
分
間
で
、

原
稿
用
紙
に
ど
れ
く
ら
い
書
け
る
だ
ろ
う
か
。

「
近
く
に
橋
が
見
え
て
き
た
」
と
い
う
文

を
分
析
し
な
さ
い
。

　

向
山
氏
は
、
こ
の
子
供
た
ち
の
作
文
の
記
録

を
引
っ
提
げ
て
、
論
争
に
参
加
し
た
。「
現
代

教
育
科
学
」（
明
治
図
書
）
と
い
う
専
門
誌
に
、

無
名
の
青
年
教
師
が
投
稿
し
た
の
で
あ
る
。
子

供
た
ち
の
文
章
は
論
争
参
加
者
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
た
。『
戦
後
授
業
研
究
論
争
史
』
編
著

者
の
木
原
健
太
郎
氏
は
、
そ
れ
を
「
敵
討
ち
の

合
戦
の
最
中
に
、
大
太
刀
で
ス
カ
ッ
と
一
刀
両

断
し
た
の
が
向
山
氏
で
あ
り
。
こ
れ
は
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
の
近
代
刀
で
あ
り
な
が
ら
強
い
」
と
例

え
た
。
向
山
氏
が
参
加
し
た
出
口
論
争
と
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

１	

出
口
論
争
の
経
過

　

小
学
三
年
国
語
教
材
の
文
章
で
、「
森
の
出

口
」
の
「
出
口
」
に
つ
い
て
の
「
子
供
の
解
釈

を
巡
っ
て
、
異
な
る
授
業
観
の
対
立
か
ら
論
争

が
生
じ
た
。
こ
の
「
出
口
の
授
業
」
と
は
、
赤

坂
里
子
教
諭
が
三
年
生
を
対
象
に
授
業
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
参
観
し
て
い
た
斎
藤
喜
博
氏
が
介

入
授
業
を
進
め
た
と
き
の
実
践
を
い
う
。

▼
第
一
次
論
争
（
斎
藤
喜
博
氏
対
大
西
忠
治

氏
）
昭
和
四
十
二
年
～
四
十
四
年
。

　

学
習
集
団
の
組
織
化
を
重
視
し
て
授
業
の
成

立
条
件
を
捉
え
る
立
場
に
い
た
大
西
氏
が
、
斎

藤
氏
の
「
出
口
」
の
授
業
記
録
を
批
判
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
斎
藤
氏
に
は
子
供
集
団
の
把
握

や
子
供
の
見
方
、
教
材
解
釈
に
問
題
が
あ
る
と

主
張
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
斎
藤
氏
も
大
西
氏
に
反
批

判
を
展
開
し
た
。

▼
第
二
次
論
争
（
ゆ
さ
ぶ
り
論
争
：
宇
佐
美
寛

氏
対
教
授
学
研
究
の
会
・
特
に
吉
田
章
宏
氏
）

昭
和
五
十
二
年
～
五
十
五
年
。

　

教
授
学
研
究
の
会
の
研
究
課
題
で
あ
る
「
ゆ

さ
ぶ
り
の
概
念
」
を
、
宇
佐
美
氏
が
疑
う
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
宇
佐
美
氏
が
批

判
の
対
象
に
し
た
の
が
、
教
授
学
研
究
の
会
で

ゆ
さ
ぶ
り
の
典
型
と
し
て
い
た
「
出
口
」
の
授

業
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
に
し
た
吉
田
氏

の
ゆ
さ
ぶ
り
論
で
あ
っ
た
。

　

周
辺
に
い
た
研
究
者
や
実
践
家
を
巻
き
込
ん

で
の
論
争
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
肝
心

の
吉
田
氏
や
教
授
学
研
究
の
会
か
ら
は
ま
と
も

な
反
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
向
山
氏
が
論
争
に
参
加
。

　

宇
佐
美
氏
の
ゆ
さ
ぶ
り
批
判
、
授
業
分
析
に
、

向
山
氏
は
大
変
引
き
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
そ

れ
は
、
向
山
氏
が
文
学
の
授
業
で
実
践
し
て
い

た
分
析
批
評
の
用
語
が
、
宇
佐
美
論
文
に
も
駆

使
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

宇
佐
美
氏
の
そ
の
厳
密
な
分
析
に
対
し
て
、

吉
田
氏
は
ど
う
応
え
る
の
か
、
向
山
氏
は
強
い

関
心
を
も
っ
て
い
た
。
否
、
期
待
を
し
て
い
た
。

　

吉
田
氏
は
公
開
質
問
と
三
回
の
反
論
を
宇
佐

美
氏
に
示
し
た
が
、
わ
け
の
分
か
ら
な
い
質
問

と
、
反
論
に
価
し
な
い
内
容
が
誌
面
に
無
残
に

展
開
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
向
山
氏
は
あ
き
れ
果

て
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
な
る
。
研
究
者
の
あ
ま
り
の
厚
顔
無

恥
な
思
い
上
が
り
ぶ
り
に
失
望
す
る
。
そ
し
て
、

四
十
枚
の
出
口
授
業
批
判
を
書
き
、
論
争
の
舞

台
で
あ
る
「
現
代
教
育
科
学
」
誌
に
投
稿
し
た
。

２	

こ
の
論
争
の
意
義

　

ゆ
さ
ぶ
り
と
い
う
概
念
が
吟
味
さ
れ
た
こ
と

が
、
こ
の
論
争
の
意
義
で
あ
る
。

　

ゆ
さ
ぶ
り
と
は
、
あ
る
事
柄
に
対
し
て
も
っ

て
い
た
考
え
を
一
度
振
り
返
ら
せ
、
そ
の
意
味

の
再
吟
味
を
促
す
こ
と
と
い
え
る
。

　

広
岡
亮
蔵
氏
は
「
出
口
の
授
業
が
果
た
し
て

ゆ
さ
ぶ
り
の
典
型
か
疑
問
で
あ
る
」
と
主
張
す

る
。
あ
の
「
出
口
」
の
授
業
は
、
ゆ
さ
ぶ
る
の
に

適
切
な
場
面
で
あ
っ
た
の
か
。「
啓
発
」
の
方
が
、

教
育
方
法
の
中
心
概
念
で
あ
り
、
ゆ
さ
ぶ
り
は

特
殊
概
念
で
あ
る
。表
面
的
な
浅
い
考
え
、誤
っ

た
解
釈
を
し
て
い
る
と
き
に
＂概
念
く
だ
き
＂

と
し
て
ゆ
さ
ぶ
り
を
用
い
る
の
が
適
切
だ
と
い

う
。
ま
た
「
二
次
論
争
は
、
授
業
記
録
に
書
か

れ
て
あ
る
文
章
を
そ
の
ま
ま
を
尊
重
す
る
立
場

と
、
記
録
に
潜
在
す
る
も
の
を
く
み
取
ろ
う
と

す
る
立
場
の
対
立
で
あ
っ
た
」
と
も
言
わ
れ
た
。

　

向
山
氏
の
投
稿
は
、
論
争
に
参
加
し
て
い
た

研
究
者
や
実
践
家
と
は
、
全
く
一
線
を
画
し
た
。

そ
れ
ま
で
授
業
を
し
た
人
は
斎
藤
氏
一
人
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
は
誰
一
人
授
業
を
見
て
お
ら
ず
、

書
か
れ
た
文
章
だ
け
を
基
に
し
て
、
批
判
検
討

を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

向
山
氏
が
子
供
の
分
析
作
文
を
も
っ
て
論
争

に
参
入
し
た
意
義
は
、
と
て
も
大
き
い
。
望
月

善
次
氏
も
、
出
口
論
争
に
お
い
て
重
要
な
一
翼

を
担
っ
た
向
山
氏
の
「
教
室
か
ら
の
発
言
」
が

説
得
力
を
も
つ
、
と
高
く
評
価
を
し
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
授
業
記
録
の
書
き
換
え
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
記
録
の
公
正
さ
が

問
わ
れ
た
り
、
分
析
批
評
の
有
用
性
が
確
認
さ

れ
た
り
、
ま
た
追
試
論
も
出
て
き
た
り
し
た
。

　

さ
ら
に
投
稿
以
後
、
向
山
氏
は
、
宇
佐
美
氏

に
学
ん
だ
実
践
家
の
一
人
と
し
て
、「
実
践
」

を
土
台
に
「
出
口
批
判
」
を
補
強
し
よ
う
と
考

え
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
「
跳
び
箱
論
争
」

で
あ
り
、
そ
の
問
題
提
起
を
通
し
て
、
教
育
技

術
の
法
則
化
運
動
へ
と
結
実
し
て
い
く
。

　

向
山
氏
は
、
出
口
論
争
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
出
口
」
の
授
業
が
果
た
し
た
役
割
と
は
、「
ゆ

さ
ぶ
り
の
概
念
」
を
明
ら
か
に
し
、「
授
業
と

は
何
か
」
へ
の
問
題
提
起
で
も
あ
っ
た
。
新
卒

教
師
に
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
記
録
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。

※ 

参
考
文
献

﹃
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
18　

日
本
教
育
史
上
最
大
の

出
口
論
争
か
ら
向
山
は
デ
ビ
ュ
ー
し
た
﹄（
向
山
洋
一
著　

明
治

図
書
）
／
﹃
す
ぐ
れ
た
授
業
へ
の
疑
い
﹄（
向
山
洋
一
著　

明
治

図
書
）
／
﹃
キ
ー
ワ
ー
ド
で
綴
る
戦
後
授
業
研
究
論
争
史
﹄（
木

原
健
太
郎
編
著　

明
治
図
書
）
／
﹃
向
山
洋
一
年
齢
別
実
践
記

録
集
第
十
五
巻 

向
山
デ
ビ
ュ
ー
出
口
論
争
へ
の
参
加
﹄（
東
京

教
育
技
術
研
究
所　

一
九
九
七
年
）
／
「
現
代
教
育
科
学　

出

口
論
争
は
何
を
起
し
て
い
る
か
」（N

o.288　

一
九
八
〇
年
）

／
「
現
代
教
育
科
学　

出
口
論
争
10
周
年
︱
何
が
残
っ
た
か
」

（N
o.371　

一
九
八
七
年
）

向山氏の論争参入は、研究者たちに、
研究や授業記録の在り方に対する
コペルニクス的転換を迫った
論争の記録内容や表現のみに対する批判でなく、向山洋一氏自身の
授業実践に基づいての論争参入に、研究者は刮

かつ

目
もく

せざるを得なかった。
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椿
つばき

原
はら

 正
まさ

和
かず

１	

告
発

　

元
国
立
教
育
政
策
研
究
所
総
括
研
究
官
で

あ
っ
た
有
元
秀
文
氏
は
、
日
本
の
国
語
教
育
の

問
題
点
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

①
超
遅
読
で
授
業
の
進
み
方
が
馬
鹿
馬
鹿

し
い
ほ
ど
遅
い
授
業
法
。

②
異
常
な
ほ
ど
作
中
人
物
の
気
持
ち
ば
か

り
を
聞
く
発
問
。

③
他
の
教
科
の
学
習
に
全
く
役
立
た
な
い

授
業
内
容
。

（『
ま
と
も
な
日
本
語
を
教
え
な
い

勘
違
い
だ
ら
け
の
国
語
教
育
』

有
元
秀
文
著　

合
同
出
版
）

　

私
の
知
る
限
り
、
こ
ん
な
効
率
の
悪
い
国
語

の
授
業
を
や
っ
て
い
る
の
は
、
世
界
中
で
日
本

だ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
二
十
一
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
国

立
教
育
政
策
研
究
所
で
仕
事
を
し
、
世
界
の
国

語
教
育
を
知
り
尽
く
し
た
方
の
発
言
で
あ
る
。

　

こ
の
現
状
は
、
今
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
。

２	

初
任
で
担
任
し
た
子
供
か
ら
の
メ
ー
ル

　

私
も
国
語
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。
卒
業
式
の
答

辞
の
担
当
に
な
り
、
三
度
書
き
直
し
を
さ
せ
ら

れ
て
外
さ
れ
た
。
初
任
の
時
、
向
山
氏
の
『
国

語
の
授
業
が
楽
し
く
な
る
』（
明
治
図
書
）
に

出
会
っ
た
。
人
生
で
初
め
て
、
国
語
の
授
業
を

や
り
た
く
な
っ
た
。
分
析
批
評
に
よ
る
「
春
」

（
安
西
冬
衛
）
の
授
業
を
五
時
間
や
っ
た
。
僅

か
一
行
の
詩
。
知
的
な
発
問
。
子
供
が
討
論
を

や
り
評
論
文
を
書
い
た
。
こ
の
授
業
を
受
け
た

子
供
か
ら
、
十
数
年
の
時
を
経
て
メ
ー
ル
が
届

い
た
。
厚
生
労
働
省
の
官
僚
に
な
っ
て
い
た
。

「『
春
』
の
授
業
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。
あ
の
授
業
は
興
奮
し
ま
し
た
。」

と
書
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
衝
撃
を

与
え
、
子
供
の
記
憶
に
残
る
授
業
だ
っ
た
。

　

向
山
氏
は
、
前
掲
書
の
冒
頭
に
「
つ
ま
ら
ぬ

こ
と
を
や
ら
ぬ
か
ら
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
」

と
書
い
て
い
る
。
日
本
の
多
く
の
国
語
の
授
業

は
子
供
に
と
っ
て
「
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
」
な
の
だ
。

そ
れ
を
、
文
部
行
政
に
い
た
方
も
認
め
て
い
る

の
だ
。
そ
し
て
、
今
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
。

３	

全
国
学
テ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
め
て
な
い

　

全
国
学
テ
国
語
B
問
題
に
物
語
文
が
出
題
さ

れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
中
で
極

め
て
重
要
な
問
題
が
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

平
成
二
十
七
年
の
問
題
で
あ
る
。
内
容
は
「
一

休
さ
ん
」
だ
っ
た
。

　

設
問
二
の
問
い
は
、
次
だ
。

「（
問
い
）「
も
う
よ
い
。
わ
し
の
負
け
じ
ゃ
。」

を
、
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
に
声
に
出
し
て
読

み
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま

し
ょ
う
。」

　

全
国
の
講
演
で
も
取
り
上
げ
る
。

「
こ
の
（
問
い
）
の
中
に
、
物
語
文
の
授
業
に

対
す
る
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
言
葉
で
す
か
？
」

　

ほ
と
ん
ど
の
教
師
が
分
か
ら
な
い
。

　

答
え
は
「
あ
な
た
な
ら
」
だ
。

　

文
科
省
は
、従
来
の
発
問
に
「
あ
な
た
な
ら
」

を
入
れ
た
発
問
を
要
求
し
て
い
る
の
だ
。

（
問
い
）
の
中
の
条
件
に
は
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
あ
る
。

「
あ
な
た
が
想
像
し
た
と
の
さ
ま
の
気
持
ち
を

取
り
上
げ
る
こ
と
。」

　

条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
自
分
の
知
識
・

経
験
を
元
に
ど
の
よ
う
に
答
え
て
も
正
解
と
な

る
。
こ
れ
は
、
一
見
向
山
氏
の
国
語
の
授
業
と

は
対
極
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
そ

う
で
は
な
い
。

４	

へ
り
く
つ
を
言
え
る
子
供
を
育
て
る

従
来
の
国
語
授
業

　

教
師
の
解
釈
に
導
く
授
業

向
山
氏
の
国
語
授
業

　

自
分
の
考
え
を
主
張
で
き
る
授
業

　

自
分
の
考
え
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
共
通

の
基
盤
が
必
要
と
な
る
。
向
山
型
分
析
批
評
で

は
、
そ
れ
を
「
用
語
（
解
釈
規
則
・
コ
ー
ド
）」

と
い
う
。
話
者
・
視
点
・
対
比
・
イ
メ
ー
ジ
等

だ
。

　

文
科
省
の
「
あ
な
た
な
ら
発
問
」
は
、
従
来

の
教
師
の
＂解
釈
に
導
く
授
業
＂
を
否
定
し
て

い
る
。「
あ
な
た
な
ら
」
と
問
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
供
の
解
釈
を
重
視
す
る
授
業
へ
の
転
換

を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
が
、ほ
と
ん
ど
の
教
師
は
、分
か
っ

て
い
な
い
。
向
山
型
分
析
批
評
の
授
業
で
は
、

子
供
の
解
釈
を
保
障
す
る
手
段
と
し
て
「
用

語
」
を
指
導
す
る
。
全
て
の
子
供
が
用
語
を
共

有
す
る
か
ら
、
同
じ
土
俵
で
「
討
論
」
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
自
ら
の
解
釈
を
明め

い

晰せ
き

な
文
章

で
評
論
文
と
し
て
書
け
る
よ
う
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
文
科
省
が
目
指
す
授
業
（
子
供
が

自
分
の
解
釈
を
書
け
る
よ
う
に
す
る
）
の
遥
か

先
を
行
っ
て
い
る
の
が
向
山
型
分
析
批
評
で
あ

り
、
向
山
型
国
語
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

５	

決
着
を
付
け
る

　

全
国
学
テ
国
語
B
問
題
の
対
策
は
、
現
時
点

で
、「
向
山
型
「
国
語
B
問
題
」
指
導
法
」（
三

つ
の
作
業
） ※

し
か
な
い
と
思
う
。

　

全
国
か
ら
公
的
研
修
会
に
呼
ば
れ
る
。
今
年

の
十
二
月
で
百
会
場
に
な
る
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
極
め
て
重
要
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
次
だ
。

　

向
山
型
分
析
批
評
、
討
論
の
授
業
、
評
論
文

を
実
践
し
て
い
る
学
級
は
、
全
国
学
テ
の
過
去

問
の
指
導
を
一
切
や
ら
な
く
て
も
、
全
国
一
位

の
石
川
・
秋
田
の
正
答
率
を
遥
か
に
抜
い
て
い

る
。

※ 

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、﹃
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄

 

二
〇
一
八
年
一
月
号
を
参
照
。
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象牙の塔への挑戦
教育界のカリスマ的存在であった斎藤喜博氏に異議申立てをした
向山洋一氏と、奈良教育大学の小林篤氏との「跳び箱論争」は、
法則化運動誕生につながる強烈な問題提起であった。

栃木県真岡市立真岡東小学校

松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

「
論
争
」
が
文
化
を
創
る 

¦ 

教
育
文
化
を
革
新
さ
せ
て
き
た 

向
山 

の
論
争
40
年
史 

¦

「跳び箱論争」 ─ 跳ばせる技術はなぜ教師の常識にならなかったのか

集特

※ 

「
跳
び
箱
論
争
」
に
つ
い
て
は
、﹃︻
新
書
版
︼
向
山
洋
一
全
集
⑬
﹄

 

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（
二
〇
一
九
年
一
月
刊
行
予
定
）。

１	

「
教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
」
の
出
発
点

　

跳
び
箱
が
苦
手
な
子
は
多
い
。
そ
の
子
た
ち

を
、
僅
か
数
分
の
指
導
で
跳
ば
す
こ
と
の
で
き

る
指
導
法
が
あ
る
。

　

跳
び
箱
が
跳
べ
な
い
子
は
、
腕
を
支
点
と
し

た
体
重
移
動
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
感
覚
を

体
験
さ
せ
る
た
め
、
向
山
氏
は
二
つ
の
運
動
を

さ
せ
る
。
こ
れ
が
Ａ
式
と
Ｂ
式
で
あ
る
。

　

こ
の
指
導
法
で
、
一
体
ど
れ
く
ら
い
の
子
供

た
ち
が
、
跳
び
箱
を
跳
ん
だ
と
い
う
感
激
を
味

わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

発
表
当
時
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で

何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
跳
び
箱
を
跳
べ
な

い
子
た
ち
が
、
次
々
と
跳
ん
で
い
く
。
そ
の
衝

撃
は
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
全
国
に
広
が
っ
て

い
っ
た
。
読
者
諸
氏
の
中
に
も
、
向
山
式
跳
び

箱
指
導
法
で
、
跳
べ
な
い
子
を
跳
ば
せ
た
と
い

う
事
実
を
得
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
い
っ
た
事
実
が
全
国
で
生
ま
れ
た
の
は
、

向
山
氏
が
跳
び
箱
を
跳
ば
せ
る
技
術
を
開
発
し
、

そ
れ
を
追
試
で
き
る
形
で
公
表
し
た
か
ら
で
あ

る
。
優
れ
た
教
育
技
術
を
、
誰
も
が
追
試
で
き

る
よ
う
に
公
表
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
教
育
技
術

の
法
則
化
運
動
の
出
発
点
で
あ
る
。

２	

破
綻
し
て
い
る
回
答

　

で
は
、
向
山
氏
以
前
に
跳
び
箱
を
跳
ば
せ
る

技
術
を
も
つ
教
師
は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
、
群
馬
県
の
島
小
学
校
で
校
長
職
に

あ
っ
た
斎
藤
喜
博
氏
は
、「
私
な
ら
十
五
分
で

跳
ば
せ
る
」
と
発
表
し
て
い
た
。
カ
リ
ス
マ
的

存
在
で
あ
る
こ
の
主
張
に
、
多
く
の
教
師
は

「
そ
れ
は
斎
藤
喜
博
氏
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
だ
」

と
納
得
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
青
年
教
師
で
あ
っ
た
向
山
氏
は
、

こ
の
こ
と
に
問
題
提
起
し
た
。
そ
れ
が
、

　

跳
び
箱
を
跳
ば
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
教

師
の
常
識
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、
反
応
し
た
の
は

数
名
の
研
究
者
だ
っ
た
。

　

そ
の
一
人
が
、
奈
良
教
育
大
学
の
小
林
篤
氏

だ
っ
た
。
二
人
の
論
争
は
、『
現
代
教
育
科
学
』

（
明
治
図
書
）
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。

　

小
学
校
教
諭
と
大
学
の
研
究
者
が
論
争
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
肩
書
だ
け
で
ビ
ビ
っ
て
し
ま
う
人
は
、

私
を
含
め
て
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
向
山
氏
は
違
う
。
そ
の
主
張
は

全
く
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
大
学
の
研
究
者
で
あ
る
小

林
氏
の
回
答
は
、
破
綻
し
て
い
る
と
し
か
思
え

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

繰
り
返
す
が
、
向
山
氏
の
問
題
提
起
は
「
跳

び
箱
を
跳
ば
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
教
師
の
常
識

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
小
林
氏
は
、「
跳
び
箱
運

動
の
技
術
は
腕
で
体
を
支
え
る
こ
と
が
基
礎
で

あ
る
の
に
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
な
い

か
ら
だ
」
と
し
て
い
る
。
向
山
氏
の
問
い
に
正

対
し
て
い
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
が
、
体
重

移
動
に
言
及
せ
ず
、
向
山
式
の
ポ
イ
ン
ト
を
誤

読
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
斎
藤
は
、
根
気
強

く
指
導
し
た
か
ら
跳
ば
せ
ら
れ
た
」
と
し
、「
こ

れ
ま
で
の
教
師
に
は
根
気
強
さ
が
な
い
」
と
い

う
、
教
師
を
馬
鹿
に
し
た
回
答
を
述
べ
て
い
る
。

向
山
氏
の
問
い
に
対
し
て
の
回
答
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。（
た
だ
し
、

そ
の
後
、小
林
氏
は
事
実
誤
認
を
認
め
て
い
る
）

３	

斎
藤
氏
へ
の
異
議
申
立
て

　

向
山
氏
の
問
題
提
起
の
根
本
に
あ
る
の
は
、

日
本
中
か
ら
跳
べ
な
い
子
を
な
く
し
た
い
と
い

う
思
い
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
当
時
、
そ
の
技
術
を
も
っ
て

い
た
斎
藤
氏
は
、
技
術
を
公
開
す
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
こ
れ
を
「
私
な
ら

で
き
る
」
と
隠
し
財
産
化
し
て
い
る
。

　

書
籍
に
も
書
か
ず
、
公
開
授
業
で
も
披
露
し

て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
自
分
の
学
校

の
女
教
師
は
、
私
の
指
導
で
ほ
と
ん
ど
の
子
を

跳
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。

カ
リ
ス
マ
性
を
高
め
る
こ
と
に
長た

け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
隠
し
財
産
化
批
判
に
対
し
て
、

小
林
氏
は
「
い
や
、
斎
藤
は
技
術
を
公
開
し
て

い
る
」
と
擁
護
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
示
し

た
の
が
、
閉
脚
跳
び
の
指
導
技
術
と
低
学
年
に

お
け
る
開
脚
跳
び
の
手
順
（
踏
み
切
り
、
助
走

と
い
う
ご
く
基
本
的
な
こ
と
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
向
山
氏
は
、「
こ
の
方
法
を

試
し
て
ほ
し
い
」
と
提
案
す
る
。
す
る
と
「
跳

び
箱
指
導
の
経
験
に
乏
し
い
私
は
、
十
五
分
で

跳
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
回
答
す
る
。
そ

し
て
、水
掛
け
論
と
し
て
収
束
を
図
ろ
う
と
し
た
。

　

小
林
氏
の
回
答
に
は
、
執し

つ

拗よ
う

な
ま
で
の
斎
藤

喜
博
防
衛
が
見
え
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

　

こ
の
当
時
、
跳
び
箱
を
全
員
跳
ば
せ
ら
れ
る

の
は
、「
斎
藤
喜
博
氏
だ
か
ら
」
と
思
わ
れ
て

い
た
。
教
育
学
者
は
そ
の
よ
う
に
発
言
し
、
そ

れ
ら
の
発
言
を
認
め
て
き
た
。
誰
も
異
議
申
立

て
を
し
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
に
初
め
て
異
議
申
立
て
を
す
る
青
年
教

師
が
現
れ
た
。
そ
れ
が
向
山
氏
だ
。

　

巨
大
な
象
牙
の
塔
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
向

山
氏
の
明め

い

晰せ
き

な
論
の
展
開
を
、
ぜ
ひ
と
も
原
著

で
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
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「
論
争
」
が
文
化
を
創
る 

¦ 

教
育
文
化
を
革
新
さ
せ
て
き
た 

向
山 

の
論
争
40
年
史 

¦

教室内の差別を見逃すな！─ 「自由で平等」な場からの出発

集特

「班競争・ボロ班」を批判した
「自由立候補じゃんけん制」の主張は、

全生研を圧倒する拍手を呼び起こした
新卒４年目の向山洋一氏が、山梨の全国教育研究集会で起こした論争。
体育館には1000名を超える聴衆が駆け付けた。

東京都・日本文化大學　講師

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

１	

班
競
争
と
ボ
ロ
班

　

教
室
に
幾
つ
か
の
「
班
」（
グ
ル
ー
プ
）
を

作
る
。「
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
二
分
以
内
に
席

に
着
か
せ
る
班
競
争
」
を
す
る
。あ
る
い
は
「
漢

字
テ
ス
ト
の
班
競
争
」
を
す
る
。

　

で
き
な
い
班
は
減
点
さ
れ
る
。

　

班
競
争
の
得
点
は
棒
グ
ラ
フ
で
教
室
に
掲
示

さ
れ
る
。
一
番
低
い
班
が
「
ボ
ロ
班
」
だ
。

　

ボ
ロ
班
は
、
ほ
か
の
班
か
ら
「
何
を
や
っ
て

い
た
ん
だ
」
と
非
難
さ
れ
る
。

「
何
だ
そ
れ
？
」「
ひ
ど
い
」
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
、
東
京
の
教
育
研

究
集
会
で
、
三
十
近
い
区
や
市
の
代
表
は
全
て

「
全
国
生
活
指
導
研
究
協
議
会
」（
＝
全
生
研
）

の
会
員
だ
っ
た
。
そ
の
多
く
が
班
競
争
・
ボ
ロ

班
の
実
践
だ
っ
た
。

２	

自
由
立
候
補
じ
ゃ
ん
け
ん
制

　

し
か
し
、
た
っ
た
一
人
、
例
外
が
い
た
。

　

大
森
第
四
小
の
四
年
間
の
実
践
を
基
に
、

「
自
由
立
候
補
じ
ゃ
ん
け
ん
制
」
に
代
表
さ
れ

る
実
践
を
も
っ
て
登
場
し
た
向
山
洋
一
氏
で
あ

る
。
多
く
の
「
ひ
か
ら
び
た
実
践
」
の
中
で
、

向
山
氏
は
東
京
教
研
集
会
の
代
表
に
選
ば
れ
る
。

　

一
九
七
二
年
に
山
梨
県
で
開
か
れ
た
全
国
教

育
研
究
集
会
に
、
向
山
氏
は
東
京
代
表
と
し
て

参
加
し
た
。
新
卒
四
年
目
で
あ
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。

「
自
由
で
平
等
」
な
場
か
ら
の
出
発

～
森
个
崎
の
子
ら
と
と
も
に
～

　

向
山
氏
の
主
張
で
あ
る
。

　

自
主
性
は
、
主
体
性
の
基
礎
で
あ
り
、

集
団
形
成
へ
の
出
発
点
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
各
個
々
人
の
自
主
性
は
、
自
由

で
平
等
な
場
か
ら
生
ま
れ
る
。

（『
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』
第
十
九
巻

二
十
七
ペ
ー
ジ　

向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

　

具
体
的
な
方
法
と
内
容
を
提
起
し
た
。

　

班
競
争
・
ボ
ロ
班
と
は
全
く
異
質
な
、
新
し

い
方
法
で
あ
っ
た
。

（
１
）
私
達
は
ク
ラ
ス
を
組
織
す
る
に
あ

た
っ
て
、
係
り
、
当
番
、
班
、
研
究
グ
ル
ー

プ
を
明
確
に
分
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

（
中
略
）
そ
し
て
、
係
り
活
動
を
貫
く
原
則

を
、
自
主
性
、
自
発
性
、
創
造
性
の
貫
徹

に
お
く
よ
う
に
な
り
、
当
番
活
動
を
貫
く

原
則
を
、
一
人
一
役
制
に
お
く
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。	

（
前
掲
書　

二
八
ペ
ー
ジ
）

　

そ
し
て
、
全
生
研
と
の
論
争
の
最
も
大
き
な

争
点
と
な
る
の
が
次
の
実
践
で
あ
る
。

（
２
）
す
べ
て
の
係
り
、
班
、
当
番
を
決
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
立
候
補
（
制
限

な
し
）
に
よ
る
こ
と
と
し
、そ
の
上
で
、じ
ゃ

ん
け
ん
又
は
く
じ
で
決
め
る
こ
と
に
し
て

い
た
。
そ
れ
は
、
選
挙
に
よ
る
選
出
方
法

を
と
れ
ば
、
必
ず
一
定
の
児
童
に
集
中
せ

ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
事
実
上
の
不
平
等

を
と
り
の
ぞ
く
た
め
と
、
児
童
は
す
べ
て
、

あ
る
時
あ
る
場
所
で
は
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ

る
は
ず
だ
と
い
う
児
童
観
と
、
児
童
の
成

長
は
自
ら
が
成
長
す
る
場
面
に
立
た
な
け

れ
ば
成
長
し
な
い
と
い
う
考
え
に
支
え
ら

れ
て
い
た
。	

（
前
掲
書　

二
八
ペ
ー
ジ
）

３	

論
争

　

多
く
の
全
生
研
メ
ン
バ
ー
と
、
新
卒
四
年
目

の
向
山
氏
の
論
争
が
始
ま
っ
た
。
藤
平
洋
子
氏

の
「
分
科
会
報
告
」
か
ら
、
対
立
点
を
挙
げ
る
。

◆
全
生
研
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
班
競
争
で
集
団

を
活
発
に
さ
せ
、
や
る
気
を
盛
り
上
げ
て
い
く

の
だ
」
と
主
張
し
た
。

◆
向
山
氏
は
「
子
ど
も
達
が
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
を
自
由
に
出
さ
せ
、
実
際
に
仕
事

を
し
、
活
動
を
し
て
い
く
中
で
集
団
の
高
ま
り

を
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
」
と
主
張
し
た
。

　

こ
の
対
立
は
、
そ
の
ま
ま
「
リ
ー
ダ
ー
論
」

に
波
及
す
る
。

◆
全
生
研
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
集
団
の
質
を
高

め
る
の
は
よ
り
す
ぐ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
で

あ
り
、
教
師
は
リ
ー
ダ
ー
を
見
い
だ
し
そ
れ
を

指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
言
う
。

◆
向
山
氏
は
「
子
ど
も
達
が
変
わ
っ
て
い
く
の

は
、
自
分
達
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
際
に
や
り

ぬ
い
て
い
く
中
で
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

と
り
た
て
て
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
と
い
う
や
り

方
は
お
か
し
い
」
と
主
張
し
、
真
っ
向
か
ら
対

立
し
た
。

　

全
生
研
の
一
部
か
ら
「
文
部
省
（
当
時
）
と

同
じ
だ
」「
勉
強
し
直
し
て
こ
い
」
と
い
っ
た

レ
ベ
ル
の
非
難
を
受
け
な
が
ら
も
、
若
き
向
山

氏
は
一
歩
も
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。

　

は
じ
め
、
私
の
主
張
に
拍
手
し
て
く
れ

る
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
傍
聴
者
が
ふ

え
る
に
つ
れ
、
全
生
研
の
正
会
員
の
発
言

へ
の
拍
手
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

（『
す
ぐ
れ
た
授
業
へ
の
疑
い
』　

一
一
一
ペ
ー
ジ

向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

　

熱
い
論
争
が
続
く
分
科
会
の
傍
聴
者
は
連
日

増
加
を
続
け
、
大
き
な
体
育
館
に
は
千
名
を
は

る
か
に
超
え
る
聴
衆
が
駆
け
付
け
た
と
い
う
。

　

向
山
氏
の
主
張
に
は
、
圧
倒
的
な
子
供
の
事

実
が
あ
っ
た
。
生
き
生
き
と
し
た
「
森
个
崎
の

子
ら
」
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
が
あ
っ
た
。

　

だ
か
ら
多
く
の
聴
衆
を
引
き
付
け
、
納
得
さ

せ
た
の
だ
ろ
う
。

　

新
卒
四
年
目
の
向
山
氏
の
論
争
で
あ
る
。
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原爆加害の責任は、
投下したアメリカにある
非戦闘員たる民間人を大量に殺

さつ

戮
りく

した罪と責任も
日本の子供に授業すべきである。その資料を向山洋一氏は紹介し、
「平和教育」に問題提起をした。

東京都足立区立弥生小学校

桜
さくら

木
ぎ

 泰
たい

自
じ

１	

原
爆
投
下
の
責
任
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
る

　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
原
子
爆
弾
の
投
下
に
よ
っ

て
、
広
島
・
長
崎
で
は
世
界
史
上
特
筆
す
べ
き

被
害
が
生
じ
た
。

　

投
下
さ
れ
た
の
が
一
九
四
五
年
八
月
六
日
と

九
日
。
同
年
十
二
月
末
の
段
階
で
、
原
爆
に
よ

る
死
亡
者
数
は
、
広
島
が
十
四
万
人
、
長
崎
が

九
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。
被
曝
後
五
年
間
を
見

る
と
、
同
二
十
万
人
、
十
四
万
人
と
推
定
さ
れ

る
。
今
現
在
も
後
遺
症
に
苦
し
む
方
が
い
る
。

　

原
爆
投
下
は
、
非
戦
闘
員
た
る
民
間
人
を
殺

戮
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
国
際
法
違
反
で
あ
る
。

（
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
規
則
第
二
十
二
条
、
及
び

第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条
）

　

投
下
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　

こ
の
原
爆
投
下
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
六
年

社
会
科
教
科
書
に
、
も
ち
ろ
ん
載
っ
て
い
る
。

日
本
中
で
授
業
が
さ
れ
て
き
た
。
被
害
の
大
き

さ
を
知
ら
せ
、
二
度
と
原
爆
が
使
用
さ
れ
な
い

こ
と
を
願
う
「
平
和
教
育
」
が
さ
れ
て
き
た
。

　

加
害
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
責
任
に
は
言
及

せ
ず
、「
こ
の
よ
う
な
戦
争
を
し
た
日
本
が
悪

い
」
と
の
み
教
え
る
教
育
が
、
日
本
で
は
一
般

的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　

広
島
市
の
原
爆
記
念
公
園
に
あ
る
「
原
爆
死

没
者
慰
霊
碑
」
に
刻
ま
れ
た
言
葉
が
象
徴
し
て

い
る
。「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い	

過
ち
は	

繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」

　

こ
れ
に
対
し
て
向
山
氏
は
、
原
爆
の
悲
惨
さ

を
「
日
本
人
の
責
任
」
と
し
て
の
み
教
え
る
教

育
が
今
で
も
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、

問
題
提
起
を
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
加
害
責
任

も
同
時
に
教
え
る
べ
き
で
あ
る
と
。

２	

原
爆
投
下
の
ア
メ
リ
カ
の
論
理

　

ア
メ
リ
カ
の
「
原
爆
投
下
の
論
理
」
は
、「
本

土
上
陸
作
戦
よ
り
も
原
爆
投
下
の
ほ
う
が
戦
争

を
早
く
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
結

果
的
に
犠
牲
者
が
少
な
い
」
と
い
う
ト
ル
ー
マ

ン
大
統
領
（
当
時
）
ら
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
。

　

実
際
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
統

治
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
よ
り
も
優
位

に
立
ち
た
い
が
た
め
に
、
原
爆
投
下
を
実
行
し

た
こ
と
が
、
外
交
・
歴
史
文
書
な
ど
か
ら
証
明

さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
、
日
本
は
降
伏
の
条
件
と
タ
イ
ミ
ン
グ

を
外
交
ル
ー
ト
で
交
渉
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
用
化
し
た
原
爆
（
一
九
四
五
年
七
月
十
六
日

の
実
験
で
最
終
段
階
を
迎
え
た
）
を
使
用
せ
ず

と
も
、
日
本
の
降
伏
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
無
論
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
。

よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
指
導
層
の
中
に
も
、
原
爆

使
用
に
反
対
を
す
る
人
々
は
い
た
。

　

例
え
ば
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
連
合
軍
最
高
司

令
長
官
も
そ
の
一
人
で
、
同
年
七
月
二
十
日
に

は
「
原
爆
使
用
は
不
要
で
あ
る
」
こ
と
を
、
ト

ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
進
言
し
て
い
る
。

３	

向
山
洋
一
氏
が
取
り
上
げ
た
資
料

　

向
山
氏
の
問
題
提
起
は
、『
旧
文
化
教
師
は

真
っ
赤
な
嘘
を
「
事
実
」
と
し
て
ど
う
教
え
た

の
か
』（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）
に
詳
し
い
。

　

こ
の
中
で
向
山
氏
は
、「（
原
爆
の
授
業
を
す

る
上
で
）
私
な
ら
、
次
の
よ
う
な
資
料
も
用
意

す
る
。」
と
言
う
。

　

ま
ず
は
、
一
九
四
六
年
五
月
、
東
京
裁
判
で

の
ア
メ
リ
カ
人
、
ベ
ン
・
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
レ
イ

ク
ニ
ー
弁
護
人
の
発
言
で
あ
る
。

「
戦
争
で
の
殺
人
は
罪
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

殺
人
罪
で
は
な
い
。
戦
争
が
合
法
的
だ
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
合
法
的
人
殺
し
で
あ
る
殺
人
行

為
の
正
当
化
で
あ
る
。
た
と
え
嫌
悪
す
べ
き
行

為
で
も
、
犯
罪
と
し
て
そ
の
責
任
は
問
わ
れ
な

か
っ
た
。
キ
ッ
ド
提
督
の
死
が
真
珠
湾
攻
撃
に

よ
る
殺
人
罪
に
な
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
広
島

に
原
爆
を
投
下
し
た
者
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
投
下
を
計
画
し
た
参
謀
長
の
名
も
承

知
し
て
い
る
。
そ
の
国
の
元
首
の
名
前
も
承
知

し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
殺
人
罪
を
意
識
し
て
い

た
か
？　

し
て
は
い
ま
い
。
我
々
も
そ
う
思
う
。

そ
れ
は
彼
ら
の
戦
闘
行
為
が
正
義
で
、
敵
の
行

為
が
不
正
義
だ
か
ら
で
は
な
く
、
戦
争
自
体
が

犯
罪
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
の
罪
科
で
い

か
な
る
証
拠
で
戦
争
に
よ
る
殺
人
が
違
法
な
の

か
。
原
爆
を
投
下
し
た
者
が
い
る
。
こ
の
投
下

を
計
画
し
、
そ
の
実
行
を
命
じ
、
こ
れ
を
黙
認

し
た
者
が
い
る
。
そ
の
者
達
が
裁
い
て
い
る
の

だ
。
彼
ら
も
殺
人
者
で
は
な
い
か
」

　

次
に
、
同
じ
く
東
京
裁
判
の
イ
ン
ド
代
表
、

パ
ー
ル
判
事
の
判
決
書
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。

「
も
し
非
戦
闘
員
の
生
命
財
産
の
無
差
別
破
壊

と
い
う
も
の
が
、
い
ま
だ
に
戦
争
に
お
い
て
違

法
で
あ
る
な
ら
ば
、
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
は

こ
の
原
子
爆
弾
使
用
の
決
定
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
中
に
お
け
る
ド
イ
ツ
皇
帝
の
（
無
差
別
殺

人
の
）
指
令
、
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
中
に

お
け
る
ナ
チ
ス
指
導
者
た
ち
の
指
令
に
近
似
し

た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
、

本
官
の
現
在
の
目
的
の
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
も
の
を
現
在
の
被
告
の
所
為
に
は

見
出
し
え
な
い
の
で
あ
る
。」（『
パ
ル
判
決
書

（
下
）』
東
京
裁
判
研
究
会
編　

講
談
社
学
術
文

庫
）
五
九
一
～
五
九
二
ペ
ー
ジ
）

　

さ
ら
に
、
向
山
氏
は
、
次
の
資
料
を
紹
介
し

て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
タ
ン
ト
リ
ー
元
外
務

大
臣
の
一
九
九
三
年
の
言
葉
で
あ
る
。

「
広
島
で
小
学
校
の
先
生
が
原
爆
慰
霊
碑
の
前

で
『
日
本
は
悪
い
こ
と
を
し
た
。
こ
れ
は
そ
の

記
念
碑
だ
』
と
教
え
て
い
た
の
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
で
広
島
市
長
に
伝
え
ま
し
た
。『
原
爆
慰

霊
碑
と
原
爆
資
料
館
は
日
本
人
が
見
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
持
っ
て
行
き
、

ア
メ
リ
カ
人
に
見
せ
て
ア
メ
リ
カ
人
に
反
省
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
』」

＊
実
践
に
際
し
て
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ドN

o:	
6813312

の
川
原
雅
樹
氏
「
原
爆
投
下
の
責
任

を
授
業
す
る
」
な
ど
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

「
論
争
」
が
文
化
を
創
る 

¦ 

教
育
文
化
を
革
新
さ
せ
て
き
た 

向
山 

の
論
争
40
年
史 

¦

「原爆投下」をどう教えたのか ─ 加害責任を問わない被
ひ

曝
ばく

体験教育

集特
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１	

授
業
前
の
教
師
の
選
択

　

向
山
洋
一
氏
の
北
方
領
土
の

授
業
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
動
画
ラ
ン

ド
」（http://m

.tos-land.net/

）

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
授
業
は
、
一
九
九
八
年

京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
大
ホ
ー

ル
で
、
五
百
人
ほ
ど
の
教
師
の
前
で
行
わ
れ
た
。

丁
度
そ
の
日
、
ロ
シ
ア
か
ら
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統

領
（
当
時
）
が
来
日
し
て
い
た
。
向
山
氏
は
、

冒
頭
、
当
日
の
新
聞
を
取
り
上
げ
た
。

　

今
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
日
本
に
来	

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
日
露
の
間
の
最
大

の
懸
案
事
項
は
何
で
す
か
。

　

す
ぐ
に
八
名
指
名
す
る
。
次
々
に
「
北
方
領

土
」
と
答
え
る
。
そ
の
間
七
秒
。
一
人
に
一
秒

か
か
っ
て
い
な
い
。
向
山
氏
は
子
役
の
言
葉
を

引
き
取
り
「
北
方
領
土
を
返
還
し
よ
う
」
と

言
っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
発
問
し
た
。

「
北
方
領
土
が
日
本
の
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
先
生
方
は
子
供
た
ち
に
教
え

る
と
思
う
の
で
す
が
、
北
方
領
土
は
ど
の

程
度
日
本
の
も
の
か
、
根
拠
を
も
っ
て
お

示
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
し
て
示
し
た
の
が
次
の
五
つ
で
あ
る
。

　

絶
妙
な
選
択
肢
だ
。
数
値
で
問
う
と
こ
ろ
、

そ
の
数
値
の
絶
妙
な
設
定
、
そ
し
て
何
と
い
っ

て
も
数
値
の
根
拠
と
な
る
言
葉
。
会
場
中
が
開

始
一
分
で
集
中
し
た
。

　

当
日
は
「
社
会
科
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
銘
打
っ

て
お
り
、
有
田
和
正
氏
も
授
業
者
と
し
て
参
加

し
て
い
た
。
高
名
な
授
業
者
を
そ
ろ
え
、
社
会

科
に
興
味
が
あ
る
先
生
が
多
く
参
加
し
て
い
た
。

　

そ
の
会
場
の
最
初
の
挙
手
は
次
で
あ
っ
た
。

１	

日
本
に
一
〇
〇
％
根
拠

	
	

↓
七
、八
人
く
ら
い

２	

日
本
に
九
〇
％
程
度	

↓
三
分
の
一
く
ら
い

３	

日
本
に
七
〇
％
程
度	

↓
五
分
の
一
く
ら
い

４	

五
〇
％
五
分
五
分	

↓
二
十
人
く
ら
い

５	

ロ
シ
ア
に
根
拠	

↓
三
十
人
く
ら
い

　

当
時
、
私
も
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

い
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
世
間
は
今
よ
り

も
左
寄
り
と
い
う
か
ロ
シ
ア
寄
り
と
い
う
か
、

ま
だ
自
虐
史
観
が
多
い
時
代
。
私
自
身
も
七
〇

％
く
ら
い
に
挙
手
し
た
記
憶
が
あ
る
。
一
〇
〇

％
日
本
に
根
拠
が
あ
る
と
挙
手
し
た
教
師
は
、

こ
の
時
点
で
一
～
二
％
程
度
で
あ
っ
た
。

2	

社
会
科
授
業
の
大
切
さ

　

向
山
氏
は
理
由
を
聞
い
た
後
、
資
料
を
次
々

に
読
ん
で
い
っ
た
。
国
際
条
約
の
条
文
を
読
む

だ
け
で
あ
る
。

①
一
八
五
三
年
日
露
和
親
条
約

「
今
よ
り
後
、
日
本
国
と
ロ
シ
ア
国
と
の

境
、
エ
ト
ロ
フ
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
と
の
間

に
あ
る
べ
し
」

（
一
旦
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
書
簡
に
触
れ
る
）

②
一
九
四
三
年
カ
イ
ロ
宣
言
（
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ス
タ
ー
リ
ン
に

よ
る
討
議
）

「
右
同
盟
国
の
目
的
は
、
日
本
国
よ
り
一

九
一
四
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
以

後
に
お
い
て
日
本
国
が
奪
取
し
ま
た
は
占

領
し
た
る
太
平
洋
に
お
け
る
一
切
の
島と

う

嶼し
ょ

を
剥
奪
す
る
こ
と
」

（
一
九
一
四
年
以
前
は
そ
の
ま
ま
）

③
一
九
五
一
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約

「
日
本
国
は
、
千
島
列
島
並
び
に
日
本
国

が
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
の
ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
の
結
果
と
し
て
主
権
を
獲
得
し
た
樺

太
の
一
部
、
及
び
こ
れ
に
近
接
す
る
諸
島

に
対
す
る
全
て
の
権
利
、
権
限
及
び
請
求

権
を
放
棄
す
る
」

④
一
九
五
六
年
日
ソ
共
同
宣
言

「
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
は
日
本
国

の
要
望
に
こ
た
え
か
つ
日
本
国
の
利
益
を

考
慮
し
て
、
歯
舞
群
島
及
び
色
丹
島
を
日

本
国
に
引
き
渡
す
こ
と
に
同
意
す
る
」

　

こ
の
四
つ
を
示
し
た
後
、
再
度
最
初
に
示
し

た
五
択
を
選
ば
せ
た
。

１	

一
〇
〇
％
こ
れ
は
日
本
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

↓
ほ
と
ん
ど

2	

で
も
九
割
は
日
本
が
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

↓
二
十
人
く
ら
い

3	

ロ
シ
ア
に
三
割　
　

↓
ゼ
ロ

4	

五
〇
％
五
分
五
分
↓
ゼ
ロ

「
北
方
領
土
は
日
本
の
も
の
だ
」
と
ほ
と
ん
ど

の
意
見
が
変
わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

向
山
氏
は
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

重
要
資
料
を
読
め
ば
明
白
で
す
。
問
題

な
の
は
、
日
本
の
教
師
が
そ
の
こ
と
を
日

本
の
子
供
に
教
え
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

社
会
科
授
業
の
事
実
の
大
切
さ
が
、
会
場
中

に
行
き
渡
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

北方領土　
条約の条文を表示するだけで
事実を示し、逆転現象を起こす
北方領土。当時フォーラムに参加した500名の教師の考えを
条文だけでひっくり返した、社会科「領土」授業の礎。

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

「
論
争
」
が
文
化
を
創
る 

¦ 

教
育
文
化
を
革
新
さ
せ
て
き
た 

向
山 

の
論
争
40
年
史 

¦

「北方領土問題」をどう教えたのか ─ 事実に基づく授業とは

集特
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「
論
争
」
が
文
化
を
創
る 

¦ 

教
育
文
化
を
革
新
さ
せ
て
き
た 

向
山 

の
論
争
40
年
史 

¦

「エネルギー問題」をどう教えたのか ─ 日本の未来を考える

集特

学校でまともに扱われていなかった
エネルギーに関する授業を、
多面的な視点から推進
やみくもに否定するのではなく、メリットとデメリットを
きちんと教え、子供たちに課題を解決する意欲を
もたせることが大切である。

日本理科教育支援センター

小
こ

森
もり

 栄
えい

治
じ

１	

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
授
業
が
な
か
っ
た

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
授
業
で
扱
う
と
き
、
原

子
力
発
電
を
避
け
て
通
れ
な
い
。

　

三
十
年
前
、
反
核
＝
反
原
子
力
と
い
う
教
師

が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

を
授
業
で
扱
う
こ
と
を
タ
ブ
ー
視
す
る
雰
囲
気

が
あ
っ
た
。
私
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
代
に
、
向
山
洋
一
氏
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
を
授
業
で
扱
う
こ
と
を
主
張
し
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
は
、「
戦
争
に
つ
な

が
る
大
問
題
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
本
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
し
て
い
る

教
室
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
も
、「
国
家

の
方
向
」「
近
未
来
の
危
機
」「
国
際
政
治

の
力
学
」
な
ど
の
視
点
で
授
業
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
皆
無
に
近
い
。

（『
旧
文
化
教
師
は
真
っ
赤
な
嘘
を

「
事
実
」
と
し
て
ど
う
教
え
た
の
か
』

向
山
洋
一
著　

明
治
図
書

　

二
〇
〇
四
年　

八
九
ペ
ー
ジ
）

　

思
い
込
み
を
排
す
る
こ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

専
門
家
の
話
を
聞
い
た
り
専
門
書
を
読
ん
だ
り

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
地
に
足
を
運
ん
で
見

て
く
る
こ
と
を
強
く
訴
え
た
。
当
時
の
記
録
の

一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
（『
教
育
技
術
法

則
化
運
動
正
史
』（
東
京
教
育
技
術
研
究
所　

二
〇
〇
三
年　

六
ペ
ー
ジ
）。

一
九
九
七
年
二
月 

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
等
重
要

テ
ー
マ
の
予
備
会
議

同
四
月 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
全
国
会

議
（
東
京
神
田
）
百
名
。

　

企
画
レ
ポ
ー
ト
二
百
本

同
六
月 

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
会
議

同
八
月 

水
力
発
電
所
見
学
、
こ
れ
で
水
、
火
、

原
子
力
の
す
べ
て
を
見
学

同
十
月 

青
森
県
六
个
所
村
の
原
子
力
関
係
の

施
設
見
学

一
九
九
八
年
三
月 

第
四
回
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
全
国
会
議

同
八
月 

科
学
技
術
館
で
（
第
一
回
）
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
文
部
省
渋
沢
調
査
官

と
講
演

同
九
月 

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

こ
の
東
京
と
大
阪
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、

そ
れ
ぞ
れ
約
三
百
名
の
教
師
が
参
加
し
た
。

２	

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
視
点

「『
国
家
の
方
向
』」『
近
未
来
の
危
機
』『
国
際

政
治
の
力
学
』
の
視
点
か
ら
の
授
業
が
な
い
」

と
い
う
向
山
氏
の
指
摘
は
現
在
も
当
て
は
ま
る
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
三
つ
の
Ｅ

（
安
定
供
給
、
経
済
効
率
性
の
向
上
、
環
境
へ

の
適
合
）
と
一
つ
の
Ｓ
（
安
全
性
）（
＝
３
Ｅ

＋
Ｓ
）
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
扱
う
授
業
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
。
教
科
で
の
位
置
付
け
が
な
い
、

入
試
に
出
題
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
原
因
だ

が
、
そ
れ
以
上
に
教
師
自
身
が
知
ら
な
い
、
意

識
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

　

安
定
供
給
の
視
点
で
い
え
ば
、
現
在
、
電
力

の
約
九
割
が
火
力
に
頼
っ
て
い
る
。
そ
の
燃
料

は
ほ
と
ん
ど
輸
入
で
あ
る
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
な

ど
の
政
情
不
安
定
な
と
こ
ろ
を
通
っ
て
、
数
珠

つ
な
ぎ
に
タ
ン
カ
ー
が
石
油
を
運
ん
で
い
る
。

　

原
発
が
な
く
て
も
電
気
は
足
り
て
い
る
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
燃
料
調
達
の
コ
ス
ト
や
安

定
供
給
の
視
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
視
点
で
の
最
新
の
情
報
や
、
谷
和

樹
氏
ら
の
模
擬
授
業
が
受
け
ら
れ
る
の
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
参
加
費
無

料
）
で
あ
る
。
模
擬
授
業
全
国
大
会
も
毎
年
一

月
に
開
催
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

３	

授
業
の
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と

①
唯
一
の
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

　

そ
れ
ぞ
れ
が
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

も
っ
て
い
る
。
リ
ス
ク
が
あ
る
。
議
論
し
て
到

達
す
る
合
意
点
が
そ
の
時
点
の
解
決
策
と
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
教
師
が
「
こ
れ
が
い
い
。
あ

れ
は
よ
く
な
い
」
と
断
定
し
て
は
い
け
な
い
。

様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
正
確
な
情

報
を
求
め
さ
せ
、
各
自
が
意
思
決
定
す
る
こ
と

を
促
す
授
業
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
意
見
の
相
違
で
全
否
定
、
人
格
否
定
し
な
い

　

異
な
る
意
見
に
も
耳
を
傾
け
、
冷
静
に
議
論

す
べ
き
で
あ
る
。
対
立
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、

全
否
定
、
人
格
否
定
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

③
子
供
た
ち
に
良
い
教
材
を

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
全
国
協
議
会
の
サ
イ
ト
に

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
ス
キ
ル
」
な
ど
の
教
材
が

あ
る
。
ま
た
、
小
森
が
開
発
し
た
教
材
「
電
気

の
需
要
と
供
給
体
験
ボ
ー
ド
」（
下
の
写
真
）

が
ナ
リ
カ
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
。
同
時
同
量

や
太
陽
光
発
電
導
入
時
の
問
題
を
実
験
で
き
る
。

④
課
題
を
解
決
す
る
意
欲
を
も
た
せ
る

　

危
機
感
を
あ
お
る
だ
け
な
く
、
様
々
な
問
題

を
解
決
し
て
き
た
科
学
者
や
技
術
者
の
こ
と
を

伝
え
た
い
。「
未
来
を
つ
く
る
の
は
君
た
ち
だ
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
供
た
ち
に
送
ろ
う
。
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型
を
な
ぞ
ら
せ
、「
よ
み
と
る
算
数
」
を

攻
略
す
る

数
の
意
味
す
る
内
容
が
分
か
る
言
い
方
と
、
問
題
を

解
く
た
め
の
手
順
を
な
ぞ
ら
せ
よ
。

信し
ん

藤ど
う 

明あ
き

秀ひ
で

愛
媛
県
宇
和
島
市
立
遊
子
小
学
校

算数・啓林館
２年下・p.38-39

１ 

言
い
方
の
型
を
な
ぞ
ら
せ
る

「
よ
み
と
る
算
数
」
の
本
文
を
す
ら
す
ら
読
め

る
よ
う
に
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

「
数
に
〇
を
付
け
な
が
ら
、
教
科
書
を
読
み
な

さ
い
。
始
め
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
数
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か

を
明
確
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
基
礎
に
な
る
。

「
出
て
く
る
数
を
言
い
な
さ
い
」

「
六
十
三
で
す
」

「
二
人
で
拾
っ
た
ど
ん
ぐ
り
六
十
三
個
」

と
言
い
な
さ
い
。

「
二
人
で
拾
っ
た
ど
ん
ぐ
り
六
十
三
個
」

「
み
ん
な
で
サ
ン
ハ
イ
」

「
二
人
で
拾
っ
た
ど
ん
ぐ
り
六
十
三
個
」

「
次
は
何
で
す
か
」

「
六
で
す
」

「
言
い
方
が
違
い
ま
す
」

「
分
か
り
ま
し
た
！　

や
じ
ろ
べ
え
を
作
る
ど

ん
ぐ
り
六
個
で
す
」

「
そ
う
で
す
ね
。
み
ん
な
で
サ
ン
ハ
イ
」

　

数
の
意
味
を
言
い
な
さ
い
と
問
う
の
で
は
な

く
、
言
い
方
の
型
を
な
ぞ
ら
せ
る
の
だ
。

　

そ
れ
で
も
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
の
が
低
学
年
の

子
た
ち
だ
。

「
首
か
ざ
り
の
九
個
が
⋮
⋮
？　

あ
れ
っ
？
」

　

慌
て
ず
、
型
に
沿
っ
た
言
い
方
に
ど
ん
ど
ん

挑
戦
さ
せ
れ
ば
い
い
。

　

楽
し
い
授
業
に
な
る
。

２ 

問
題
を
解
く
た
め
の
手
順
を
な
ぞ
ら
せ
る

　

₁
の
「
と
も
き
さ
ん
は
ど
ん
ぐ
り
を
ぜ
ん
ぶ

で
何
こ
つ
か
い
ま
し
た
か
。」
と
い
う
問
題
は
、

教
科
書
で
は
次
ペ
ー
ジ
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
に

三
段
階
で
解
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

㋐
と
㋑
で
必
要
な
情
報
を
拾
い
出
し
、
㋒
で

立
式
す
る
と
い
う
手
順
だ
。
こ
れ
を
、
問
題
文

を
丸
ご
と
型
と
し
て
捉
え
、
解
い
て
く
。

　

ま
ず
、
第
一
段
階
。

　

㋐
、
㋑
、
㋒
の
答
え
を
そ
れ
ぞ
れ
教
科
書
の

空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
書
く
。

　

第
二
段
階
。

　

ノ
ー
ト
に
㋐
、
㋑
、
㋒
の
問
題
文
を
写
し
、

答
え
も
書
く
。

　

空
白
を
生
ま
な
い
よ
う
に
、
で
き
た
子
に

ノ
ー
ト
を
音
読
さ
せ
な
が
ら
時
間
調
整
を
す

る
。

　

第
三
段
階
。

　

②
の
問
題
だ
。

　

問
題
文
を
音
読
し
、ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
た
後
、

問
う
。

「
ま
ず
、
何
を
し
ま
す
か
？
」

　

子
供
た
ち
の
中
に
は
、
一
瞬
何
の
こ
と
だ
か

分
か
ら
な
く
な
る
子
も
い
る
。

「
㋐
と
書
き
ま
す
」

「
分
か
っ
た
！　

さ
っ
き
み
た
い
に
や
れ
ば
い

い
ん
だ
」

「
ノ
ー
ト
に
、
自
分
で
㋐
の
問
題
文
が
書
け
た

ら
持
っ
て
来
な
さ
い
」

　

手
順
を
な
ぞ
れ
ば
、
㋑
、
㋒
も
で
き
る
。

　

ノ
ー
ト
は
、
₁
と
見
開
き
で
書
か
せ
れ
ば
、

一
層
分
か
り
や
す
く
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
河
田
孝
文
氏
か
ら
学
ん

だ
。

３ 

説
明
に
挑
戦
さ
せ
、
評
定
す
る

　

③
の
問
題
は
、
挑
戦
さ
せ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

自
分
で
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
で
き
た
も
の
を

黒
板
に
書
か
せ
る
。

　

そ
し
て
評
定
し
、
最
後
に
先
生
が
か
っ
ち
り

と
し
た
正
解
を
示
す
。

　

私
の
学
級
で
は
、
十
点
満
点
中
九
点
の
説
明

が
出
た
。

　

そ
れ
を
更
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
正
解

を
示
し
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
。
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新学習指導要領対応 はこう指導する！はこう指導する！
主体的・
対話的で
深い学び

国語・教育出版
５年下・p.6-9

竹た
け

岡お
か 

正ま
さ

和か
ず

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立
宮
原
小
学
校

詩
の
授
業
で
は
、
子
供
に
選
択
さ
せ
る

詩
の
授
業
は
、「
ど
れ
が
〇
〇
で
す
か
」
と
選
択
さ
せ
る
問
い
を
す
る
と

討
論
に
な
り
や
す
い
。

　

小
学
国
語
五
年
下
（
教
育
出
版
）
に
は
、「
詩

を
味
わ
お
う
」
と
し
て
四
つ
の
詩
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
一
つ
は
「
雪　

三
好
達
治
」
だ
。
こ

れ
は
有
名
な
向
山
実
践
が
あ
る
の
で
、
忠
実
に

追
試
す
れ
ば
盛
り
上
が
る
。

　

あ
と
の
三
つ
は
、
子
供
に
選
択
さ
せ
る
発
問

を
す
る
と
討
論
に
な
り
や
す
く
な
る
。

　

素
朴
な
琴
（
八
木
重
吉
）
は
、
次
の
よ
う
に

扱
う
と
盛
り
上
が
る
。

　

ま
ず
は
、
追
い
読
み
、
一
文
交
代
読
み
な
ど

を
通
し
て
、
何
度
も
音
読
さ
せ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
。

指
示
１	「
秋
の
美
し
さ
」
に
線
を
引
き
ま
す
。

発
問
１	

「
秋
の
美
し
さ
」
と
い
っ
た
ら
具
体

的
に
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

　

ま
ず
は
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ん
だ
子
供
を
指

名
し
て
、
答
え
さ
せ
る
。

①　

コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声

②　

紅
葉

③　

焼
き
芋
の
匂
い

な
ど
が
発
表
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
発
言
は
ク

ラ
ス
へ
の
「
例
示
」
と
な
る
。「
あ
の
よ
う
な

こ
と
を
発
表
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
イ
メ
ー
ジ

を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。次
に
、ノ
ー

ト
に
思
い
浮
か
ぶ
言
葉
を
多
く
書
か
せ
る
。

　

十
分
ほ
ど
時
間
を
取
っ
て
書
か
せ
た
と
こ
ろ

で
主
発
問
を
す
る
。

　

詩
の
中
の
ど
の
言
葉
か
ら
、
そ
の
秋
の

美
し
さ
が
分
か
る
の
か
。
証
拠
と
な
る
言

葉
を
出
し
な
が
ら
話
し
合
う
の
で
す
。

　

証
拠
と
な
る
言
葉
が
な
い
意
見
を
選
ぶ

の
で
は
な
く
、「
詩
の
こ
の
言
葉
か
ら
考
え

る
と
、
こ
の
意
見
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
」

と
い
う
の
を
選
び
な
さ
い
。

　

な
ぜ
な
ら
、
次
は
ク
ラ
ス
全
体
で
、
ど

れ
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
か
話
し
合
う
か
ら

で
す
。

　

相
手
を
説
得
で
き
る
意
見
を
選
ぶ
の
で

す
。

　

言
葉
を
根
拠
に
話
し
合
わ
せ
る
た
め
の
趣
意

説
明
を
入
れ
る
。

　

話
し
合
い
を
終
え
た
班
か
ら
、
代
表
と
な
る

意
見
を
板
書
さ
せ
る
。
班
の
数
だ
け
意
見
が
書

か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
八
班
の
場
合
は
、
八
つ

の
意
見
が
書
か
れ
た
状
態
に
な
る
。

　

次
は
ク
ラ
ス
全
体
の
話
し
合
い
に
な
る
。

発
問
３	

八
つ
の
意
見
の
中
で
、
一
番
詩
の

内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
ど
れ
で
す
か
。

と
問
う
こ
と
も
で
き
る
。
逆
に
、

発
問
４	

一
番
詩
の
内
容
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
な
い
の
は
ど
れ
で
す
か
。

と
も
問
え
る
。
ま
た
は
、
教
師
の
方
で
あ
ら
か

じ
め
絞
っ
て
問
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
子
供
の
意
見
が
分
か
れ
そ
う
な
二

つ
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
、

発
問
５	「
昼
の
紅
葉
」
と
「
夜
の
月
」
で
は
、

ど
ち
ら
の
方
が
詩
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し

い
で
す
か
。

と
問
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
、

す
ぐ
に
討
論
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し

た
問
い
方
も
伴
一
孝
氏
か
ら
学
ん
だ
。

　

子
供
に
選
ば
せ
た
ら
理
由
を
書
か
せ
る
。
そ

の
前
に
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
３	

ど
う
し
て
そ
の
意
見
を
選
ん
だ
の

か
、
証
拠
と
な
る
言
葉
に
線
を
引
き
な

さ
い
。

　

例
え
ば
、「
こ
の
明
る
さ
」
に
線
を
引
い
た

と
す
る
。
ど
う
し
て
そ
の
言
葉
な
の
か
、
発
表

の
と
き
に
、
そ
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
理
由

を
言
わ
せ
る
。
最
終
的
に
、
こ
れ
が
正
し
い
と

い
う
解
は
な
い
。
子
供
が
意
見
文
を
書
け
れ
ば

よ
い
の
だ
。
後
の
二
つ
の
詩
は
、
主
な
発
問
と

指
示
だ
け
示
す
。

は
た
は
た
の
う
た
（
室
井
犀
星
）

指
示	

題
名
以
外
の
「
は
た
は
た
」
に
番
号

を
振
り
な
さ
い
。（
六
か
所
あ
る
）

発
問	

こ
の
詩
で
一
番
大
事
な
「
は
た
は
た
」

は
ど
れ
で
す
か
。

鳴
く
虫
（
高
橋
元
吉
）

発
問
①	

二
連
で
虫
は
鳴
い
て
い
る
の
で
す

か
。

発
問
②	

三
連
で
虫
は
鳴
い
て
い
る
の
で
す

か
。

発
問
③	

ど
ち
ら
の
連
の
方
が
虫
の
声
は
大

き
い
の
で
す
か
。

発
問
２	

自
分
が
書
い
た
「
秋
の
美
し
さ
」

の
中
で
、
一
番
こ
の
詩
に
ふ
さ
わ
し
い

の
は
ど
れ
で
す
か
。

指
示
２	

一
番
ふ
さ
わ
し
い
の
に
鉛
筆
で
〇

印
を
し
ま
す
。

「
一
番
大
事
な
の
は
ど
れ
か
」
と
い
う
発
想
は

伴
一
孝
氏
か
ら
学
ん
だ
。
氏
は
「
ネ
ー
ミ
ン
グ

す
る
」
と
名
付
け
て
い
る
。
教
師
が
「
一
番
大

事
な
の
は
ど
れ
か
」
と
問
う
と
、
子
供
は
「
一

番
大
事
な
意
見
が
あ
る
」
と
い
う
前
提
で
考
え

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

班
で
一
つ
、
代
表
と
な
る
意
見
を
選
ば
せ
る

た
め
に
、
話
し
合
わ
せ
る
。
そ
の
と
き
に
、
次

の
よ
う
に
伝
え
る
。
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TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

赤あ
か

阪さ
か 

勝ま
さ
る

福
岡
県
太
宰
府
市
立
水
城
西
小
学
校

１	

一
目
で
分
か
る
ノ
ー
ト
作
り

　

こ
れ
ま
で
調
べ
学
習
と
い
う
と
「
ビ
ッ
シ
リ

書
き
ま
く
っ
た
ノ
ー
ト
」
が
良
い
と
思
わ
れ
て

い
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
情
報
が
多

す
ぎ
て
、
一
体
こ
の
時
間
に
何
を
学
習
し
た
の

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
端
的
に

整
理
さ
れ
た
ノ
ー
ト
作
り
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
は
今
日
何
を
学
習
し
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

情
報
な
の
か
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
な
ノ
ー
ト

作
り
で
あ
る
。

　

も
ろ
ち
ん
、
Ｔ
О
Ｓ
Ｓ
メ
モ
や
付
箋
な
ど
を

使
い
な
が
ら
、
整
理
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

２	

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
定
す
る

　

ま
ず
、
第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
定
し
た
。

　

教
科
書
に
は
、「
海
津
市
で
は
、
今
で
も
水

か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
一
言
で
言
え
ば
今
日
は
何
の
勉
強
で
す
か
」

と
問
う
た
。

「
海
津
市
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
の
学
習
で

あ
る
。し
た
が
っ
て
「
取
り
組
み
」
を
第
一
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
。

　

次
に
「
具
体
的
に
海
図
市
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
問
い
、

重
要
な
言
葉
を
選
ば
せ
た
。
教
科
書
に
は
、「
水

防
倉
庫
」「
消
防
団
」「
国
や
県
」
の
こ
と
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
第
二
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
。

　

次
に
、
ノ
ー
ト
の
左
側
に
こ
れ
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
並
べ
て
書
か
せ
た
。

　

一
番
上
に
第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
、
そ
の
下
か
ら

第
二
キ
ー
ワ
ー
ド
、
た
だ
し
一
字
分
、
右
に
ず

ら
す
。
そ
の
下
に
第
三
キ
ー
ワ
ー
ド
、
さ
ら
に

一
字
分
、
右
に
ず
ら
す
。

　

そ
し
て
第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
第
三
キ
ー

ワ
ー
ド
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
矢
印
を
か
く
。
す
る
と

樹
形
図
の
よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
が
出
来
上
が
る
。

こ
れ
が
今
日
の
学
習
す
る
内
容
を
端
的
に
表
し

た
骨
組
み
と
な
る
。

　

Ｔ
О
Ｓ
Ｓ
メ
モ
や
付
箋
な
ど
を
使
っ
て
整
理

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

３	

ノ
ー
ト
の
右
に
、
調
べ
た
こ
と
を
書
く

　

右
の
欄
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
調
べ

た
こ
と
を
書
く
。
教
科
書
に
は
イ
ラ
ス
ト
や
統

計
資
料
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
読
ん

で
、
分
か
っ
た
こ
と
や
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を

右
側
に
書
い
て
い
く
。
例
え
ば
教
科
書
に
は

「
水
防
倉
庫
」
の
写
真
が
あ
り
、
倉
庫
の
中
に

は
土
の
う
を
作
る
袋
、
む
し
ろ
、
ス
コ
ッ
プ
が

入
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

教
科
書
が
あ
れ
ば
、
家
庭
で
も
自
分
で
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
第
二
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詳
し
く
す
る
た

め
の
第
三
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
定
し
た
。

　

水
防
倉
庫
の
中
に
は
ど
ん
な
も
の
が
入
っ
て

い
ま
す
か
。

↓
「
材
料
や
道
具
」

　

消
防
団
は
ふ
だ
ん
、
何
を
し
て
い
る
の
で
す

か
。

↓
「
水
防
訓
練
」

　

「
水
防
倉
庫
の
点
検
」

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
つ
ま
り
水
害
発
生
時
は
、

何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

↓
「
川
の
監
視
」

　

「
水
防
の
活
動
」

　

国
や
県
は
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

↓
「
水
位
の
監
視
」

　

「
堤
防
の
強
化
」

　

こ
れ
ら
を
第
三
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
。

学
習
内
容
が
一
目
で
分
か
る
ノ
ー
ト
作
り

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
定
し
て
整
理
し
た
「
プ
ロ
ッ
ト
」
を
基
に
、

教
科
書
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
学
習
を
行
う
新
し
い
ノ
ー
ト
作
り
。

社会・日本文教出版
5年上・p.28-37
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絵画工作授業大成功の絵画工作授業

Ｓ
の
「
酒
井
式
の
部
屋
」
な
ど
に
あ
る
作
品
例

で
、
色
彩
の
種
類
も
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

左
上
の
Ｆ
は
、
夕
日
に
お
国
自
慢
の
楠
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
故
郷
の
自
慢
の
木
や
建
築
物

を
入
れ
る
と
夕
日
自
慢
の
パ
ワ
ー
も
倍
増
と
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
考
え
て
み
る
と
よ
い
。

　　

左
の
Ｇ
は
、
自
転
車
と
子
供
と
犬
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
低
・
中
学
年
向
き
の
画
題
で
、
自

転
車
の
黒
が
引
き
立
ち
、
二
人
の
子
供
の
影
法

師
と
あ
い
ま
っ
て
ち
ょ
っ
と
詩
情
も
生
ま
れ
る
。

　

こ
の
教
材
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
、
空
の

美
し
さ
で
あ
る
。
空
が
濁
っ
て
し
ま
う
と
一
巻

の
終
わ
り
だ
と
考
え
よ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
下
の

絵
の
具
が
乾
い
て
か
ら
重
色
す
る
こ
と
。
Ｓ
Ｎ

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
、
少
々
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
、

必
ず
自
分
で
描
い
て
み
て
か
ら
指
導
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

蛍
光
絵
の
具
の
ル
ミ
レ
ッ
ド
（
赤
）
で
太
陽

を
描
い
た
ら
、
全
体
が
赤
っ
ぽ
い
感
じ
に
な
る

よ
う
に
同
じ
色
を
薄
く
掛
け
る
。
掛
け
過
ぎ
る

と
暗
く
な
る
の
で
、
薄
く
掛
け
る
の
が
コ
ツ
。

下
部
の
黒
い
部
分
が
気
に
な
っ
た
ら
、
絵
の
具

で
河
や
草
原
を
描
き
加
え
て
も
よ
い
。

　

Ｃ
の
段
階
で
絵
と
し
て
完
成
さ
せ
て
も
い
い
。

　

し
か
し
、
自
作
の
俳
句
な
ど
を
入
れ
て
＂お

国
自
慢
＂
の
ポ
ス
タ
ー
に
す
る
と
、
Ｄ
の
よ
う

に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

文
字
を
入
れ
る
場
合
は
、
文
字
の
大
き
さ
や

画
面
へ
の
配
置
を
十
分
に
検
討
し
て
か
ら
描
き

入
れ
る
こ
と
。

　

文
字
の
縁
を
白
な
ど
明
る
い
色
で
縁
取
り
す

る
と
、
柔
ら
か
く
な
る
。

　

Ｅ
は
、
空
の
上
部
は
青
で
下
部
は
朱
色
と

な
っ
て
い
る
が
、
注
意
深
く
や
ら
な
い
と
濁
る

の
で
十
分
に
気
を
付
け
る
こ
と
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

下
の
絵
の
具
が
乾
い
て
か
ら
重
色
す
る
こ
と
で

あ
る
。
教
師
は
十
分
に
練
習
し
て
お
く
こ
と
。

「
夕
焼
け
」
の
お
国
自
慢
を
ポ
ス
タ
ー
で
表
現
し
よ
う

蛍
光
絵
の
具
を
使
っ
て
夕
焼
け
の
美
し
さ
を
存
分
に
表
現
さ
せ
る
。

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

空
や
海
な
ど
、
広
い
空
間
を
彩
色
す
る

た
め
に
は
、
ぜ
ひ
刷は

毛け

を
使
用
さ
せ
て
ほ
し

い
。
単
に
時
間
短
縮
の
意
味
だ
け
で
は
な

く
、
刷
毛
を
持
っ
た
こ
と
で
生
ま
れ
る
心

の
余
裕
を
十
分
に
利
用
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
教
師
が
十
分
に
練
習
し
て
お
い

て
、
子
供
た
ち
の
前
で
、
ゆ
っ
た
り
と
示

範
し
て
み
せ
よ
う
。
み
る
み
る
美
し
い
空

が
出
来
上
が
る
の
を
見
て
、
子
供
た
ち
は

大
喜
び
す
る
こ
と
請
け
合
い
で
あ
る
。

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法
研
究
会

　Ａは黄色と朱色で空を塗って、乾いてから下部に黒い画用紙を
貼り付けたもの。Ｂはその上部に街並みを黒のネームペンで描き
加えたものである。大きさはＡ３。
　街並みは、あらかじめ写真を撮っておくとよい。写真はあくま
でも参考程度に。単純化して描くこと。
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

　

新学習指導要領に対応した金融テキスト
段階的に金融テキストを活用することで系統的な学習が実現する。
金融テキスト「お金って何だろう？　経済と金融について知ろう」

久
く

野
の

 歩
あゆむ

東京都目黒区立五本木小学校

　平成29年６月に、「小学校学習指導要領家庭科編」が示された。その中に次の記載がある。

　第５学年及び第６学年の内容　Ｃ消費生活・環境	
⑴　物や金銭の使い方と買物 
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
　（ア）買物の仕組みや消費者の役割が分かり、物や金銭の大切さと計画的な使い方について理解すること。
　（イ）身近な物の選び方、買い方を理解し、購入するために必要な情報の収集・整理が適切にできること。

　この記述を根拠に金融テキストを使用することができる。買物の仕組み、消費者の役割、
物や金銭の大切さ、物や金銭の計画的な使い方などである。さらに、中学校では「売買契約
の仕組み、消費者被害」「消費者の権利と責任」などについても学習できる。
　つまり、金融テキストを活用することで、小・中学校で系統的な指導が可能になるのである。

＜お申込み方法とお申込み先＞  お名前・学校名・送付希望住所・電話番号・テキスト種類と希望部数
を明記し、下記までFAX、郵送、もしくはメールでお申込みください。
〒142-0064	東京都品川区旗の台2-4-12	TOSSビル　TEL：03-5702-5835　FAX：03-5702-2384
＜ホームページ＞  http://www.eco-san.jp/03sng1.htm　メール：info@eco-san.jp

「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
は

最
高
の
補
助
具

逆
上
が
り
の
で
き
な
い
子
供
に
と
っ
て
、「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
は

必
需
品
で
あ
る
。
す
ぐ
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

根ね

本も
と 

正ま
さ

雄お

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
体
育
授
業
研
究
会
代
表

評
価
し
に
く
い
観
点
の
、
創
意
工
夫
の

力
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
る

正
進
社
の
「
家
庭
科
テ
ス
ト
」。

村む
ら

上か
み 

諒
り
ょ
う

神
奈
川
県
大
和
市
立
南
林
間
小
学
校

正進社 小学校 教材
https://www.seishinsha.
co.jp/book_s/

TOSSオリジナル教材
http://www.tiotoss.jp/

『教育トークライン』
東京教育技術研究所

タイアップ企画！
&

11月号で紹介！
鉄棒くるりんベルト　2,200円（税込）
送料無料でお届けします！
パスワード：5ymvua

期間：2018年9月15日～12月14日

10月号で紹介！
ニャティティソーラン2020 音楽CD　
1,500円（税込）
ニャティティソーラン2020 ダンス指導
【DVD＋テキスト】セット　6,500円（税込）
送料無料でお届けします！
パスワード：a3mnwf

12月号で紹介！
とびなわキング　各色800円（税込）
１回のご注文につき級別シール２種類
（20級～11級、10級～ 1級）をプレゼ
ント！
パスワード：8ytk7b

TOSSオリジナル教材HPのタイアップ
企画からご注文ください。関連商品のプ
レゼントなど、様々な特典をご用意して
おります。10､ 11､ 12月号でご紹介す
る商品は、下記の３か月間ずっとご注文
いただけます。
早めの準備をしたい方や、忙しくて短い
期間だとつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
「トークライン」誌とともに、“クラス全
員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材HPのタイアップ商品ページに
ある限定コードの枠に半角英数字でご入力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

　

逆
上
が
り
指
導
に
「
鉄
棒
く
る
り

ん
ベ
ル
ト
」
は
必
需
品
で
あ
る
。「
鉄

棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
は
最
高
の
補

助
具
で
あ
る
。
私
の
指
導
し
て
い
る

ワ
ク
ワ
ク
体
操
教
室
で
も
、「
鉄
棒

く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
を
使
用
し
て
い

る
。
そ
し
て
大
き
な
効
果
を
挙
げ
て

い
る
。
今
や
、「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ

ル
ト
」
な
し
で
は
指
導
が
で
き
な
い
。

　

体
操
教
室
の
練
習
中
、
逆
上
が
り

の
で
き
な
い
Ａ
子
さ
ん
に
真
っ
先
に

見
せ
た
の
が
「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル

ト
」
で
あ
る
。
す
る
と
、
Ａ
子
さ
ん

は
、「
そ
れ
、
学
校
で
三
年
生
が
使
っ

て
い
る
の
を
見
た
！
」
と
言
っ
た
。

　

す
か
さ
ず
、
使
い
方
の
説
明
を
し

た
。「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル
ト
」
を

使
っ
て
逆
上
が
り
が
三
回
で
き
た
ら
、

目
盛
り
を
一
段
階
ず
ら
し
て
ベ
ル
ト

を
長
く
し
て
い
く
。
少
し
長
く
な
っ

た
ベ
ル
ト
で
、
逆
上
が
り
が
三
回
で

き
た
ら
、
同
じ
よ
う
に
も
う
一
段
階

ベ
ル
ト
を
伸
ば
し
て
い
く
。

　

最
後
は
「
鉄
棒
く
る
り
ん
ベ
ル

ト
」
な
し
で
行
っ
た
。
今
ま
で
何
度

や
っ
て
も
逆
上
が
り
の
で
き
な
か
っ

た
Ａ
子
さ
ん
も
、
練
習
後
、
二
週
間

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
を

見
て
い
た

Ａ
子
さ
ん

の
母
親
は
、

満
面
の
笑

み
を
浮
か

べ
、「
Ａ
ち
ゃ

ん
、
よ
か
っ

た
ね
」
と
喜

ん
で
く
れ
た
。

　

技
能
教
科
で
あ
る
家
庭
科
。
評
価

の
観
点
に
「
生
活
を
創
意
工
夫
す
る

能
力
」
が
あ
る
。
◎
を
成
績
に
付
け

る
と
き
、
学
年
・
管
理
職
の
先
生
方

が
納
得
し
な
か
っ
た
経
験
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
ん
な
悩
み
が
な
く
な
る

も
の
が
正
進
社
の
「
家
庭
科
テ
ス

ト
」
で
あ
る
。
採
択
し
、
行
う
だ
け

で
「
根
拠
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
言

わ
れ
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
子
供

の
本
当
の
力
が
分
か
る
工
夫
が
あ
る

か
ら
だ
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
多
く

の
教
員
が
気
に
す
る
こ
と
は
、

評
価
規
準
を
満
た
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

納
得
さ
せ
る
工
夫
が
二
点
あ
る
。

①
キ
ー
ワ
ー
ド
式
で
ぶ
れ
な
い

　

記
述
問
題
は
全
て
キ
ー
ワ
ー
ド
式

で
あ
り
、
採
点
が
ぶ
れ
な
い
。
Ａ
先

生
は
五
点
だ
が
、
Ｂ
先
生
は
一
〇
点

と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
る
。

②
子
供
が
熱
中
す
る
題
材

　

子
供
の
実
態
に
あ
っ
た
創
意
工
夫

を
問
う
問
題
の
宝
庫
で
あ
る
。
皆
さ

ん
な
ら
ど
の
よ
う
に
回
答
す
る
か
、

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

　

風
邪
を
引
い
た
家
族
に
お
か

ゆ
を
作
り
ま
す
。
ど
ん
な
具
材

の
お
か
ゆ
を
作
り
ま
す
か
。
具

材
と
、
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
活
に
即
し
、
大

人
も
熱
中
で
き
る
内
容
で
、
創
意
工

夫
が
見
取
れ
る
の
だ
。
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説
TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告
TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告

TOSSランド
タイアップ企画！

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。

　前任校現任校ともに、全校で学級ごとに８の字跳びに取り組もうという企画があり、こ
れまで８年間、毎年、８の字跳びの指導をしてきた。８の字跳びを、ただ「運動をする機会」
と捉えるのはもったいない。学級経営の大きな武器とするのだ。

　８の字跳びは、みんなで目標に向かって一丸となる経験ができる。

　何回跳べたかという数値で結果が出るので、自分たちの成長の様子が具体的に実感でき
る。ただ、目標を「学年で一番」「全校で一番」とするのはお勧めできない。クラスには様々
な子がいるからだ。運動が得意な子もいるが、大変苦手な子もいる。障害のある子もいる。
そんな子がいる中、一番を目指すと、どこかで必ず亀裂が生じ、かえってクラスがマイナ
スの方に進んでしまう。だから、「自分たちの記録の更新」を常に目標にするのがいい。
　目標を決め、練習を始めようとすると、できる子とできない子の差の
問題に直面する。「頑張れ！」という根性論だけでは、いつまでたって
も記録は伸びないままだ。子供たちに話し合わせる方法もあるが、解決
できないか、解決できても時間が掛かってしまうだろう。
　そこで、お薦めなのが、新川莊六氏が作成されたコンテンツだ。「跳
ぶ子どもへの指導」「長縄を回す子どもへの指導」「記録をのばす指導」「男
女が仲良く活動する工夫」「場の設定」「初期の指導における工夫」と細
部にわたる、有効な手立てが数多く紹介されている。８の字跳びに挑戦
されるときに、ぜひご覧いただきたい。

神奈川県川崎市立西御幸小学校

松
まつ

山
やま

 英
ひで

樹
き

「８の字跳び」
は学級経営の大
きな武器となる
自分たちの記録の更新を
目標に、クラスが一丸と
なる経験を組み立てよう。

TOSSランド
No.1214234

「八の字跳びは１分
間に120回をこえ
られる」
制作者：新川莊六氏
PC・スマートフォンで
アクセス！（無料）
http://tos-land.net/
teaching_plan/
contents/13283
★ TOSSランドからのミニ情報！！★
あわせて読みたい「学級経営」についての
人気コンテンツはこちら
No.2355727「【ミニランド】学力の基盤となる
  『学習用具のきまり』シート」（河田孝文）
No.8649664「給食指導のポイント５」（田丸義明）
No.4978342「【難しい子どもへの対応術】１年生の子で、
  嫌なことがあるとパニックになり周りを
  巻き込もうとします。」（服部賢一）
No.3886447「学級組織のきまり」（伊藤大介）
No.3857142「新型学級崩壊を生還するために必要なこと」
  （鈴木恒太）

校
内
（
研
修
）
サ
ー
ク
ル
活
性
化
の

た
め
の
五
つ
の
秘ひ

訣け
つ

＆
提
案
文
書

「
こ
れ
が
あ
れ
ば
誰
で
も
『
校
内
サ
ー
ク
ル
』
が
つ
く
れ
る
！

立
ち
上
げ
ら
れ
る
！
」
と
い
う
企
画
書
の
実
物
を
デ
ジ
タ
ル

で
紹
介
。
そ
こ
に
込
め
た
秘
訣
を
本
誌
で
解
説
。

清せ
い

田た 

直な
お

紀き

神
奈
川
県
横
須
賀
市
立
衣
笠
中
学
校

る
こ
と
で
「
校
長
の
意
向
、
国
の
方

針
に
基
づ
い
た
提
案
」
で
あ
る
と
い

う
お
墨
付
き
が
得
ら
れ
る
。

㊙
の
秘
訣　

時
期
・
人
で
「
誘

い
方
」
を
変
え
る

　

校
内
サ
ー
ク
ル
は
五
年
目
に
入
っ

た
。
今
で
こ
そ
、朝
の
打
合
せ
で
「
明

日
、
校
内
サ
ー
ク
ル
で
す
！
」
と
言

え
ば
参
加
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、

初
期
は
違
っ
た
。
一
人
一
人
に
声
を

掛
け
る
。「
授
業
に
つ
い
て
み
ん
な

で
研
修
す
る
ん
だ
け
ど
、
ど
う
？
」

と
丁
寧
に
伝
え
た
。
二
年
目
以
降
は

「
校
内
サ
ー
ク
ル
、
や
る
よ
！　

来

ら
れ
る
？
」「
次
の
サ
ー
ク
ル
で
模

擬
授
業
や
っ
て
く
れ
な
い
？
」
と

な
っ
た
。
参
加
す
る
の
が
初
め
て
の

人
に
は
「
参
加
す
る
だ
け
で
大
丈

夫
」
と
伝
え
る
。
慣
れ
て
き
た
人
に

は
模
擬
授
業
を
勧
め
る
（
そ
の
方
が
、

実
力
が
身
に
付
く
）。
時
期
・
人
で

言
葉
を
変
え
る
。
授
業
と
同
じ
で
あ

る
。

秘
訣
４　

参
加
は
希
望
制

　

強
制
で
は
な
い
の
で
、
学
習
会
に

参
加
し
な
い
教
師
も
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
事
情
も
あ
る
。
長
く
続
け
る
た
め

の
秘
訣
だ
。
初
年
度
は
当
時
の
校
長

の
意
向
で
、
二
年
目
ま
で
の
教
師
は
、

「
原
則
参
加
」
と
し
た
（
今
は
初
任

者
も
希
望
制
。
そ
れ
で
も
参
加
し
て

く
れ
る
）。

秘
訣
５　

校
長
の
意
向
・
公
的

文
書
の
裏
付
け

　

年
度
当
初
、
校
長
が
学
校
経
営
方

針
を
出
す
。
こ
の
中
に
「
授
業
力
向

上
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
そ
れ
を
活
用
す
る
。
学
校
経

営
案
を
持
参
し
、
校
内
サ
ー
ク
ル
開

催
を
打
診
・
相
談
す
る
。
ま
た
企
画

書
に
「
公
的
文
書
」
か
ら
重
要
箇
所

を
引
用
す
る
。
今
回
の
資
料
は
国
立

教
育
政
策
研
究
所
の
リ
ー
フ
「
生
徒

指
導
っ
て
何
？
」
を
引
用
。
こ
う
す

　

授
業
力
向
上
の
た
め
に
「
模
擬
授

業
」
を
メ
イ
ン
に
据
え
た
。
一
人
五

分
の
模
擬
授
業
。
指
導
案
も
不
要
。

授
業
者
以
外
は
、
必
ず
授
業
へ
の
コ

メ
ン
ト
を
発
表
す
る
。「
全
員
参
加

型
」
と
し
た
。
こ
の
方
が
短
時
間
で

も
集
中
し
て
学
べ
る
。

秘
訣
３　

参
加
対
象
を
若
手
に

限
定

　

参
加
対
象
を
「
教
職
経
験
十
年
未

満
の
若
手
」
に
限
定
。
ベ
テ
ラ
ン
が

い
な
い
の
で
、
過
剰
に
緊
張
し
な
い

で
す
む
。
同
年
代
教
師
で
気
軽
に
学

ぶ
。
若
手
教
師
が
自
由
に
授
業
の
練

習
が
で
き
る
場
に
し
た
。

　

企
画
書
の
中
に
「
立
ち
上
げ
」
と

「
活
性
化
」
の
秘
訣
を
盛
り
込
ん
だ
。

紹
介
す
る
。

秘
訣
１　

開
催
は
月
に
一
回
一

時
間
に
限
定

　

放
課
後
は
部
活
動
。
夏
期
は
十
八

時
が
生
徒
完
全
下
校
時
間
。
拘
束
時

間
は
長
い
。
そ
こ
か
ら
サ
ー
ク
ル

⋮
⋮
。
必
要
な
取
り
組
み
で
も
参
加

が
負
担
に
な
っ
て
は
長
続
き
し
な
い
。

だ
か
ら
、
開
催
は
月
に
一
回
一
時
間

に
限
定
し
た
。

秘
訣
２　

模
擬
授
業
中
心
の
実

践
型
学
習
会
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

SANSU

算数
1年 KOKUGO

国語
1年

葉
に
合
わ
せ
て
、
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算

も
書
か
せ
る
。

①　

13
ひ
く
９
の
計
算
。

　
　

３
か
ら
９
は
、
ひ
け
な
い
。

②　

13
を
10
と
３
に
分
け
る
。

③　

10
か
ら
９
を
ひ
い
て
１
。

④　

１
と
３
で
４
。

　
　

13
ひ
く
９
は
４
で
す
。

　

授
業
の
導
入
で
百
玉
そ
ろ
ば
ん
を

使
い
、
繰
り
下
が
り
の
あ
る
ひ
き
算

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
慣
れ
さ
せ
る
。

〈
授
業
の
流
れ
〉

１	

ひ
き
算
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

　

上
図
の
よ
う
に
百
玉
そ
ろ
ば
ん
の

玉
を
動
か
し
な
が
ら
、
教
師
の
後
に

付
い
て
リ
ズ
ム
良
く
復
唱
さ
せ
る
。

教
師
：
13
ひ
く
９
の
計
算
。

児
童
：（
復
唱
。
以
下
省
略
）

教
師
：
３
か
ら
９
は
、
ひ
け
な
い
。

　

三
つ
の
玉
を
指
さ
す
（
図
の
１
）。

教
師
：
13
を
10
と
３
に
分
け
る
。

教
師
：
10
か
ら
９
を
ひ
い
て
１
。

　

図
の
２
の
よ
う
に
玉
を
動
か
す
。

教
師
：
１
と
３
で
４
。

　

図
の
３
の
よ
う
に
、
上
の
３
つ
の

玉
と
、
下
の
３
つ
の
玉
を
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
動
か
す
。

教
師
：
13
ひ
く
９
は
４
で
す
。

２	

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
も	

	
	

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
慣
れ
た
ら
、
言

〈百玉そろばんで導入する〉

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

「くりさがりのある
ひきざん」の指導
百玉そろばんで、ひき算のア
ルゴリズムに慣れてから、さ
くらんぼ計算に入る。

東京書籍・１年下・p.16

３　

発
展
問
題
を
与
え
る
。

　

漢
字
の
辞
書
を
使
っ
て
、
ク
イ
ズ

を
考
え
て
お
く
。
例
え
ば
『
漢
字
は

か
せ
』（
藤
堂
明
保
氏　
學
燈
社
）
な

ど
を
使
う
と
よ
い
。
写
真
の
よ
う
な

絵
を
用
意
し
て
お
き
、ど
ん
な
漢
字
が

隠
れ
て
い
る
か
考
え
さ
せ
る
。「
も
っ

と
出
し
て
ほ
し
い
！
」
と
リ
ク
エ
ス

ト
が
起
こ
る
。
第
二
弾
に
進
ん
だ
。

　

上
の
絵
は
、
前

回
「
大
」
を
習
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ

を
思
い
出
し
な
が

ら
「
天
」
と
解
答
し
て
い
た
。

　

右
の
絵
を
見
せ
る
と
、
人
が
二
人

屋
根
の
下
に
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

答
え
が
出
な
い
の
で
、
下
の
絵
を
見

せ
る
。
す
る
と
、「
子
」
が
あ
り
、「
学
」

と
答
え
が
見
付
か
っ
た
。

　

漢
字
に
興
味
が
湧
き
、
自
分
た
ち

で
辞
書
を
見
て
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。

１　

漢
字
の
成
り
立
ち

　

一
年
生
で
習
う
漢
字
の
成
り
立
ち

は
二
種
類
あ
る
。

①
象
形
文
字
（
目
に
見
え
る
物
の
形

を
、
具
体
的
に
描
い
た
も
の
）

　

山
・
水
・
雨
・
火
・
日
・
田
・	

川
・
林
・
森
・
月
・
手　

な
ど

②
指
事
文
字
（
目
に
見
え
な
い
事
柄

を
印
や
記
号
を
使
っ
て
表
し
た
も

の
）

　

上
・
下
・
三　

な
ど

２　

教
科
書
の
絵
を
使
う

　

教
科
書
に
は
、
漢
字
を
想
像
で
き

る
絵
が
載
っ
て
い
る
。

　

教
科
書
の
漢
字
の
絵
を
ノ
ー

ト
に
書
き
写
し
ま
し
ょ
う
。

　

早
い
子
に
は
色
を
塗
ら
せ
る
。

　

写
す
こ
と
で
、
絵
か
ら
漢
字
へ
の

変
化
が
理
解
で
き
て
い
く
。

発問  この絵には、どんな漢字が
隠れているでしょうか？

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

漢字クイズで、知的
に楽しく学習しよう

「先生、漢字って面白いね」
と子供たちが喜ぶ漢字文化の
授業。

光村図書・１年下・p.22-25
「かん字のはなし」

↓
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富山県富山市立大久保小学校

塩
しお

苅
かり

 有
ゆ

紀
き

SANSU

算数
2年

かけ算の文章題
図と「何ずつの幾つ分」の言
葉を書くことで、正しく立式
できるようにする。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

KOKUGO

国語
2年

「ビーバーの大工事」
問題作りを通して、大事な言
葉を見付けよう。

東京書籍・２年下・p.30 東京書籍・２年下・p.36-47

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、
書
き

写
せ
て
い
た
ら
〇
を
す
る
。

指
示
２	

今
写
し
た
文
が
答
え

に
な
る
よ
う
に
、
問
題
を
作

り
ま
す
。

　

ノ
ー
ト
に
書
け
た
ら
、
持
っ
て
こ

さ
せ
て
〇
を
付
け
る
。
こ
れ
で
問
題

が
で
き
た
。

　

次
に
「
答
え
」
を
ノ
ー
ト
に
書
か

せ
る
。
最
初
に
書
き
写
し
た
文
と
、

答
え
が
同
じ
に
な
っ
て
い
た
ら
合
格

と
す
る
。

　

ク
イ
ズ
に
出
し
た
言
葉
に
は
、
自

然
と
大
事
な
言
葉
を
選
ん
で
い
た
。

　

で
き
た
子
に
は
二
問
目
を
作
ら
せ

る
か
、
黒
板
に
問
題
と
答
え
を
書
か

せ
、
で
き
な
か
っ
た
子
に
写
さ
せ
る
。

隣
同
士
で
、
で
き
た
ク
イ
ズ
を
出
し

合
っ
た
り
、
全
体
に
ク
イ
ズ
を
出
し

た
り
し
て
も
よ
い
。

　

発
展
問
題
と
し
て
、
図
書
室
に
あ

る
本
か
ら
問
題
を
作
ら
せ
て
も
よ
い
。

発
問
３ 

何
ず
つ
の
幾
つ
分
で
す
か
。

児
童
：
６
個
ず
つ
の
３
箱
分
で
す
。

指
示
２ 

そ
の
と
お
り
。
図
の
下
に

書
き
な
さ
い
。

指
示
３ 

式
を
書
い
た
ら
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
。

　

式
が
合
っ
て
い
る
か
だ
け
で
は
な

く
、「
６
こ
ず
つ
の
３
は
こ
分
」
も

書
け
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

指
示
４ 

式
に
丸
を
も
ら
っ
た
人
は
、

答
え
を
書
き
ま
す
。

　

早
く
書
け
た
子
供
に
「
何
ず
つ
の

幾
つ
分
」、
式
、
答
え
を
板
書
さ
せ
る
。

そ
の
間
に
遅
い
子
供
の
ノ
ー
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

②
も
う
１
は
こ
ふ
え
る
と
、
チ
ー

ズ
は
何
こ
ふ
え
ま
す
か
。

指
示
５ 

書
き
な
さ
い
。

　

少
し
間
を
お
い
て
発
表
さ
せ
る
。

児
童
：
６
個
で
す
。

指
示
６ 

正
解
！　

丸
！

　

そ
の
後
「
箱
が
４
箱
だ
っ
た
ら
、

全
部
で
何
個
に
な
り
ま
す
か
」
と
類

似
問
題
を
出
し
て
確
認
す
る
。

１	

教
師
が
例
を
示
す

発
問	

ク
イ
ズ
で
す
。「
い
ち
ど

も
ぐ
っ
た
ビ
ー
バ
ー
は
、
ふ

つ
う
何
分
間
、
水
の
中
に
い

ま
す
か
」

　

答
え
は
「
五
分
間
」
だ
。
本
文
か

ら
問
題
を
出
す
の
で
、
子
供
た
ち
は

す
ぐ
に
答
え
が
分
か
る
。

「
先
生
が
問
題
を
出
し
た
文
は
ど
れ

で
す
か
」

と
尋
ね
、
線
を
引
か
せ
る
か
、
全
員

で
読
む
。
本
文
か
ら
問
題
を
作
っ
た

こ
と
を
確
認
す
る
。

２	

子
供
が
ク
イ
ズ
を
作
る

　

ま
ず
、
ク
イ
ズ
に
し
た
い
一
文
を

決
め
る
。
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
指

示
を
し
た
。

指
示
１	

本
文
を
読
ん
で
「
す

ご
い
な
」
と
思
っ
た
一
文
を

ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
な
さ
い
。

　

か
け
算
の
文
章
題
で
一
番
多
い
間

違
い
は
、
か
け
ら
れ
る
数
と
か
け
る

数
を
逆
に
し
て
立
式
し
て
し
ま
う
も

の
で
あ
る
。
文
中
に
出
て
く
る
数
の

順
に
立
式
す
る
癖
が
付
か
な
い
よ
う

に
、「
１
つ
分
の
数
」
の
「
幾
つ
分
」

と
い
う
か
け
算
の
意
味
と
対
応
さ
せ

て
立
式
す
る
よ
う
、
以
下
の
よ
う
に

指
導
す
る
と
良
い
。

１
チ
ー
ズ
の
入
っ
た
は
こ
が
３

は
こ
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ズ
は
、

１
は
こ
に
６
こ
入
っ
て
い
ま
す
。

①
チ
ー
ズ
は
、
ぜ
ん
ぶ
で
何
こ

あ
り
ま
す
か
。

　

範
読
し
、
子
供
た
ち
に
も
音
読
さ

せ
る
。

発
問
１ 

何
の
お
話
で
す
か
。

児
童
：
チ
ー
ズ
の
お
話
で
す
。

発
問
２ 

何
を
聞
か
れ
て
い
ま
す
か
。

児
童
：
チ
ー
ズ
は
全
部
で
何
個
あ
る

か
、
で
す
。

指
示
１ 

簡
単
な
図
を
か
き
な
さ
い
。

　

同
時
に
、
教
師
は
図
を
黒
板
に
か

く
。

指示１  本文を読んで「すごいな」
と思った一文をノートに書き写
しなさい。

指示２  今写した文が答えになる
ように、問題を作ります。

発問  何のお話ですか。

指示  簡単な図をかきなさい。
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KOKUGO

国語
3年SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

百科事典で調べよう
目次や索引を活用する。

発
問	

で
き
る
だ
け
短
時
間
で
、

「
イ
ヌ
」
に
つ
い
て
書
い
て
あ

る
と
こ
ろ
を
探
し
ま
す
。
ま

ず
、
何
を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
？

　

発
問
を
し
た
後
、
隣
と
相
談
さ
せ
、

分
か
っ
た
ら
、
前
に
出
て
実
際
に
百

科
事
典
で
「
イ
ヌ
」
を
探
さ
せ
る
。

さ
ら
に
違
う
方
法
が
あ
れ
ば
、
前
で

説
明
し
な
が
ら
や
ら
せ
て
み
る
。

　

最
後
に
、「
短
時
間
」
で
や
る
こ

と
の
で
き
る
方
法
（
索
引
や
目
次
を

活
用
す
る
こ
と
）
を
教
え
、
全
員
に

百
科
事
典
を
使
わ
せ
る
。

　

百
科
事
典
の
使
い
方
で
身
に
付
け

さ
せ
た
い
こ
と
は
、
以
下
三
点
。

①
調
べ
た
い
言
葉
を
目
次
や
索
引
で

見
付
け
る
。

②
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
せ
た
ら
ノ
ー
ト

に
メ
モ
し
た
り
、
そ
の
ペ
ー
ジ
を

コ
ピ
ー
し
て
、
コ
ピ
ー
に
〇
を
付

け
た
り
す
る
。

③
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
き

に
は
、
出
典
を
必
ず
書
く
。

　

調
べ
学
習
は
ま
ず
、
百
科
事

典
を
読
ん
で
、
基
礎
知
識
を
得
る
。

　

我
が
校
に
毎
週
来
ら
れ
て
い
る
司

書
さ
ん
は
言
わ
れ
た
。

　

学
校
で
お
勉
強
に
使
う
の
で

あ
れ
ば
、
百
科
事
典
は
コ
ピ
ー
、

オ
ッ
ケ
ー
で
す
よ
。
コ
ピ
ー
し

た
百
科
事
典
の
ペ
ー
ジ
を
、
線

を
引
き
な
が
ら
読
み
、
キ
ー
ワ
ー

ド
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
ま
た
、
調
べ
る

の
で
す
。
そ
の
事
典
の
書
名
、

出
版
社
名
、
で
き
れ
ば
ペ
ー
ジ

も
書
い
て
お
く
と
い
い
で
す
。

　

東
京
書
籍
の
教
科
書
「
目
次
や
さ

く
い
ん
を
活
用
し
よ
う
」
は
見
開
き

二
ペ
ー
ジ
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

の
調
べ
学
習
に
必
要
な
百
科
事
典
の

使
い
方
を
指
導
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

で
き
れ
ば
、
学
校
図
書
館
で
実
際
に

百
科
事
典
を
使
い
な
が
ら
指
導
し
、

全
員
、
ど
の
子
に
も
百
科
事
典
で
調

べ
る
経
験
を
さ
せ
た
い
。

発問  「イヌ」について百科事典で
調べます。できるだけ短時間で、

「イヌ」について書いてあるとこ
ろを探します。まず、何をすれ
ばいいでしょうか？ 

指示  お隣さんと相談しなさい。
分かったら、前に出てきてくだ
さい。やってもらいます。

重さの単位と
はかり方
スモールステップで「はかり
の目盛りの読み方」を習得さ
せる。

東京書籍・３年下・p.26

群馬県太田市立韮川小学校

瀧
たき

澤
ざわ

 美
み

香
か

　

次
に
、
先
ほ
ど
の
数
直
線
の
10
の

目
盛
り
に
０
を
付
け
加
え
、
１
０
０

に
す
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
３ 

数
を
大
き
く
し
ま
す
。
左

が
０
、
右
が
１
０
０
。
真
ん
中
は

幾
つ
で
す
か
。

　

こ
れ
も
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
間
を
五
つ
に
分
け
、

同
様
に
一
目
盛
り
が
幾
つ
か
を
尋
ね
、

10
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

さ
ら
に
、
０
と
10
の
真
ん
中
を
区

切
り
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
４ 

小
さ
い
目
盛
り
は
幾
つ
で

す
か
。

　

こ
こ
で
、「
は
か
り
の
目
盛
り
の

読
み
方
」
に
入
る
。

指
示 

こ
の
数
直
線
を
少
し
丸
め
ま

す
。

　

そ
し
て
同
様
に
、
発
問
１	

発
問 

２ 

発
問
４ 

を
問
う
て
い
く
。
先

ほ
ど
ま
で
数
直
線
で
練
習
し
て
い
た

の
で
、
児
童
は
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
モ
ー
ル

ス
テ
ッ
プ
で
指
導
す
る
こ
と
が
、
習

得
さ
せ
る
コ
ツ
で
あ
る
。

　

こ
の
単
元
で
子
供
が
つ
ま
ず
き
や

す
い
の
は
、「
は
か
り
の
目
盛
り
の

読
み
方
」
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
全
員
に
読
み
方
を
習
得
さ
せ
る

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
で
指
導
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

₁　

重
さ
を
は
か
る
に
は
、
は
か

り
を
使
い
ま
す
。
は
か
り
の
し

く
み
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

問
題
文
を
読
ん
だ
後
、
黒
板
に
線

を
引
き
、
両
端
と
真
ん
中
に
印
を
付

け
、
二
等
分
す
る
。

発
問
１ 

左
が
０
、
右
が
10
。
で
は
、

真
ん
中
は
幾
つ
で
す
か
。

　

半
分
で
あ
る
こ
と
が
視
覚
的
に
分

か
る
た
め
、
児
童
は
す
ぐ
に
答
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
間
を
五
つ

に
分
け
る
。

発
問
２ 

一
目
盛
り
は
幾
つ
で
す
か
。

　

こ
れ
も
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
大
切
な
の
は
、「
真
ん
中
の

目
盛
り
か
ら
問
う
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

発問  真ん中は幾つですか。 

0 10

0 100

東京書籍・３年下・p.60-61
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SANSU

算数
4年 KOKUGO

国語
4年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

「
□
に
当
て
は
ま
る
文
を
書
き
な
さ

い
」
と
指
示
を
す
る
。
書
け
た
子
供

か
ら
、
立
っ
て
次
々
と
発
表
さ
せ
て

い
く
。

　

教
師
は
、
慣
用
句
の
意
味
ど
お
り

に
正
し
く
作
文
で
き
て
い
る
か
否
か

を
評
価
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
教
科
書
に
出
て
い
る
慣

用
句
を
、
同
じ
よ
う
に
作
文
さ
せ
て

い
く
。

３	

慣
用
句
を
使
っ
て
い
く

　

こ
の
授
業
だ
け
で
終
わ
っ
て
は
い

け
な
い
。
教
師
（
大
人
）
が
日
頃
か

ら
使
う
こ
と
を
心
掛
け
、
少
し
ず
つ

身
に
付
け
て
い
く
の
が
慣
用
句
の
学

習
だ
。
ま
た
、
物
語
に
出
て
く
る
慣

用
句
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
取
り

扱
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
考
文
献
：「
向
山
型
国
語
教
え
方

教
室
」（
明
治
図
書　

二
〇
〇
九
年

十
一
・
十
二
月
号　

河
田
孝
文
氏
論

文
）

１	

や
っ
て
み
る

「
頭
を
ひ
ね
る
」
と
あ
り
ま
す
。

で
は
、
頭
を
ひ
ね
っ
て
見
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

首
を
ひ
ね
る
子
供
が
い
る
。「
首

で
は
な
く
て
、
頭
で
す
よ
」
と
言
う
。

「
で
き
な
い
」
と
口
々
に
子
供
た
ち

は
言
う
。
続
け
て
指
示
を
出
す
。

「
心
が
お
ど
る
」
と
あ
り
ま
す
。

で
は
、
心
を
お
ど
ら
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

や
っ
ぱ
り
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
す
ぐ
に
意
味
を

教
え
て
は
い
け
な
い
。

２	

作
文
を
す
る

　

次
の
文
を
黒
板
に
提
示
す
る
。

　

明
日
は

。

だ
か
ら
、
心
が
お
ど
る
。

指示  頭をひねって見せてください。

〈原実践〉
「かたい口を見せてください」
「重い口を見せてください」
（向山洋一氏「アチャラ№62」より）

光村図書・４年下・p.32-33

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

慣用句
「やってみてください」と指
示することで、本当の意味を
考えようとする。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

グーグルアースで
１㎢を実感させる
向山洋一氏は子供たちに「実
感」を伴った理解を保障する。

東京書籍・４年下・p26-27

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
出
て
く
る
「
１

ａ
」「
１
ha
」「
１
㎢
」
と
い
う
三
つ

の
単
位
を
、
向
山
氏
が
し
た
よ
う
に

実
物
を
提
示
し
た
い
。

　

し
か
し
、
大
き
す
ぎ
て
教
室
で
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
活
躍
す

る
の
が
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
を
教
科
書
で
教
え

た
後
に
、
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
に
「
１

ａ
」「
１
ha
」「
１
㎢
」
を
貼
り
付

け
る
。
も
ち
ろ
ん
縮
尺
は
そ
ろ
え
る
。

　

東
京
の
交
差
点
で
す
。
こ
こ

に
「
１
ａ
」
を
広
げ
て
み
よ
う
。

　

子
供
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
も

の
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
広
さ

を
実
感
で
き
る
の
だ
。

「
向
山
型
算
数
教
え
方
教
室
」

（
二
〇
〇
三
年
四
月
号　

明
治

図
書　

正
木
恵
子
氏
論
文
）

　

二
〇
〇
二
年
十
一
月
の
向
山
型
算

数
セ
ミ
ナ
ー
で
、
正
木
氏
は
こ
の

ペ
ー
ジ
を
授
業
さ
れ
、
向
山
氏
が
代

案
を
示
さ
れ
た
。
向
山
氏
の
授
業
の

詳
細
は
論
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
向
山
氏
は
教
科
書
を
使
わ
ず
、

１
㎡
の
実
物
を
提
示
し
て

授
業
し
た
。
向
山
氏
は
な
ぜ
、
教
科

書
の
図
を
使
わ
な
か
っ
た
の
か
。
向

山
氏
は
教
科
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
言
っ
た
。

　

こ
れ
は
不
可
能
。
東
書
が
最

悪
。
わ
か
る
わ
け
が
な
い
。
縮

尺
も
違
う
。	

（
同
論
文
よ
り
）

　

私
は
向
山
氏
の
こ
の
コ
メ
ン
ト
に

賛
成
で
あ
る
。
教
科
書
の
下
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
１
㎠
か
ら
１
㎢
ま
で
の

拡
大
の
図
は
、
縮
尺
が
違
っ
て
子
供

た
ち
が
実
感
で
き
な
い
の
だ
。

発問  東京スカイツリーの上に
１㎢を広げるとどこまで入りま
すか？
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SANSU

算数
5年 KOKUGO

国語
5年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

授
業
開
始
と
同
時
に
、
約
分
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
始
ま
る
。

教
師
：
約
分
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
！

児
童
：
約
分
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
！

教
師
：
十
分
の
四
。

児
童
：
五
分
の
二
。

教
師
：
四
分
の
二
。

児
童
：
二
分
の
一
。

　

こ
の
指
導
で
、
算
数
が
苦
手
だ
っ

た
Ａ
君
が
テ
ス
ト
で
高
得
点
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

約
分
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
個
人

的
に
答
え
さ
せ
、
小
さ
な
成
功
体
験

を
毎
日
積
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
よ
る
成
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
作
製
し
て
ほ
し
い
。

　

約
分
の
指
導
を
一
通
り
し
た
後
、

「
約
分
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
の
作

製
を
お
勧
め
す
る
。

　

約
分
の
学
習
が
始
ま
っ
た
ら
、
毎

時
間
授
業
開
始
時
に
約
分
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
行
う
。

１　

教
科
書
に
出
て
く
る
「
約

分
の
必
要
な
分
数
」
を
全
て

カ
ー
ド
に
す
る
。

２　

表
は
約
分
前
の
分
数
と
、

そ
の
脇
に
約
分
の
た
め
の
最

大
公
約
数
を
、
○
で
囲
ん
で

表
示
す
る
。

３　

裏
は
約
分
さ
れ
た
分
数
を

入
れ
る
。

指示  約分フラッシュカード！

東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

授業開始の２分は、
約分フラッシュ
カードを使う
単元に出てくる約分の必要な
分数を全てカード化する。

東京書籍・5年上・p.105-108
「分数のたし算とひき算」

石川県かほく市立宇ノ気小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

説明の仕方の工夫を的確
に見付けさせる
まず、「一段落のみ」に限定して、
説明の工夫を見付けさせる。そし
て、それぞれの工夫にどのような
効果があるか考えさせる。こうす
ることで、二段落以降も自ら工夫
を見付けられるようになる。

①　

表
と
関
係
さ
せ
た
説
明

②　

数
字

③　

問
い
掛
け

④　

答
え
の
数
（
主
に
二
つ
の
理
由

に
よ
る
も
の
と
い
え
る
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
に
は
、
ど

ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

①　

表
と
関
係
さ
せ
た
説
明

　
　

言
葉
だ
け
よ
り
分
か
り
や
す
く

な
る
。

②　

数
字

　
　

説
得
力
が
出
る
。

③　

問
い
掛
け

　
　

読
み
手
の
関
心
を
高
め
る
。

④　

答
え
の
数

　
　

読
み
手
が
見
通
し
を
も
て
る
。

　

そ
の
後
、「
二
段
落
以
降
に
お
け

る
説
明
の
工
夫
を
探
し
て
ご
ら
ん
な

さ
い
」
と
指
示
を
出
す
。

　

一
段
落
で
「
工
夫
の
コ
ー
ド
 ※
」
が

入
っ
て
い
る
の
で
、
容
易
に
見
付
け

ら
れ
る
。

　

一
段
落
を
読
ん
だ
ら
座
り
ま

す
。
全
員
起
立
。

　

次
の
よ
う
に
問
う
。

　

一
段
落
に
お
け
る
説
明
の
工

夫
は
何
で
す
か
。
ノ
ー
ト
に
一

つ
書
け
た
ら
持
っ
て
来
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
。

　

第
一
に
、「
一
段
落
の
み
」
に
限

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
限
定
す
る
か

ら
こ
そ
、
工
夫
を
よ
り
見
付
け
や
す

く
な
る
。

　

第
二
に
、「
一
つ
書
け
た
ら
」
ノ
ー

ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
だ
け
な
の
で
、
多
く
の
子
供
が

取
り
組
み
や
す
く
な
る
。

　

第
三
に
、
ど
の
意
見
も
褒
め
る
こ

と
で
あ
る
。「
よ
く
考
え
た
な
あ
！
」

「
な
る
ほ
ど
！
」
と
い
う
よ
う
に
、

で
あ
る
。

　

次
の
四
つ
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
る

指示  一段落における説明の工夫
は何ですか。

発問  それぞれの工夫には、どん
な効果がありますか。

光村図書・５年・p.138-148
「天気を予想する」

一段落における説明の工夫を見付けさせる。（限定）

工夫にどんな効果があるか考えさせる。（分類）

二段落以降は自分たちで見付けさせる。（活用）

※ 

文
章
を
分
析
し
た
り
解
釈
し
た
り
す
る

 

た
め
の
観
点
や
基
準
。
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国語
6年SANSU

算数
6年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

自由度の高い単元は、
子供に挑戦させる
温室育ちでは、子供は伸びて
いかない。

啓林館・6年・p.176

教
師
が
あ
れ
こ
れ
指
示
し
な
く
て
も
、

ど
ん
ど
ん
か
け
る
子
に
育
て
て
お
く
。

子
供
た
ち
が
、
図
、
説
明
の
文
、
答

え
を
か
く
ま
で
に
育
て
て
お
く
。「
先

生
は
答
え
が
知
り
た
い
の
で
は
な
い
。

み
ん
な
の
頭
の
中
が
知
り
た
い
の
で

す
」
と
趣
意
説
明
も
す
る
。

③　

個
別
評
定
を
す
る

　

子
供
た
ち
が
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来

る
。
個
別
評
定
を
す
る
。「
一
〇
〇

点
満
点
の
五
〇
点
」「
六
五
点
」。
し

ば
ら
く
し
て
観
点
も
示
す
。「
太
郎

君
は
図
が
あ
る
、
だ
か
ら
五
〇
点
」

と
い
う
よ
う
に
、
だ
。
六
五
点
以
上

は
、
黒
板
に
か
か
せ
て
い
く
。

④　

苦
手
な
子
へ
の
配
慮

　

苦
手
な
子
も
、
鉛
筆
を
動
か
し
て

い
く
。
な
ぜ
か
？　

教
科
書
に
図
が

か
い
て
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
図
を
写

せ
ば
よ
い
。
さ
ら
に
、
黒
板
に
も
ほ

か
の
子
が
か
い
て
い
る
図
が
あ
る
。

　

練
習
問
題
も
、
教
師
の
指
示
は
一

つ
。「
解
き
な
さ
い
」

　

挑
戦
さ
せ
て
、
個
別
評
定
す
る
。

　

そ
し
て
、
褒
め
て
い
く
。

１	

自
由
度
の
高
い
教
材

　

手
取
り
足
取
り
教
え
る
の
が
向
山

型
算
数
で
は
な
い
。
温
室
育
ち
で
は

い
け
な
い
。「
場
合
を
順
序
良
く
整

理
し
て
」
は
自
由
度
の
高
い
単
元
だ
。

２	

四
つ
の
ス
テ
ッ
プ

①　

ゆ
っ
く
り
音
読
す
る

　

教
科
書
の
問
題
文
を
、
教
師
が

ゆ
っ
く
り
読
む
。
そ
の
後
、
子
供
た

ち
に
も
読
ま
せ
る
。

₃　

♡
、
♢
、
♣
、
♠
の
模
様

の
は
い
っ
た
４
種
類
の
ハ
ン
カ

チ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ハ
ン
カ
チ
の
う
ち
、
３
種

類
を
組
に
し
て
、
箱
に
入
れ
ま
す
。

　

ハ
ン
カ
チ
の
組
み
合
わ
せ
を

す
べ
て
か
き
ま
し
ょ
う
。

　

何
と
お
り
で
き
ま
す
か
。

②　

指
示
は
一
つ

「
解
き
な
さ
い
」

　

教
師
の
指
示
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

あ
れ
こ
れ
言
わ
な
い
。
十
一
月
だ
。

「解きなさい」→個別評定する

TOSS SANJO

齋
さい

藤
とう

 一
いち

子
こ

絵から読み取ったこ
とを文章に書く

「分かったこと、気付いたこと、
思ったこと」を全体で共有し、
教科書の文例や表現例を使わ
せ、ふだん使わない表現に挑
戦させる。

る
文
章
を
書
き
ま
す
」
と
言
い
、
教

科
書
一
四
九
ペ
ー
ジ
の
〈
書
き
だ
し

の
例
〉
や
〈
記
述
例
〉
を
提
示
す
る
。

　

そ
し
て
、
一
四
九
ペ
ー
ジ
下
段
の

表
（
上
図
参
照
）
を
示
し
、

「
文
を
書
く
と
き
、『
見
る
場
所
や

見
る
方
法
を
表
す
表
現
』
か
ら
一
つ
、

『
読
み
取
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と

を
表
す
表
現
』
か
ら
二
つ
、
使
い
ま

す
。
使
お
う
と
思
っ
た
表
現
に
○
を

付
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
い
、

選
ん
だ
も
の
を
確
認
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
科
書
の
例
文
を

参
考
に
し
た
り
、
表
現
例
を
実
際
に

使
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
、
ふ
だ
ん

使
わ
な
い
語
句
や
表
現
を
書
く
機
会

に
な
る
。

　

最
初
の
一
文
が
書
け
た
ら
持
っ
て

来
さ
せ
て
読
ま
せ
た
り
、
途
中
で
隣

同
士
読
み
合
っ
た
り
さ
せ
る
。「
伝

え
た
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
」「
教

科
書
の
表
現
例
を
う
ま
く
使
っ
て
い

る
」「
書
き
出
し
を
工
夫
し
て
い
る
」

な
ど
、
い
い
と
こ
ろ
を
褒
め
合
う
場

を
多
く
設
け
る
。

１	

絵
か
ら
読
み
取
る

　

一
四
七
ペ
ー
ジ
を
読
ま
せ
、
一
四

八
ペ
ー
ジ
下
段
の
絵
を
提
示
す
る
。

「
こ
の
絵
を
見
て
、
分
か
っ
た
こ
と
、

気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
、

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
箇

条
書
き
し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

　

三
分
ほ
ど
た
っ
た
ら
、
前
に
出
て

き
て
板
書
さ
せ
る
。
黒
板
に
は
、
友

達
が
書
い
て
い
な
い
も
の
を
書
か
せ

る
。
黒
板
を
見
て
、
本
人
が
気
付
か

な
か
っ
た
も
の
は
、
ノ
ー
ト
に
書
き

足
さ
せ
る
。

　

そ
の
後
、
板
書
に
対
し
て
質
問
を

受
け
付
け
る
。「（
絵
の
中
の
）
何
を

見
て
そ
う
思
っ
た
の
か
」「
〇
〇
と

は
、
ど
の
部
分
の
こ
と
か
」
な
ど
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
さ
せ
る
こ
と

で
、
板
書
の
箇
条
書
き
が
更
に
詳
し

い
一
文
に
な
る
。

２	

文
章
を
書
く

「
こ
の
絵
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
、
気

付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
伝
え

指示  この絵を見て、分かったこと、気
付いたこと、思ったことを、できるだ
けたくさんノートに箇条書きしなさい。

光村図書・６年・p.147-150
「この絵、私はこう見る」

※教科書を
　もとに作成。
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「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

　

50	

mL
、
100	

mL
、
150	

mL
の
水
に
ど
れ

だ
け
の
食
塩
が
溶
け
た
か
、
実
験
の

結
果
を
黒
板
の
表
に
班
ご
と
に
記
入

さ
せ
る
。
実
験
が
上
手
に
行
え
た
か

ど
う
か
一
目
で
分
か
る
。
値
が
極
端

に
違
っ
て
い
る
班
が
あ
っ
た
と
き
に

は
、「（
上
の
表

で
）
４
班
の
値

が
大
き
す
ぎ
る

の
は
溶
け
残
り

を
見
逃
し
た
の

で
は
な
い
か
」

な
ど
、
原
因
を

ク
ラ
ス
で
検
討

す
る
。

　

単
元
の
中
で
、

物
を
溶
か
し
て

結
果
を
記
録
す

る
実
験
を
繰
り

返
し
行
う
。
毎

回
、
操
作
の
ポ

イ
ン
ト
を
確
認

し
て
評
価
す
る

こ
と
で
、
器
具
の
操
作
を
上
達
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

で
ビ
ー
カ
ー
の
底
を
た
た
い
た
」「
机

の
端
に
置
い
た
ビ
ー
カ
ー
を
倒
し
て

し
ま
い
、
床
に
落
と
し
た
」
と
い
っ

た
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

子
供
た
ち
は
夢
中
に
な
る
と
、
ほ

か
の
班
と
競
っ
て
た
く
さ
ん
の
物
を

溶
か
そ
う
と
す
る
。
安
全
な
実
験
の

た
め
に
、「
実
験
前
に
ビ
ー
カ
ー
の

キ
ズ
を
確
か
め
る
（
ガ
ラ
ス
器
具
の

安
全
確
認
）」「
ガ
ラ
ス
棒
が
ビ
ー

カ
ー
に
強
く
当
た
ら
な
い
よ
う
に
混

ぜ
る
（
ガ
ラ
ス
器
具
の
安
全
な
使

用
）」「
十
回
ほ
ど
混
ぜ
た
ら
机
の
真

ん
中
で
結
晶
の
様
子
を
見
て
、
溶
け

残
っ
て
い
た
ら
ま
た
十
回
混
ぜ
る
こ

と
を
繰
り
返
す
（
回
数
を
区
切
っ
て
、

や
り
す
ぎ
を
防
ぐ
）」
と
い
う
手
順

を
毎
回
確
認
す
る
。

２	

ほ
か
の
班
と
比
べ
て
検
討
す
る

　

器
具
の
操
作
を
上
達
さ
せ
る
た
め

に
は
、
評
価
も
必
要
で
あ
る
。
机
間

指
導
で
個
別
に
評
価
す
る
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
班
と
比
較
し
て
評
価
す

る
と
効
果
的
で
あ
る
。

　

平
成
三
十
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
理
科
で
は
、
こ
の
単
元

で
指
導
す
る
「
ろ
う
と
」
の
使
い
方

が
出
題
さ
れ
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、こ

の
単
元
で
は
様
々
な
実
験
器
具
が
使

わ
れ
る
。
基
本
操
作
を
習
得
さ
せ
な

が
ら
実
験
を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

１	

ガ
ラ
ス
器
具
の
使
い
方

「
50	

mL
の
水
に
溶
け
る
食
塩
や
ミ
ョ

ウ
バ
ン
の
量
に
は
限
り
が
あ
っ
た
。

食
塩
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
も
っ
と
た
く

さ
ん
水
に
溶
か
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
に
つ
い
て
実
験
方
法
を
考

え
さ
せ
る
。

　

出
さ
れ
た
意
見
か
ら
、「
水
の
量

を
増
や
す
実
験
」
と
「
水
の
温
度
を

上
げ
る
実
験
」
を
行
う
。

①
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
使
い
方

　

単
元
で
繰
り
返
し
使
用
す
る
の
で
、

班
の
中
で
順
番
を
決
め
て
、
必
ず
全

員
に
交
代
で
経
験
さ
せ
る
。

「
水
平
な
所
に
置
く
」「
少
し
下
ま

で
入
れ
る
」「
ス
ポ
イ
ト
で
合
わ
せ

る
」
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
毎

回
暗
唱
し
て
確
認
さ
せ
る
。

②
ビ
ー
カ
ー
で
物
を
溶
か
す

　

こ
の
単
元
で
は
、
ビ
ー
カ
ー
を
割

る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。「
キ
ズ
や
ヒ

ビ
の
あ
る
ビ
ー
カ
ー
を
使
用
し
た
」

「
ガ
ラ
ス
棒
で
激
し
く
か
き
ま
ぜ
た
」

「
結
晶
を
潰
そ
う
と
し
て
ガ
ラ
ス
棒

３	

計
画
し
た
実
験
を
行
う

　

手
間
の
掛
か
る
実
験
を
工
夫
し
て

生
み
出
し
た
時
間
で
、
教
科
書
に

載
っ
て
い
な
い
実
験
に
挑
戦
さ
せ
る
。

　

例
え
ば
、「
結
晶
の
粒
を
小
さ
く

す
る
」「
別
々
に
溶
か
し
て
合
わ
せ

る
」「
蓋
付
き
の
入
れ
物
に
入
れ
て

よ
く
振
る
」
と
い
っ
た
仮
説
を
確
か

め
さ
せ
る
。

　

教
科
書
で
は
、
湯
を
入
れ
た
発
泡

ポ
リ
ス
チ
レ
ン
の
入
れ
物
に
ビ
ー

カ
ー
を
つ
け
て
水
温
を
上
げ
て
い
る
。

こ
の
方
法
で
は
、
水
温
を
上
げ
る
の

に
時
間
が
掛
か
る
。
ま
た
、
実
験
を

し
て
い
る
間
に
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

の
湯
の
温
度
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。

40
℃
や
60
℃
に
保
温
す
る
た
め
に
は
、

熱
い
湯
を
足
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
っ
て
、

水
温
を
上
げ
る
時
間
を
短
縮
す
る
。

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
水
を
入
れ
て
湯

を
沸
か
す
。
水
を
入
れ
た
ビ
ー
カ
ー

を
置
き
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
温
度
に

な
っ
た
ら
各
班
に
持
っ
て
行
か
せ
る
。

　

各
班
で
実
験
中
、
溶
液
が
冷
め
て

き
た
ら
、
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
の
入

れ
物
の
湯
で
温
め
さ
せ
る
。

　

温
度
を
上
げ
る
と
き
は
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
、
保
温
す
る
と
き
に
は
発
泡

ポ
リ
ス
チ
レ
ン
の
入
れ
物
を
使
う
こ

と
で
、
要
領
よ
く
実
験
が
行
え
る
。

（
湯
を
持
ち
運
ぶ
と
き
に
は
、
や
け

ど
を
し
な
い
よ
う
に
、
十
分
注
意
さ

せ
る
）

　

こ
の
単
元
で
は
、「
た
く
さ
ん
の

物
を
水
に
溶
か
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
に
つ
い
て
、
仮
説
を
立
て
、

実
験
を
行
い
、
結
果
か
ら
考
察
を
さ

せ
る
探
究
的
な
授
業
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
仮
説
を
基
に
実
験
の
計

画
を
立
て
た
り
、
安
全
な
実
験
の
や

り
方
を
指
導
し
た
り
す
る
時
間
も
大

切
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
実
験
を
要
領
よ
く
進
め

る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。

１	

分
担
を
工
夫
す
る

　

仮
説
を
立
て
さ
せ
る
と
、「
水
の

量
を
増
や
す
」
が
必
ず
出
て
く
る
の

で
、
各
班
共
通
の
実
験
と
し
て
一
斉

に
指
導
す
る
。

　

一
つ
の
班
を
二
チ
ー
ム
に
し
て
、

食
塩
と
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
溶
か
す
実
験

を
同
時
に
行
い
、
時
間
を
短
縮
す
る
。

　

溶
か
す
物
は
違
っ
て
も
、
実
験
の

手
順
は
同
じ
な
の
で
、
器
具
の
使
い

方
や
実
験
の
手
順
、
結
果
の
ま
と
め

方
な
ど
を
同
時
に
指
導
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
実
験
で
身
に
付
け
さ

せ
た
器
具
の
基
本
操
作
を
使
っ
て
、

自
分
た
ち
の
仮
説
を
確
か
め
さ
せ
る
。

２	

実
験
器
具
を
工
夫
す
る

「
水
の
温
度
を
上
げ
る
」
実
験
で
は
、

温
度
の
調
整
が
難
し
く
、
時
間
が
か

か
る
。

実験器具の基本操
作の習得を意識し
て指導する
５年「物のとけ方」では、
器具の基本操作を繰り返し
指導するチャンスがある。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

 朋
とも

子
こ

東京書籍・5年・p.98-104

実験の工夫で時間
を生み出す

「探究的な活動をすると
時間が足りなくなる」
ではなく、時間を作って
探究させる。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

 朋
とも

子
こ

東京書籍・5年・p.98-104

ホットプレートで必要な
　　　温度にして各班へ

発泡ポリスチレンの
湯で保温しながら実験

温度を
上げるときは
ホットプレートへ
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「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

英語英語

Ｔ
：W

here	is	the	knapsack?

Ｃ
：W

here	is	the	knapsack?

Ｔ
：It

’s	on	the	desk!

Ｃ
：It

’s	on	the	desk!

（
２
）
答
え
方
と
尋
ね
方
の
練
習

　

先
ほ
ど
示
し
た
視
覚
教
材
を
再
度

示
し
、
教
師
に
続
い
て
リ
ピ
ー
ト
さ

せ
て
い
く
。
教
師
が
役
に
な
り
き
っ

て
楽
し
み
な
が
ら
リ
ピ
ー
ト
さ
せ
る

と
、
子
供
た
ち
は
盛
り
上
が
る
。

３	

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　

下
の
よ
う
な
視
覚
教

材
を
示
し
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
進
め
る
。

Ｔ
：W

here	is	the	handkerchief	?

Ｃ
：It

’s	in	the	desk.

Ｃ
：W

here	is	the	knapsack?

Ｔ
：It

’s	on	the	desk.

Ｔ
：Talk	3	persons.	Ready	go	!

　

子
供
の
実
態
を
見
て
、
単
語
を
減

ら
す
工
夫
を
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

Ａ
：U

nh?	W
here	is	the	cap?

Ｂ
：It

’s	under	the	desk.

Ａ
：Let

’s	go	to	

遠
足
！

Ａ
：（
リ
ュ
ッ
ク
が
な
い
こ
と
に

Ａ
：
気
付
く
）

Ａ
：O

h,	N
o!

Ａ
：W

here	is	the	knapsack?

Ｂ
：It

’s	on	the	desk!

Ａ
：T

hank	you.

　

こ
の
と
き
、「
in
」
な
ど
、
間
違

え
や
す
い
表
現
を
少
し
強
調
し
て
発

音
し
て
お
く
と
よ
い
。

Ｔ
：Let

’s	go	to	

遠
足
！

Ｃ
：Let

’s	go	to	

遠
足
！

Ｔ
：W

here	is	the	handkerchief	?

Ｃ
：W

here	is	the	handkerchief	?
Ａ
：（
中
略
）

Ｔ
：O

h,	N
o!	

Ｃ
：O

h,	N
o!

「W
e	Can!	1

」U
nit	7

「W
here	is	

m
y	treasure?

」
を
例
に
取
り
、
三
構

成
法
で
授
業
を
進
め
る
方
法
を
示
す
。

　

今
回
は
物
の
位
置
を
尋
ね
る
表
現

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ａ
：W

here	is	the	book?

Ｂ
：It

’s	on	the	desk.

１	

単
語
練
習

「desk

」「cap

」

「w
ater	bottle

」

「knapsack

」

「handkerchief

」

２	

状
況
設
定
付
き
ダ
イ
ア		

	

ロ
ー
グ
口
頭
練
習

（
１
）
状
況
設
定

「
遠
足
へ
行
く
」
と
い
う
設
定
で
、

登
場
人
物
の
女
の
子
が
教
室
に
忘
れ

物
を
し
て
し
ま
う
様
子
を
表
し
た
視

覚
教
材
を
示
し
、
音
声
を
聞
か
せ
る
。

Ａ
：Let

’s	go	to	

遠
足
！

Ａ
：U

nh?

Ａ
：W

here	is	the	handkerchief	?

Ｂ
：It

’s	in	the	desk.

Ａ
：U

nh?	

Ａ
：W

here	is	the	water	bottle	?

Ｂ
：It

’s	by	the	desk.

TOSS型英会話の
肝である三構成法
で、楽しく、ダイ
アローグの指導を
する

「We Can!」 で扱う言語材料か
ら、ダイアローグを抽出し、
三構成法で組み立てる。

愛知県名古屋市立辻小学校

青
あお

木
き

 翔
しょう

平
へい

Ｔ
：I	have	a	cap	on	the	bed.

Ｔ
：I	have	a	bat	on	the	m

at.

Ｔ
：W

hich	room
?

　

井
戸
氏
は
「
確
信
を
も
つ
た
め
に

質
問
を
し
て
も
よ
い
」
と
言
う
。

Ｔ
：Everyone	ask	m

e.	

Ｔ
：W

here	is	

〇
〇?

Ｃ
：W

here	is	a	cap?

Ｔ
：Cap?	Its	on	the	desk.

Ｃ
：O

K
!	N

o.1	room
!

　

さ
ら
に
、
時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、

ペ
ア
で
問
題
を
出
し
合
う
こ
と
を

や
っ
て
も
よ
い
。

Ｔ
：N

ext.	

ペ
ア
問
題
！	

Ｔ
：Y

ou	and	you	stand	up.

Ｔ
：You	question.You	answ

er.

Ｔ
：Ready	go.

Ｃ
１
：I	have	a	bag	on	the	desk.

Ｃ
１
：I	have	a	cap	on	the	wall.

Ｃ
２
：W

here	is	the	bat?

と
い
う
よ
う
に
、
例
示
を
し
て
か
ら

全
体
で
取
り
組
ま
せ
る
と
よ
い
。

てW
ho	am

	I	

ク
イ
ズ
＋
ク
ラ

ス
の
友
達
紹
介W

ho	is	he	

（she

）
ク
イ
ズ

③
有
名
人
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な

り
き
っ
てW

ho	am
	I	

ク
イ
ズ

④
有
名
人
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

な
り
き
っ
てW

ho	am
	I	

ク
イ

ズ
＋
他
の
有
名
人
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
紹
介W

ho	is	he	

（she

）
ク
イ
ズ

⑤
「W

e	Can!

」
のLets	Listen

　

つ
ま
り
、
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る

た
め
、Lets	Listen

ま
で
を
ス
モ
ー

ル
ス
テ
ッ
プ
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
本
単
元
に
応
用
す
る
。

　

先
生
問
題
で
難
易
度
を
下
げ
る
。

　

五
三
ペ
ー
ジ
のLets	Listen	2

の

場
合
。
ま
ず
、
部
屋
を
二
つ
に
絞
る
。

Ｔ
：
先
生
問
題
！　

N
o.1	or

Ｔ
：N

o.2.	W
hich	room

?

Ｔ
：I	have	a	notebook	on

Ｔ
：the	desk.

１	

二
・
三
時
間
目
の
組
立
て

二
時
間
目

（
１
）
単
語
練
習

　

bed,	chair

（
２
）
状
況
設
定
付
き
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
口
頭
練
習

Ａ
：W

here	is	the	T
-shirt?

Ｂ
：Its	on	the	bed.

Ａ
：W

here	is	the	bag?

Ｂ
：Its	by	the	chair.

（
３
）
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　

下
の
よ
う
な
視
覚
教

材
を
示
し
、
三
人
と
会

話
さ
せ
る
。

三
時
間
目

１
．
既
習
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
復
習

〈
三
構
成
法
〉

２
．p.53

〈Lets	Play	3

〉

３
．p.53

〈Lets	Listen	2

〉

２ Lets Listen

を
ど
う
扱
う
か

「W
e	Can!

」	

の
リ
ス
ニ
ン
グ
は
非

常
に
難
易
度
が
高
い
。
そ
こ
で
、
井

戸
砂
織
氏
は
、「W

e	Can!	2

」	Unit3	

を
例
に
取
っ
て
、Lets	Listen

ま

で
の
手
立
て
を
セ
ミ
ナ
ー
で
示
し
た
。

①
ク
ラ
ス
の
友
達
に
な
り
き
っ

てW
ho	am

	I	

ク
イ
ズ

②
ク
ラ
ス
の
友
達
に
な
り
き
っ

「We Can! 1」 の
Letʼs Listenの
攻略はスモール
ステップにあり
井戸砂織氏の示したスモー
ルステップを応用すること
で、子供たちに成功体験を
保証する。

愛知県名古屋市立辻小学校

青
あお

木
き

 翔
しょう

平
へい

※Ｔは教師、Ｃは子供（以下同）。
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国語保健

ソ
ー
ド
は
、
人
的
要
因
、
環
境
要

因
、
ど
ち
ら
か
、
隣
の
人
に
言
い

ま
す
。
そ
う
考
え
た
理
由
を
も
言

い
な
さ
い
。

指
示
４ 

グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
、

一
人
ず
つ
、
ど
ち
ら
の
要
因
か
確

認
し
な
さ
い
。

指
示
５ 

代
表
者
を
決
め
、
全
体
の

前
で
発
表
し
ま
す
。

　

発
表
は
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
当

事
者
以
外
の
人
に
行
わ
せ
る
と
、
更

に
生
徒
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
る
。

④
拡
散
し
た
答
え
か
ら
題
材
を
一
つ

選
び
、
突
っ
込
ん
で
追
究
す
る

指
示
６ 

人
的
要
因
か
環
境
要
因
か

分
か
り
に
く
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
っ
た
人
は
発
表
し
な
さ
い
。

　

発
表
さ
せ
た
も
の
を
、
全
体
で
も

検
討
す
る
。

　

傷
害
が
発
生
す
る
際
、
人
的
要
因
、

環
境
要
因
の
両
方
が
関
係
し
合
っ
て

起
こ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

長
谷
川
氏
の
授
業
の
組
立
て
を
ト

レ
ー
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的

で
対
話
的
な
交
流
が
生
ま
れ
た
。

　

答
え
の
中
か
ら
一
つ
に
絞
る
か
、

二
つ
を
比
較
さ
せ
て
分
析
さ
せ
る
。

分
析
し
た
際
に
分
か
れ
る
意
見
は
、

そ
の
ま
ま
討
論
へ
と
発
展
さ
せ
る
。

２	

保
健
分
野
の
授
業	

	

	

「
傷
害
の
発
生
要
因
」
で
の
実
践

①
誰
も
が
で
き
る
指
示
・
発
問

指
示
１	

今
ま
で
に
経
験
し
た
事

故
・
け
が
に
つ
い
て
、
ノ
ー
ト
に

書
き
な
さ
い
。

　

そ
の
経
験
が
な
い
人
は
、
家
族
や

友
人
か
ら
見
聞
き
し
た
も
の
で
も
よ

い
も
の
と
す
る
。

②
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

指
示
２ 

書
き
終
え
た
ら
、
隣
の
人

と
情
報
交
換
し
な
さ
い
。
グ
ル
ー

プ
内
で
情
報
を
共
有
し
な
さ
い
。

説
明 

事
故
や
け
が
が
起
こ
る
に
は
、

人
的
要
因
と
環
境
要
因
の
二
つ

が
関
係
し
て
い
ま
す
。（
人
的
要

因
と
環
境
要
因
に
つ
い
て
用
語

の
意
味
を
説
明
す
る
）

③
理
由
を
問
い
、
発
表
さ
せ
る

指
示
３ 

ノ
ー
ト
に
書
い
た
エ
ピ

１	

長
谷
川
博
之
氏
、「
目
に
は
青
葉	

	

山
郭
公
初
鰹
」
の
授
業
の
組
立
て

　

昨
年
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
で

行
わ
れ
た
長
谷
川
氏
の
授
業
は
、
次

の
構
成
で
あ
っ
た
（
発
問
は
抜
粋
）。

①
誰
も
が
で
き
る
、
指
示
・
発
問

「『
目
に
は
青
葉
』、
写
し
ま
す
」
画

面
に
提
示
し
た
上
五
字
を
、
ノ
ー
ト

に
写
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
長
谷
川

氏
の
第
一
指
示
、
発
問
は
至
っ
て
シ

ン
プ
ル
に
、
全
員
が
「
で
き
る
」
作

業
で
授
業
に
入
る
。

②
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で

巻
き
込
む

「
次
に
続
く
山
郭
公
は
、
何
と
読
み

ま
す
か
」「
鰹か
つ
お

。
右
の
つ
く
り
の
部

分
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
」

　

リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
を
落
と
さ
ず
、

指
示
・
発
問
に
変
化
を
付
け
て
い
く
。

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
難
易
度
が
上

が
っ
て
い
き
、
最
後
は
答
え
が
拡
散

す
る
発
問
を
行
う
。

③
理
由
を
問
い
、
発
表
さ
せ
る

「
三
つ
の
季
語
の
う
ち
、
最
も
重
要

な
の
は
ど
れ
で
す
か
。
理
由
も
書
き

な
さ
い
」

　

発
問
に
対
す
る
答
え
を
、
理
由
と

共
に
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
書
い
た
こ

と
を
発
表
さ
せ
る
。

④
拡
散
し
た
答
え
か
ら
題
材
を
一
つ

選
び
、
突
っ
込
ん
で
追
究
す
る

長谷川氏の俳句
の授業の組立て
を、保健分野の
授業にトレース
する
ほかの分野でも有効な、
主体的・対話的な交流が
生まれる組立て。

宮城県石巻市立湊中学校

岡
おか

 拓
たく

真
ま

　

ヒ
ン
ト
を
与
え
る
。

「
ど
の
辞
書
に
も
書
い
て
あ
る
は
ず

で
す
。
み
ん
な
見
て
い
る
は
ず
」

　

す
ぐ
に
生
徒
た
ち
は
辞
書
を
引
き

直
し
、
お
互
い
の
辞
書
を
見
せ
合
い

な
が
ら
話
し
合
っ
て
い
た
。

「
気
付
い
た
人
？
」
と
聞
く
と
、
多

く
の
生
徒
の
手
が
挙
が
る
。
そ
し
て

一
人
指
名
し
て
発
表
さ
せ
た
。「
は

い
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
Ｄ
、
Ｅ
で
す
。

形
容
動
詞
に
な
る
も
の
と
『
す
る
』

を
付
け
て
動
詞
に
な
る
も
の
で
す
」

「
傲
慢
」「
貫
徹
」
を
例
に
挙
げ
る

と
辞
書
に
次
の
よ
う
に
載
っ
て
い
る
。

ご
う
ま
ん
〈
傲
慢
〉（
名
・
形
動
）

か
ん
て
つ
〈
貫
徹
〉（
名
・
す
る
）

「
傲
慢
」
は
「
傲
慢
だ
・
傲
慢
で
す
」

の
よ
う
に
状
態
や
様
子
を
表
す
形
容

動
詞
と
な
り
、「
貫
徹
」
は
「
貫
徹

す
る
」
と
い
う
サ
行
変
格
活
用
の
動

詞
に
な
る
。
熟
語
の
意
味
を
調
べ
る

辞
書
引
き
競
争
が
文
法
の
復
習
に
つ

な
が
り
、
ふ
だ
ん
の
授
業
が
、
よ
り

知
的
な
授
業
に
変
わ
っ
た
。

指
示
１	

こ
の
五
つ
の
熟
語
を
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
な
さ
い
。

　

隣
同
士
で
相
談
さ
せ
た
。
話
し

合
っ
た
こ
と
を
発
表
す
る
よ
う
に
促

す
と
、
男
子
が
勢
い
よ
く
発
言
す
る
。

「
Ｂ
と
そ
れ
以
外
で
す
。
ど
う
し
て

か
っ
て
言
う
と
、
Ｂ
の
読
み
方
に
は

カ
行
が
な
く
て
、
ほ
か
の
読
み
方
に

は
カ
行
が
入
っ
て
い
る
か
ら
で
す
」

「
一
番
の
発
言
。
Ａ
！
」
と
、
大
い

に
褒
め
た
。
辞
書
で
調
べ
て
い
た
の

で
、
熟
語
の
読
み
方
に
注
目
し
た
の
で

あ
る
。音
数
に
つ
い
て
の
発
言
も
出
る
。

「
Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
と
Ｃ
、
Ｅ
で
す
。
Ａ
、

Ｂ
、
Ｄ
は
、『
ご
う
ま
ん
』
と
か
四

音
で
、
Ｃ
、
Ｅ
は
『
こ
ん
い
』『
て
っ

き
ょ
』
で
三
音
で
す
」
女
子
生
徒
が

指
を
折
り
な
が
ら
発
表
し
た
。
ど
の

意
見
も
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
褒
め
た
。

　

次
に
、「
分
類
」
に
制
限
を
加
え
た
。

指
示
２	

文
法
の
視
点
か
ら
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
す
。

１	

辞
書
引
き
競
争

　

一
時
間
の
国
語
の
授
業
を
、
お
お

よ
そ
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

①
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」

②
辞
書
引
き
競
争

③
「
暗
唱
詩
文
集
」

④
教
科
書
教
材

⑤
「
あ
か
ね
こ
読
解
ス
キ
ル
」（
カ

ル
タ
）

　

②
の
辞
書
引
き
競
争
と
は
、「
あ

か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
に
出
て
き
た

新
出
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
五
つ
、

辞
書
で
調
べ
る
競
争
で
あ
る
。
速
く

引
い
た
生
徒
か
ら
立
っ
て
い
く
。
十

番
目
の
生
徒
に
意
味
を
発
表
さ
せ
る
。

漢
字
を
た
だ
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、

熟
語
の
意
味
を
覚
え
る
た
め
に
も
有

効
な
学
習
活
動
で
あ
る
。

２	
辞
書
引
き
競
争
後
の
一
工
夫

　

熟
語
を
、
意
味
だ
け
で
は
な
く
別

の
視
点
か
ら
も
学
習
す
る
た
め
に
、

時
折
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
入
れ
る
。

　

辞
書
引
き
競
争
で
「
傲
慢
、
慎
重
、

懇
意
、
貫
徹
、
撤
去
」
の
意
味
を
調

べ
た
後
、
板
書
し
て

あ
る
熟
語
の
上
に
Ａ

～
Ｅ
と
書
く
。

　

そ
し
て
次
の
よ
う

に
指
示
す
る
。

辞書引きの学習
をもう一歩掘り
下げる
熟語を２つのグループに
分ける活動を行う。文法
の復習にもなり、知的な
授業となる。

埼玉県三芳町立三芳東中学校

伊
い

藤
とう

 圭
けい

一
いち

Ａ　

傲
慢

Ｂ　

慎
重

Ｃ　

懇
意

Ｄ　

貫
徹

Ｅ　

撤
去
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＆

56  2018. 1157

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

から見た特別支援教育医師の目

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ 8小嶋が答える

　
小
学
校
五
年
生
の
男
子
で
す
。
落
ち
着

き
が
な
く
、
机
の
上
は
プ
リ
ン
ト
や
筆
記

用
具
で
散
乱
し
、
片
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

忘
れ
物
も
日
常
茶
飯
事
で
す
。
こ
の
こ
と

を
先
生
に
よ
く
注
意
さ
れ
る
の
で
、
周
り

の
子
も
本
児
を
馬
鹿
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、

け
ん
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
で

も
片
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
友
人

関
係
も
改
善
さ
せ
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
？

　

状
況
か
ら
、本
児
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・

多
動
症
）
の
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
、「
周
り
の
子
も
本
児
を
馬
鹿
に
す
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
本
児
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と

は
、み

ん
な
の
前
で
注
意
し
な
い

こ
と
で
す
。
み
ん
な
の
前
で
注
意
す
る
と
、
ク

ラ
ス
の
中
で
序
列
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
能

的
に
、
そ
の
子
供
は
一
切
言
う
こ
と
を
聞
か
な

く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
褒
め
る
と
き
は
み
ん

な
の
前
で
褒
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
は
、
教
え
る
側
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

「
馬
鹿
に
」
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
自
尊
感
情

を
上
げ
て
、
本
児
の
自
信
を
付
け
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
片
付
け
ら
れ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
片

付
け
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
先
生
が
一
緒

に
片
付
け
る
か
、
き
れ
い
好
き
な
子
に
片
付
け

を
手
伝
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
間

を
決
め
て
、
み
ん
な
で
教
室
を
片
付
け
る
時
間

を
作
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

忘
れ
物
を
し
た
場
合
は
、

先
生
が
忘
れ
た
子
に
貸
し
出
せ
る
よ
う
に

用
意
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
子
の
た
め
に
、
先
生

自
身
で
身
銭
を
切
る
こ
と
も
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

友
人
関
係
に
つ
い
て
は
、
友
達
と
話
し
て
い

る
様
子
を
先
生
が
見
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
介

入
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
関
係
性
を

保
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

片
付
け
が
で
き
ず
、
忘
れ
物
を
度
々

し
て
し
ま
う
児
童
へ
の
対
応

注
意
せ
ず
に
す
む
状
況
を
教
師
が
作
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

安や
す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ　

　
構
成
：
上う

え

田だ 

怜さ
と

史し

大
阪
府
大
阪
市
立
市
岡
小
学
校

友
達
に
暴
力
的
な
言
葉
や
行
動
が
出
る
子
供
①

言
語
の
未
熟
さ
か
易
刺
激
性
※1

の
問
題
か
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
の
中
に

「
他
害
行
動
」
を
起
こ
し
て
し
ま
う

子
供
も
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
「
発
達
障
害
が
あ
れ
ば
、

他
害
が
出
る
」
と
い
う
単
純
な
こ
と

で
は
な
い
。
問
題
行
動
と
呼
ば
れ
る

様
々
な
行
動
の
ど
れ
に
も
、
彼
ら
な

り
の
「
意
味
」
を
も
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
行
動
は
、「
彼
ら
な
り
の

表
現
で
あ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
の

だ
。

　

そ
の
こ
と
を
理
解
し
な
い
で
、

「
暴
力
的
だ
」

「
言
葉
が
乱
暴
だ
か
ら
、
ど
う
し
よ

う
も
な
い
子
供
だ
」

と
決
め
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
の
他
害
行
動
を
、

よ
り
具
体
的
に
理
解
し
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
※2
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
見
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

幾
つ
か
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

①
言
語
の
未
熟
さ
が
な
い
か

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
）
の
子
供
た
ち
は
、
幼
児
期
な
ど

を
振
り
返
る
と
、
ど
う
し
て
も
「
言

葉
の
発
達
の
遅
れ
」
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。

　

定
型
発
達
の
子
供
で
あ
れ
ば
、
入

学
す
る
六
歳
と
い
う
年
齢
で
は
、「
二

四
〇
〇
語
」
の
語
彙
を
獲
得
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
語
彙
を
操
っ
て
、「
気

持
ち
」「
要
求
・
要
請
」「
受
容
・
拒

否
」
な
ど
を
表
現
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
は
、
こ

こ
ま
で
の
語
彙
数
を
獲
得
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。

　

他
害
行
動
を
す
る
低
学
年
の
子
供

に
、

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
」

と
理
由
を
問
う
た
こ
と
が
あ
る
先
生

は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

多
く
の
場
合
、

「
分
か
ら
な
い
」

「
知
ら
な
い
」

　

も
し
く
は
、
黙
っ
て
し
ま
う
と
い
う

の
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
他
害
を
す
る
事
前
の
気

持
ち
や
、
や
り
た
い
こ
と
や
、
伝
え

た
い
こ
と
を
う
ま
く
言
語
化
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

　

言
語
で
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、

子
供
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
「
行
動
」
に
出
る
し
か
な

い
の
で
あ
る
。
友
達
を
た
た
く
、
暴

言
を
吐
く
と
い
う
行
動
が
、
そ
の
瞬

間
の
問
題
を
解
決
す
る
の
に
最
も
早

く
成
果
が
出
る
。
ゆ
え
に
、
他
害
行

動
を
選
択
し
て
し
ま
う
の
だ
。

　

そ
の
た
め
、
低
学
年
の
子
供
た
ち

に
「
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」
な
ど
が
あ
ま
り

効
果
的
で
な
い
こ
と
が
多
い
の
だ
。

　

こ
の
場
合
の
最
も
重
要
な
支
援
は
、

「
他
害
前
の
子
供
の
気
持
ち
や
要
求

な
ど
を
大
人
が
言
語
化
す
る
こ
と
」

で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
そ
う
い
う

言
葉
を
使
っ
て
要
求
す
る
の
だ
と
い

う
見
本
を
見
せ
る
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
禁
句
が
あ
る
。

「
次
か
ら
は
、
そ
う
言
お
う
ね
」

で
あ
る
。

　

こ
の
一
言
で
問
題
が
解
決
す
る
こ

と
は
な
い
。
ま
た
他
害
は
出
る
。
す

る
と
、
約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
と
自

尊
感
情
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
辛
抱

強
く
、
大
人
が
言
語
化
し
見
本
を
見

せ
続
け
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
支

援
方
針
と
な
る
。

※1 

さ
さ
い
な
こ
と
で
、
す
ぐ
に
不
機
嫌
に
な
る
性
質
の
こ
と
。

※2 

個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な

 

支
援
を
考
え
た
り
、
将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
る
こ
と
。
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１	

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
へ
の
配
慮

　

次
の
よ
う
な
症
状
の
子
が
い
る
。

①
文
字
が
う
ま
く
書
け
な
い
。

②
語
彙
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。

③
何
を
書
く
の
か
分
か
ら
な
い
。

④
ど
う
書
い
て
い
っ
た
ら
い
い

の
か
が
分
か
ら
な
い
。

　

①
②
は
そ
れ
ぞ
れ
「
文
字
」「
語

彙
を
増
や
す
」
練
習
が
ま
ず
必
要
だ
。

　

今
回
は
③
④
に
つ
い
て
扱
う
。

　

③
④
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の

実
行
機
能
に
関
わ
る
症
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
③
と
④
で
は
対
処
法
が
変

わ
っ
て
く
る
。

　

ま
ず
、
③
は
「
全
体
の
出
来
事
の

中
か
ら
書
く
内
容
を
切
り
取
る
」
力

が
弱
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
練
習
を
さ

せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
向
山
実

践
「
運
動
会
作
文
の
書
き
出
し
」
が

有
名
だ
。
特
別
支
援
の
観
点
で
見
て

い
く
と
、
た
め
息
の
出
る
よ
う
な
配

慮
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
詳
細
は
省
く
。

　

同
じ
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
の
授
業
の

中
で
も
、
全
体
か
ら
切
り
取
る
タ
イ

プ
の
学
習
を
多
く
取
り
入
れ
た
い
。

「
行
事
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ

と
」
の
よ
う
な
口
頭
で
の
発
表
は
、

よ
く
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
、

難
し
け
れ
ば
、
友
達
の
意
見
を
ま
ね

さ
せ
て
も
よ
い
。「
自
分
と
似
て
る

意
見
を
言
っ
て
ご
ら
ん
」
と
指
示
す

る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
も
、
実

は
、
同
じ
タ
イ
プ
の
力
が
付
い
て
く

る
の
で
あ
る
。

　

作
文
だ
け
で
力
を
付
け
よ
う
と
す

る
と
難
し
い
。
工
夫
が
必
要
な
の
だ
。

２	

組
立
て
の
ス
キ
ル
を
教
え
る

　

④
の
子
は
、
書
く
内
容
は
何
と
な

く
浮
か
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

を
組
み
立
て
る
力
が
弱
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
子
は
、
記
憶
の
保
持

力
が
弱
い
。
そ
の
た
め
、
頭
の
中
だ

け
で
操
作
さ
せ
る
と
う
ま
く
い
か
な

い
。
ノ
ー
ト
な
ど
へ
下
書
き
を
さ
せ

る
。
つ
ま
り
、
外
部
記
憶
装
置
を
使

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

作
文
を
書
く
と
き
に
は
、
大
雑
把

に
言
っ
て
も
、
脳
内
で
同
時
に
次
の

三
つ
の
こ
と
を
処
理
し
て
い
る
。

⑴
何
を
書
く
か
。

⑵
ど
ん
な
文
に
す
る
か
。

⑶
ど
ん
な
ふ
う
に
組
み
立
て
る
か
。

　

ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
こ
れ
ら
を
分

け
て
作
業
さ
せ
る
。

　

ま
ず
、
箇
条
書
き
で
書
き
た
い
こ

と
を
書
く
。
量
は
多
い
方
が
よ
い
。

そ
れ
を
後
で
選
ば
せ
る
。
最
初
は
一

緒
に
学
習
し
て
い
く
。
だ
ん
だ
ん
と

自
力
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

次
に
、
選
ん
だ
内
容
を
文
に
し
て

い
く
。
思
い
付
い
た
こ
と
を
次
々
と

文
に
し
て
い
く
。
あ
く
ま
で
も
文
の

形
に
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
、
出

来
栄
え
は
問
わ
な
い
。
気
に
入
ら
な

け
れ
ば
後
で
直
せ
ば
よ
い
。

　

そ
し
て
、
文
を
幾
つ
か
選
ん
で
大

体
の
固
ま
り
に
す
る
。
こ
れ
で
段
落

が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
上
で
、
ど
の
固
ま
り
か
ら
書

い
て
い
く
か
を
考
え
る
。
そ
れ
が
決

ま
っ
た
ら
、
そ
の
ノ
ー
ト
を
見
な
が

ら
作
文
を
書
い
て
い
く
。

　

私
は
、
こ
の
方
法
で
特
別
支
援
学

級
の
子
供
た
ち
に
卒
業
文
集
を
書
か

せ
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
書
く
と
、

よ
り
最
後
の
組
立
て
が
し
や
す
い
。

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる　言語療法

言
語
聴
覚
士　

下し
も

妻づ
ま 

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
広島県立障害者療
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場
面
緘か

ん

黙も
く

を
考
え
る
④

教
室
に
い
る
場
面
緘
黙
の
子
供
へ
の
具
体
的
対
応
（
１
）

　

今
回
よ
り
、
教
室
に
い
る
場
面
緘
黙
の
子
供

へ
の
理
解
と
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
た
い
。
あ
く
ま
で
子
供
の
状
況
に
応
じ
て
、

「
善
処
す
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
対
応
す
る

こ
と
が
前
提
と
な
る
。
今
回
は
、
場
面
緘
黙
を

「
家
で
は
普
通
に
話
す
の
に
、
学
校
な
ど
特
定

の
状
況
で
話
せ
な
い
状
態
」
と
定
義
し
、
知
的

障
害
や
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
ケ
ー
ス
と
は
、

区
別
し
て
考
え
て
い
く
。

　

場
面
緘
黙
か
な
？　

と
思
っ
た
子
供
に
対
し

て
、
ま
ず
教
師
が
す
べ
き
こ
と
は
、
大
き
く
分

け
て
次
の
二
点
で
あ
る
。

①　

学
校
で
の
子
供
の
行
動
観
察

②　

家
庭
と
の
連
携

　

子
供
の
行
動
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
学
校

で
の
行
動
表
出
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
が
ツ
ー
ル

と
し
て
大
変
参
考
に
な
る
（「
か
ん
も
く
ネ
ッ

ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

印
刷
可
能
で
あ
る
 ※
）。
学
校
場
面
に
お
け
る
具

体
的
な
行
動
表
出
の
状
況
を
三
段
階
で
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
対
応
、
配
慮
、
目
標

の
具
体
例
や
ヒ
ン
ト
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
使
用
を
お
勧
め
す
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な

こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

「
発
語
」
チ
ェ
ッ
ク
で
は
な
く
、「
行
動
表

出
」
の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。

「
場
面
緘
黙
＝
発
語
の
問
題
」
と
考
え
が
ち
で

あ
る
が
、
発
語
を
含
め
て
能
動
的
な
行
動
全
般

の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
視
点
を
も
つ
こ
と
は
子

供
へ
の
正
し
い
理
解
と
対
応
に
つ
な
が
る
。
発

語
の
み
を
促
す
働
き
掛
け
や
「
そ
の
う
ち
治
ま

る
だ
ろ
う
」
の
よ
う
な
放
置
に
近
い
様
子
見
は

Ｎ
Ｇ
で
あ
る
。
子
供
た
ち
の
根
底
に
あ
る
の
は

強
い
不
安
や
自
信
の
な
さ
で
あ
り
、
そ
の
不
安

か
ら
自
分
を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
ま
れ

な
が
ら
の
「（
新
奇
な
も
の
へ
の
）
行
動
抑
制

的
な
気
質
」
を
も
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。よ
っ
て
、教
師
が
ま
ず
す
べ
き
こ
と
は
、「
子

供
の
不
安
の
軽
減
と
自
信
を
育
て
て
い
く
」
こ

と
で
あ
る
。
今
の
子
供
の
状
態
を
受
け
入
れ
て
、

「
字
を
丁
寧
に
書
い
て
い
る
ね
」「
き
ち
ん
と
話

が
聞
け
て
い
る
ね
」「
絵
が
上
手
だ
ね
」「
笑
顔

が
い
い
ね
」
な
ど
小
さ
な
こ
と
で
も
褒
め
て
、

教
師
が
子
供
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
「
場
面
」

に
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
教
師

か
ら
子
供
に
挨
拶
を
し
て
も
返
っ
て
こ
な
い
こ

と
が
多
い
が
「
挨
拶
を
き
ち
ん
と
し
な
さ
い
」

で
は
な
く
、
教
師

が
笑
顔
で
「
今
日

も
学
校
に
来
て
く

れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
声
掛
け
を

す
る
の
で
あ
る
。

「
家
庭
と
の
連
携
」

に
つ
い
て
は
次
号

で
紹
介
す
る
。

※ http://kanm
oku.org/knet_2017sheet.pdf

小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
岡
山
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ａ
Ｋ

作
文
が
書
け
な
い

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
実
行
機
能
に
関
わ
る
部
分
が
中
心
に
な
る
。

し
か
し
、
症
状
に
よ
っ
て
対
処
す
る
方
法
が
異
な
っ
て
く
る
。
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1

TOSS最前線！　
最新の教育情報が
ここにある!!

　　　　　のある教育研究の進め方　基礎講座エビデンス

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

TOSS最前線！  最新の教育情報がここにある!!

　

更
に
駄
目
押
し
で
、

「
後
で
先
生
も
見
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ
」

と
宣
言
す
れ
ば
い
い
。

　

こ
れ
で
大
抵
の
子
供
は
高
い
評
価
を
書
く
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
授
業
の
良
し
あ
し
」
を

問
う
て
い
る
の
で
は
な
い
。「
ど
れ
だ
け
相
手

に
気
を
遣
う
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
問
う
て
い

る
。
無
論
、
こ
ん
な
極
端
な
や
り
方
を
す
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
し
か
し
、
忖
度
が
必
要

な
条
件
下
で
行
う
例
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

２　

科
学
的
な
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
科
学
的
に
「
授
業
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
取
れ
る
の
か
？

①　

評
価
尺
度
は
ど
う
す
る
の
か
？

②　

い
つ
取
る
の
か
？

③　

誰
が
取
る
の
か
？

④　

集
計
は
誰
が
す
る
の
か
？

⑤　

取
っ
た
も
の
を
ど
う
生
か
す
の
か
？

　

こ
れ
ら
全
て
を
解
決
す
る
策
を
考
え
、
提
案

し
た
。
結
果
、
採
用
さ
れ
た
。
提
案
の
仕
方
を

次
号
で
記
す
。

１
「
授
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
な
い

　

私
の
授
業
に
つ
い
て
子
供
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
ら
、
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
声
を
、
多
数
聞
く
。

　

私
の
答
え
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
良
か
っ
た
で
す
ね
」

　

も
し
も
一
つ
だ
け
質
問
を
し
て
良
い
の
な
ら
、

こ
う
言
う
。

　

ど
の
時
間
に
測
り
ま
し
た
か
？

　

多
く
の
場
合
は
「
自
分
が
担
当
し
て
い
る
授

業
の
授
業
中
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
。

　

教
師
が
目
の
前
で
見
て
い
て
「
俺
の
授
業
ど

う
思
う
？　

俺
に
気
を
遣
わ
ず
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
自
由
に
書
い
て
い
い
よ
」
と
言
っ
て
、
何

も
忖そ

ん

度た
く

せ
ず
に
自
由
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書

く
子
供
が
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
だ
ろ
う
？

　

さ
ら
に
「
記
名
式
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
場
合
は

ど
う
か
？　

子
供
と
は
い
え
ど
、
相
当
、
目
の

前
の
教
師
に
忖
度
す
る
は
ず
だ
。

　

も
し
も
「（
教
科
）
担
任
が
授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
を
い
つ
取
っ
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
校
内

ル
ー
ル
だ
っ
た
場
合
、
誰
だ
っ
て
簡
単
に
、
高

い
評
価
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１　

お
楽
し
み
会
を
一
日
中
や
る

２　

ケ
ー
キ
な
ど
の
差
し
入
れ
を
す
る

３　

帰
り
の
会
で
と
に
か
く
褒
め
る

４　

褒
め
た
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

　

こ
れ
だ
け
で
、
全
然
違
う
。
加
え
て
、

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
い
る
と
き
に
、
教

師
が
机
間
巡
視
す
る
。

鈴す
ず

木き 

良よ
し

幸ゆ
き

東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校

「
子
供
か
ら
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、

す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
」
の
怪

「
簡
単
か
つ
す
ぐ
に
追
試
で
き
る
」
科
学
的
な
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
。

	

グ
リ
ッ
ド
マ
ー
ク
社
と

	

騒
人
社
の
企
画
・
開
発
商
品

　

グ
リ
ッ
ド
マ
ー
ク
社
の
音
声
ペ
ン
は
、
公
文

が
英
語
指
導
で
使
用
し
、
生
徒
さ
ん
の
数
を
飛

躍
的
に
伸
ば
し
た
。

　

グ
リ
ッ
ド
マ
ー
ク
社
の
吉
田
社
長
、
中
村
専

務
は
、
向
山
洋
一
氏
の
信
頼
も
厚
く
、
こ
れ
ま

で
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
た
ち
に
教
材
を
提
供
し

て
き
た
。
ド
ッ
ト
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
音
声
ペ

ン
は
吉
田
社
長
の
発
明
、
特
許
技
術
で
あ
る
。

グ
リ
ッ
ド
マ
ー
ク
社
は
、
音
声
ペ
ン
の
技
術
を

様
々
な
教
材
に
活
用
し
て
き
た
が
、今
回
の
「
音

声
ペ
ン
脳
ト
レ　

ア
タ
マ
げ
ん
き
」
の
商
品
は
、

グ
リ
ッ
ド
マ
ー
ク
社
と
騒
人
社
が
コ
ラ
ボ
し
て
、

一
か
ら
教
材
を
企
画
・
開
発
し
て
き
た
。「
音

韻
ル
ー
プ
」
に
特
化
し
た
教
材
開
発
で
あ
る
。

　

消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
音
声
を
生
か
し
た
、

こ
れ
ま
で
に
は
な
い
＂脳
を
鍛
え
る
教
材
＂
を

目
指
し
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
騒
人
社
は
脳

ト
レ
の
問
題
を
考
え
、
グ
リ
ッ
ド
マ
ー
ク
社
は
、

そ
の
問
題
を
読
み
上
げ
、
正
解
・
不
正
解
を
判

定
す
る
。
加
え
て
、
そ
の
問
題
を
解
く
た
め
に

要
し
た
時
間
を
音
声
で
知
ら
せ
る
。

　

何
度
も
検
討
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
は
、
問
題
文

が
書
か
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
と
問
題
文
が
書

か
れ
て
い
な
い
チ
ェ
ッ
ク
編
の
二
冊
に
な
っ
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
が
少
な
い
特
別
支
援
の

子
供
た
ち
や
、
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
忘
れ
て
し

ま
う
高
齢
者
の
脳
ト
レ
が
楽
し
く
で
き
る
教
材

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

２	

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
向
山
氏
も

　

商
品
開
発
に
当
た
っ
て
、
向
山
氏
か
ら
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。

「
ど
こ
で
使
う
の
、
何
が
特
徴
で
何
が
最
先
端

な
の
」
と
質
問
さ
れ
、
答
え
る
と
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
必
要
な
コ
ピ
ー
を
向
山
氏
が
ま
と
め
上
げ

て
く
れ
た
。
本
当
に
＂教
材
開
発
の
神
様
＂
で

あ
る
と
実
感
し
た
。

　

音
声
ペ
ン
が
高
額
な
た
め
、
か
な
り
の
原
価

が
掛
か
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
前
に
進
め
な

か
っ
た
が
、

「
向
山
が
応
援
す
る
よ
」

と
言
わ
れ
、
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

「
音
声
ペ
ン
脳
ト
レ　

ア
タ
マ
げ
ん
き
」

＂教
材
開
発
の
神
様
＂
が
応
援
し
て
く
れ
る
最
先
端
教
材
。

師も
ろ

尾お 

喜き

代よ

子こ

株
式
会
社　

騒
人
社
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授業技量向上の法則

授業力向上に
役立つこの１冊

向山洋一が学んだこの1冊！

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
の

原
理
を
補
強
す
る

向
山
洋
一
氏
、
浩
子
氏
が
主
張
す
る
原
則
が
、

脳
科
学
を
基
に
し
た
語
学
書
に
も
散
見
さ
れ
た
。

板い
た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
浅
草

１　

英
会
話
の
習
得
に
は
脳
科
学
も
寄
与
す
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
授
業
の
三
構
成
法
を
、
向
山

浩
子
氏
（
以
下
、浩
子
氏
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

①
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
新
出
単
語
の
指
導

②
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
モ
デ
ル
の
提
示
と
言
葉
の
上
で

の
変
化
の
あ
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

③
状
況
（
場
面
）
下
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
定

着
の
た
め
の
ゲ
ー
ム

　

こ
の
う
ち
、
会
話
練
習
に
大
切
な
要
素
が
二
つ

あ
る
と
、
私
は
向
山
洋
一
氏
（
以
下
、
向
山
氏
）

の
一
連
の
著
作
を
読
ん
で
考
え
て
み
た
。
例
え
ば
、

次
の
内
容
で
あ
る
。

ア　

繰
り
返
し
練
習　
　

イ　

状
況
設
定

　

向
山
氏
は
こ
れ
ま
で
主
張
さ
れ
て
き
た
文
部
科

学
省
や
外
国
語
研
究
者
、
脳
科
学
者
の
論
稿
を
基

に
、
こ
の
二
つ
の
重
要
性
を
吟
味
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
自
身
の
経
験
を
通
し
て
オ
ー
デ
ィ
オ
・
リ

ン
ガ
ル
法
（
機
械
的
反
復
練
習
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
カ

テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
場
面
設
定
下
の
対
話
練

習
）
相
補
的
活
用
の
よ
さ
を
紹
介
す
る
。

　

さ
ら
に
浩
子
氏
が
強
調
し
た
一
つ
に
、「
リ
ア
ル

な
状
況
設
定
」
が
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
指
導

の
根
幹
は
、
子
供
同
士
の
多
量
の
英
語
会
話
の
や

り
取
り
経
験
を
確
保
す
る
こ
と
に
懸
か
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
言
葉
の
獲
得
で

必
要
な
（
変
化
の
あ
る
）
繰
り
返
し
の
練
習
で
あ

る
。
そ
れ
を
よ
り
効
果
的
に
さ
せ
る
の
が
、
状
況

設
定
で
あ
る
。
習
得
さ
せ
た
い
単
語
や
会
話
文
を

使
う
の
に
、
で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
な
場
面
を
設
定

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
況
（
場
面
）
を
設
定

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
脳
科
学
で
説
明
す
れ
ば
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
の
働
き
と
も
関
連
し
、
そ
こ
で
、

経
験
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
と
ど
め
や
す
く
な
る

の
で
あ
る
。
浩
子
氏
は
こ
う
し
た
指
導
を
「
状
況

設
定
付
き
聞
き
話
す
指
導
」
と
も
呼
ん
だ
。

２　

も
う
一
つ
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
の
特
徴

　

浩
子
氏
の
主
張
に
は
、
も
う
一
つ
強
調
す
る
こ

と
が
あ
る
。
前
述
の
、
三
構
成
指
導
は
、
全
て
英

語
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
ま
ず
は
、
で
き

る
範
囲
で
）。
こ
れ
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
の
間
に

日
本
語
訳
・
文
字
情
報
を
入
れ
な
い
、
と
い
う
考

え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
即
座
の

レ
ス
ポ
ン
ス
（
応
答
）
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
の
特
徴
を
言
い
換
え
る
と

「
訳
さ
な
い
・
読
ま
な
い
・
書
か
な
い
」
に
な
る
。

３　

科
学
に
み
る
語
学
習
得
と
の
共
通
性

　

会
話
練
習
に
必
要
な
、
前
述
の
三
つ
の
要
素
に

関
連
す
る
内
容
を
見
付
け
た
。
書
店
で
も
よ
く
見

掛
け
た
が
、
一
宮
図
書
館
に
も
あ
り
、
ペ
ー
ジ
の

角
の
折
込
み
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
本
で
あ
る
。

『
英
語
は
逆
か
ら
学
べ
！
』（
苫
米
地
英
人
著　

フ
ォ
レ
ス
ト
出
版
）
二
〇
〇
八
年
刊
行
で
あ
る
。

上
で
述
べ
た
浩
子
氏
の
著
作
は
、
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
〇
六
年
の
刊
行
な
の
で
、
左
記
の
内
容
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
の
補
強
論
と
し
て
、
向
山
氏
が

折
り
込
ん
だ
部
分
と
推
察
す
る
。

①
発
話
の
意
味
は
、
発
話
さ
れ
た
状
況
の
中
に
し

か
な
い
。
状
況
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
文
章
に
は
、

意
味
は
存
在
し
な
い
。

②
聴
覚
情
報
だ
け
で
な
く
、
視
覚
情
報
も
必
要
で

あ
る
。

③
発
話
状
況
を
見
な
が
ら
英
語
を
聴
く
。
文
字
は

あ
と
か
ら
で
い
い
。

④
い
か
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
ら
れ
る
か
。

『英語は逆から学べ！』
（苫米地英人著　フォレスト出版）

　

本
年
度
、
四
年
生
を
担
任
し
て
い
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
社
会
科
に
、
次
の
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
47
都
道
府
県
の
名
称
と
位
置
を
理
解
す
る
こ

と
」

　

つ
ま
り
、
四
十
七
都
道
府
県
の
名
称
と
そ
の

位
置
を
覚
え
、
漢
字
で
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
単
元
が

始
ま
っ
て
か
ら
指
導
を
始
め
る
の
で
は
遅
い
。

毎
時
間
、
帯
で
の
指
導
が
重
要
で
あ
る
。
向
山

型
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
実
践
を
授
業
パ
ー
ツ
に
組
み
込

む
こ
と
で
、
無
理
な
く
、
熱
中
さ
せ
な
が
ら
指

導
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

次
に
示
す
の
が
一
学
期
に
向
山
型
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
実
践
を
用
い
て
四
十
七
都
道
府
県
を
暗
唱
さ

せ
た
結
果
で
あ
る
（
二
十
五
人
学
級
）。

北
海
道
・
東
北
地
方
…
…
二
十
五
名
合
格

関
東
地
方
…
…
二
十
四
名
合
格

中
部
地
方
…
…
二
十
三
名
合
格

近
畿
地
方
…
…
二
十
三
名
合
格

中
国
地
方
…
…
二
十
四
名
合
格

四
国
地
方
…
…
二
十
五
名
合
格

九
州
地
方
…
…
二
十
三
名
合
格

　

保
護
者
会
で
も
、「
家
に
帰
る
と
得
意
気
に

都
道
府
県
名
を
唱
え
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
話

を
頂
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

一
学
期
に
取
り
組
ん
だ
指
導
を
次
に
示
す
。

①　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

　

授
業
の
始
ま
り
に
毎
時
間
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
行
う
。
二
回
↓
一
回
↓
０
回
の
ユ
ー

ス
ウ
ェ
ア
を
基
本
と
す
る
が
、
定
着
が
よ
く
な

い
場
合
、
繰
り
返
し
行
っ
た
。

②　

石
坂
実
践
の
追
試

　

暗
唱
を
さ
せ
る
際
、
石
川
県
石
坂
陽
氏
の
実

践
を
追
試
し
た
。
都
道
府
県
名
を
唱
え
、
同
時

に
そ
の
位
置
を
手
で
示
し
な
が
ら
暗
唱
す
る
方

法
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、位
置
関
係
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

向
山
型
暗
唱
指
導

　

練
習
を
し
た
後
、
向
山
型
暗
唱
指
導
を
行
う

（
指
導
法
は
『
向
山
洋
一
全
集
77	

向
山
型
国
語

＝
暗
唱
・
漢
字
文
化
・
五
色
百
人
一
首
』
に
詳

し
い
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
は
熱
中

状
態
に
な
っ
た
。

④　

略
地
図
指
導

　

暗
唱
さ
せ
た
後
は
、
位
置
関
係
と
名
称
の
漢

字
を
指
導
し
た
。
指
導
法
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン

ド
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

向
山
型
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
実
践
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
無
理
な
く
知
識
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

小こ

島じ
ま 

庸よ
う

平へ
い

東
京
都
三
鷹
市
立
羽
沢
小
学
校

向
山
型
授
業
パ
ー
ツ
で

無
理
な
く
知
識
を
定
着
さ
せ
る

向
山
型
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
実
践
で
四
十
七
都
道
府
県
を
定
着
さ
せ
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
て
、
向
山
氏
が
目
を
通
し
た

洋
書
の
書
き
込
み
を
公
開
し
て
い
る
。
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向山洋一：論文アーカイブから学ぶ
─授業技量向上の秘

ひ

訣
けつ

─

　

年
と
と
も
に
ク
ラ
ス
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に

な
っ
て
い
く
人
も
、
か
な
り
い
た
。
つ
ま
り
、

教
師
の
本
質
の
部
分
で
勉
強
し
て
な
い
人
た
ち

だ
っ
た
。

「
子
供
の
事
実
」
よ
り
「
自
分
の
思
い
付
き
」

「
自
分
の
都
合
」
を
優
先
す
る
人
々
だ
っ
た
。

︻
戸
村
解
説
︼

　

こ
の
論
文
の
前
段
は
、
東
京
都
立
小
山
台
高

等
学
校
の
後
輩
と
の
小
宴
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
。
そ
の
後
輩
の
一
人
は
、
衆
議
院
議
員
の

原
田
義
昭
氏
で
あ
る
。
当
時
、
厚
生
政
務
次
官

を
さ
れ
て
い
た
。
も
う
一
方
は
、
某
大
企
業
の

社
長
室
長
の
方
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
そ
の
道
の

プ
ロ
で
あ
る
。

　

向
山
氏
が
、
最
近
の
酒
席
で
度
々
小
山
台
高

校
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ
る
。
向
山

氏
の
高
校
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
聞
く
た
び

に
一
つ
一
つ
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
。
一
緒
に
学

ん
で
い
た
友
人
も
個
性
的
だ
。
小
山
台
高
校
に

は
、
政
財
界
、
芸
能
界
な
ど
で
活
躍
す
る
著
名

人
の
出
身
者
が
多
い
。
今
夏
、
夏
の
甲
子
園
東

東
京
大
会
で
、
都
立
高
校
と
し
て
は
極
め
て
ま

　
向
山
洋
一
氏
が
通
っ
て
き
た
プ
ロ
教
師

に
な
る
た
め
の
教
師
修
業
。
向
山
氏
が
「
嫌

い
」
と
い
う
教
師
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
つ

い
て
書
か
れ
た
論
文
を
紹
介
す
る
。

︻
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
一
九
九
八
年
十
一
月
号

巻
頭
論
文
よ
り
︼

二

　

一
小
学
校
教
師
と
政
務
次
官
、
普
通
に
考
え

れ
ば
、
一
緒
に
飲
む
間
柄
で
は
な
い
。

　

た
と
え
、
高
校
が
同
窓
だ
と
し
て
も
だ
。

　

し
か
し
、
私
が
二
人
の
後
輩
を
引
き
付
け
た

の
は
、「
教
師
の
仕
事
」
を
プ
ロ
と
し
て
や
っ

て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
思
う
。

　

ど
の
道
で
あ
れ
、
プ
ロ
の
話
は
面
白
い
。

　

プ
ロ
の
話
は
、
誰
と
話
し
て
も
通
用
す
る
。

れ
な
決
勝
進
出
。
大
き
く
注
目
さ
れ
、
卒
業
生

を
紹
介
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
も
あ
っ
た
。

　

向
山
氏
が
在
学
し
て
い
た
一
九
五
〇
年
代
か

ら
六
〇
年
代
に
掛
け
て
は
、
東
京
工
業
大
学
へ

の
合
格
者
数
が
全
国
一
位
。
東
大
合
格
者
数
が

全
国
ベ
ス
ト
10
に
入
る
年
も
あ
っ
た
。
私
も
小

山
台
高
校
の
出
身
。
そ
の
伝
説
は
、
三
十
年
以

上
後
輩
の
私
の
代
で
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

向
山
氏
は
高
校
時
代
か
ら
、
一
流
の
人
た
ち

と
勉
学
に
励
み
、
様
々
な
経
験
を
し
て
い
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
普
通
」
の
教
師
の

枠
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
実
践
、
運
動
を
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
論
文
で
、
向
山
氏
が
プ
ロ
教
師
と
な
る

た
め
の
修
業
の
一
端
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
ク
ラ
ス
全
員
を
跳
び
箱
が
跳
べ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
」

「
ク
ラ
ス
全
員
に
四
則
計
算
を
マ
ス
タ
ー

さ
せ
る
こ
と
」

で
あ
る
。
主
義
主
張
は
、
関
係
な
く
「
子
供
の

事
実
」
の
み
を
追
求
し
、
そ
の
事
実
を
作
る
た

　

プ
ロ
の
話
は
、「
本
物
」
だ
け
だ
か
ら
だ
。

　

無
論
、
私
は
、
初
め
か
ら
プ
ロ
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。

　

ジ
ー
パ
ン
を
履
い
て
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
た

駆
け
出
し
時
代
が
立
派
に
あ
っ
た
。

「
ど
こ
の
馬
の
骨
か
分
か
ら
な
い
奴
に
、
大
事

な
子
供
を
預
け
て
い
る
ん
だ
」
と
、
酒
の
席
で

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
昔
か
ら
、
そ
う
教
師
に
な
っ
た
そ
の

と
き
か
ら
私
の
関
心
は
「
子
供
の
事
実
」
し
か

な
か
っ
た
。

「
ク
ラ
ス
全
員
を
跳
び
箱
が
跳
べ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」

「
ク
ラ
ス
全
員
に
四
則
計
算
を
マ
ス
タ
ー
さ
せ

る
こ
と
」

　

こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
「
子
供
の
事
実
」
の

め
の
具
体
的
な
「
教
育
技
術
」
を
向
山
氏
は
提

案
し
続
け
て
き
た
。

　

こ
の
絶
え
ざ
る
追
究
過
程
で
生
ま
れ
た
の
が
、

「
向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
」
で
あ
り
、「
向
山
型

算
数
指
導
法
」
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
恩
恵
に

預
か
り
、
子
供
た
ち
に
跳
び
箱
指
導
が
で
き
、

算
数
指
導
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

向
山
氏
が
、「
嫌
い
」
と
す
る
人
た
ち
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
偉
そ
う
な
こ
と
を

言
う
が
、
授
業
が
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、

若
い
教
師
の
足
を
引
っ
張
る
タ
イ
プ
。

　

も
う
一
つ
、
本
論
文
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

一
見
も
っ
と
も
そ
う
に
「
子
供
の
実
態
」

な
ど
を
し
ゃ
べ
る
人

で
あ
る
。
こ
う
い
う
教
師
は
今
で
も
多
い
。
授

業
の
形
式
ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
人
。「
授
業
最

初
の
挨
拶
」「
板
書
を
構
造
的
に
し
ろ
」「
め
あ

て
と
ま
と
め
を
書
け
」
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な

こ
と
ば
か
り
言
う
教
師
で
あ
る
。

「
子
供
の
事
実
」
で
授
業
を
語
る
文
化
を
広
め

て
い
く
こ
と
が
、
今
こ
そ
必
要
だ
。

み
が
私
の
関
心
の
対
象
だ
っ
た
。

　

附
属
小
の
教
育
実
習
で
、
数
百
名
の
実
習
生

を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
ほ
ど
だ
っ
た
か
ら
、

見
込
み
の
あ
る
新
卒
だ
っ
た
ろ
う
。

　

親
に
好
か
れ
た
し
、同
僚
に
も
大
切
に
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、私
に
は
、ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

ど
こ
の
職
場
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、「
陰

口
」
を
言
い
「
悪
口
」
を
言
う
大
人
も
い
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
、ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
人
の
「
ノ
イ
ズ
」
が
、
私
に
影
響

を
与
え
た
こ
と
は
全
く
な
い
。

三

　

私
が
嫌
い
な
人
々
が
い
た
。
嫌
い
と
い
う
よ

り
「
私
と
は
違
う
」
と
思
っ
た
人
々
だ
。

　

一
つ
は
、
組
合
な
ど
を
熱
心
に
や
り
、
そ
の

く
せ
研
究
授
業
を
嫌
が
る
タ
イ
プ
、
偉
そ
う
に

大
き
な
こ
と
を
言
う
が
、
言
う
こ
と
が
一
つ
一

つ
空
々
し
い
が
、
そ
の
く
せ
、
授
業
が
な
っ
て

な
い
タ
イ
プ
。

　

こ
う
し
た
人
は
年
を
取
る
に
従
い
、
大
ジ
ジ

や
大
バ
バ
に
な
っ
て
、
す
て
き
な
若
い
教
師
の

足
を
引
っ
張
る
よ
う
に
な
っ
た
。

プ
ロ
教
師
は
「
子
供
の
事
実
」
を
追
求
す
る

ど
ん
な
世
界
で
も
「
プ
ロ
」
の
仕
事
は
、
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

戸と

村む
ら 

隆た
か

之ゆ
き

東
京
都
目
黒
区
立
烏
森
小
学
校
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も
の
方
法
ら
し
く
、
ノ
ー
ト
を
開
か

せ
る
よ
う
な
指
示
は
な
い
。

　

五
秒
後
。

　

は
い
、
次
に
一
字
分
、
ま
る

２
を
と
っ
て
。

　

ま
る
２
、「
創
意
工
夫
す
る
」

の
「
創
意
」、「
創
意
工
夫
」
の
「
創

意
」。

　

も
う
子
供
た
ち
は
集
中
し
て
い
る
。

三
問
目
を
出
す
の
は
こ
の
十
五
秒
後

で
あ
る
。

　

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
場
面
か
ら
、

私
た
ち
は
い
く
つ
も
の
学
び
を
抽
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
第
一
に
、
向
山
氏
は
子
供
た

ち
の
ブ
ー
イ
ン
グ
を
無
視
し

た
。

②
第
二
に
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、

テ
ン
ポ
良
く
そ
の
ま
ま
活
動

に
入
っ
て
い
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

し
く
繰
り
返
し
た
。

③
向
山
氏
も
一
緒
に
な
っ
て

「
え
ー
」
と
ブ
ー
イ
ン
グ
を
し

た
。

④
そ
の
他
。

　

正
解
は
①
で
あ
る
。

　

ま
る
で
子
供
た
ち
の
ブ
ー
イ
ン
グ

が
聞
こ
え
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、

向
山
氏
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

授
業
を
進
め
る
の
だ
。

　

一
番
。（
ま
だ
ブ
ー
イ
ン
グ
の

中
）

　

一
番
。

「
合
唱
団
を
指
揮
す
る
」
の
「
指

揮
」

（
間
）

　

ま
る
１
、
指
揮
。

　

こ
の
あ
た
り
で
、
子
供
た
ち
は

シ
ー
ン
と
な
っ
て
書
き
始
め
る
。

　

向
山
氏
は
恐
ら
く
漢
字
ス
キ
ル
な

ど
を
手
に
持
っ
て
、
問
題
を
見
な
が

ら
、
口
頭
で
出
題
し
て
い
る
。
い
つ

　

向
山
先
生
は
ど
う
や
ら
本
気

で
漢
字
テ
ス
ト
を
す
る
よ
う
だ
。

　

そ
れ
を
確
信
し
た
子
供
た
ち
の

ブ
ー
イ
ン
グ
が
大
き
く
な
っ
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
二
学
期
の
初
日

で
あ
る
。
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
、
子

供
た
ち
と
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
の

だ
。

　

そ
の
初
日
の
朝
の
、
出
会
っ
た
直

後
の
、
一
番
最
初
の
活
動
が
こ
れ
で

あ
る
。
い
き
な
り
の
漢
字
テ
ス
ト
な

の
だ
。

　

子
供
た
ち
が
ブ
ー
イ
ン
グ
を
し
た

く
な
る
気
持
ち
も
分
か
る
。

　

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
こ
の
よ

う
な
場
面
は
、
教
室
で
は
よ
く
あ
る

こ
と
だ
。
い
つ
も
、
子
供
た
ち
が
喜

ぶ
よ
う
な
活
動
ば
か
り
を
も
っ
て
く

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

あ
な
た
の
教
室
で
も
、
起
こ
り
う

る
シ
ー
ン
で
あ
る
は
ず
だ
。

　

さ
て
、
向
山
氏
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
だ
ろ
う
か
。

①
笑
顔
の
ま
ま
、
何
も
対
応
し

な
か
っ
た
。

②
最
初
に
声
を
出
し
た
子
を
見

て
「
漢
字
の
テ
ス
ト
を
い
た

し
ま
す
」
と
、
ゆ
っ
く
り
優

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業の ベーシック
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　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

　

下
手
な
授
業
者
は
、
最
初
の
一
言
か
ら
駄
目

だ
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
目

が
泳
い
で
い
る
。
声
が
通
ら
な
い
。
音
数
が
多

い
。
い
ず
れ
も
迷
惑
。
子
供
は
ど
う
動
い
た
ら

良
い
の
か
戸
惑
う
ば
か
り
で
あ
る
。
何
故
「
下

手
」
が
生
ま
れ
る
の
か
。「
下
手
」
を
自
覚
し

な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の
実
力
を
認
知
し
て

い
な
い
。

　

一
般
の
学
校
で
は
、
授
業
の
腕
を
上
げ
る
の

は
無
理
で
あ
る
。
初
任
の
頃
は
指
導
教
官
が
付

い
た
は
ず
だ
が
、こ
れ
が
心
も
と
な
い
。「
外
れ
」

だ
っ
た
ら
も
う
終
わ
り
で
、
一
生
誰
も
何
も

言
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
の
ま
ま
で
退
職
ま
で

行
っ
て
し
ま
う
。
人
様
に
仕
事
（
授
業
）
を
見

て
も
ら
う
機
会
は
、
数
年
に
一
度
の
研
究
授
業
。

こ
れ
は
形
ば
か
り
。
本
当
の
こ
と
は
誰
も
言
わ

な
い
。
学
期
に
一
度
程
度
の
授
業
参
観
は
、
所

詮
素
人
相
手
。
し
か
も
子
供
を
人
質
に
取
ら
れ

て
い
る
の
で
何
も
言
え
な
い
。

　

で
は
ど
う
や
っ
て
「
授
業
の
う
ま
い
教
師
」

が
生
ま
れ
る
の
か
。
こ
れ
は
逆
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
一
つ
は
自
ら
進
ん
で
授
業
を
本
職

に
見
て
も
ら
う
こ
と
。
し
か
も
こ
れ
は
「
歯
に

衣
着
せ
ず
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る
」
相

手
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
。
き
れ
い
事
は
害
に

な
る
。
も
う
一
つ
は
自
分
の
仕
事
（
授
業
）
を

記
録
し
、
検
証
し
、
改
良
を
加
え
る
こ
と
だ
。

録
音
・
録
画
は
絶
対
の
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
を

テ
キ
ス
ト
化
し
、
赤
を
入
れ
、
自
分
の
言
っ
た

言
葉
を
削
る
。
こ
れ
な
く
し
て
授
業
が
う
ま
く

な
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
だ
か
ら
下
手
ば
か

り
の
業
界
に
な
る
。

　

私
が
出
会
っ
た
教
師
た
ち
で
、
先
の
二
つ
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
は
ほ
ん
の
一
握
り
で

あ
る
。
私
自
身
「
授
業
を
見
て
（
教
え
て
）
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
（
多
分
）
一
度

も
な
い
。
多
く
の
教
師
も
同
様
だ
ろ
う
。
逆
に

嫌
が
ら
れ
る
。
自
分
の
授
業
を
録
音
・
録
画
し

て
い
る
教
師
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
私
が
や
っ

て
い
る
と
不
思
議
な
顔
を
さ
れ
る
。
中
に
は
そ

れ
を
禁
止
す
る
管
理
職
も
い
る
。「
子
供
が
映

る
か
ら
」
だ
と
言
う
。
こ
の
仕
事
は
子
供
相
手

な
の
だ
か
ら
映
っ
て
当
然
で
あ
る
。
釣
り
師
に

「
魚
を
撮
る
な
（
捕
る
な
）」
と
言
っ
て
い
る
の

と
同
じ
だ
。
魚
に
は
肖
像
権
は
な
い
と
言
う
な

ら
ば
、
卒
業
式
・
入
学
式
・
運
動
会
の
あ
の
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
の
乱
立
は
何
だ
。
滅
茶
苦
茶
で
あ

る
。
一
切
禁
止
し
て
、
学
校
が
録
っ
た
も
の
を

モ
ザ
イ
ク
処
理
し
て
一
人
一
人
、
本
人
様
し
か

映
っ
て
い
な
い
物
を
配
る
べ
き
だ
。
全
く
整
合

性
が
な
い
。
公
立
学
校
で
や
っ
て
い
る
仕
事
は
、

公
民
館
・
図
書
館
な
ど
と
同
じ
く
公
共
性
を
有

す
る
。
誰
に
い
つ
見
ら
れ
て
も
良
い
の
だ
。

下
手
な
授
業
者
を
大
量
生
産
す
る
愚
か
な
シ
ス
テ
ム

二
十
代
の
頃
、
毎
日
授
業
を
録
音
し
て
テ
ー
プ
起
こ
し
し
た
。
そ
れ
を
学
級
通
信
に
載
せ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
三

十
代
の
頃
、
研
究
授
業
百
回
を
突
破
し
た
。
し
か
し
、
授
業
は
下
手
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
自
己
満
足
で
あ
る
。
四
十
代

は
苦
し
ん
だ
。
ご
く
ま
れ
に
し
か
得
心
の
行
く
仕
事
に
な
ら
な
い
。
五
十
代
に
入
っ
て
、や
っ
と
仕
事
が
分
か
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
才
能
で
は
な
い
。「
継
続
」
と
い
う
道
あ
っ
て
の
結
果
だ
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」⑧
二学期初日の漢字テスト。子供
たちのブーイングに対する向山
氏の対応を分析する。細かな指
導場面から、いくつもの原則を
取り出すことができる。
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門も
ん

間ま 
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Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会

　

新
卒
の
年
の
四
月
、
子
供
た
ち
の

前
で
次
の
宣
言
を
し
た
。

「
跳
び
箱
を
跳
べ
な
い
人
は
、
先
生

が
跳
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
」

　

十
二
名
の
跳
べ
な
か
っ
た
子
全
員

を
跳
ば
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
（
以
下
、

＂Ａ
・
Ｂ
の
方
法
＂
と
す
る
）
を
追

試
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
来
、
学
級
担
任
を
し
た
際
に
は

全
員
跳
ば
せ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
き

た
。
Ａ
・
Ｂ
の
方
法
を
追
試
し
て
跳

べ
な
か
っ
た
子
は
一
人
も
い
な
い
。

　

向
山
氏
が
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

「
全
員
跳
ば
せ
ら
れ
る
」
と
い
う

の
は
、
誰
で
も
で
き
る
こ
と
な

の
で
あ
る
。

（『
向
山
の
教
師
修
業
十
年
』
学

必
要
な
の
で
あ
る
。

（
前
掲
書	

三
四
ペ
ー
ジ
）

　

つ
ま
り
、
人
前
で
「
跳
ば
せ
ら
れ

る
」
と
宣
言
す
る
た
め
に
は
、
次
の

条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈠　

Ａ
・
Ｂ
の
方
法
で
指
導
を

し
て
跳
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

㈡　

Ａ
・
Ｂ
の
方
法
で
跳
べ
な

い
子
を
ど
の
よ
う
に
指
導
を

し
た
か
と
い
う
実
践
が
あ
る
。

　

私
は
㈠
の
条
件
し
か
満
た
し
て
い

な
い
。
そ
れ
だ
け
で
「
跳
ば
せ
ら
れ

る
」
と
宣
言
を
し
て
い
た
の
だ
。

　

対
し
て
、
向
山
氏
は
違
う
。

　

向
山
氏
は
Ａ
・
Ｂ
の
方
法
を
開
発

し
、
そ
れ
で
も
跳
べ
な
い
子
の
実
践

記
録
を
複
数
公
開
し
て
い
る
。

・
助
走
の
リ
ズ
ム
が
と
れ
な
い

子
へ
の
指
導
※1
。

・
虚
弱
な
た
め
に
体
重
が
支
え

ら
れ
な
か
っ
た
子
へ
の
指
導
※2
。

・
特
別
支
援
を
要
す
る
三
人
の

子
へ
の
指
導
※3
。

　

向
山
氏
は
述
べ
る
。

　

Ａ
・
Ｂ
の
方
法
で
や
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
子
は
跳
べ
る
よ
う

に
な
る
。
私
の
経
験
か
ら
す
る

と
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
。

（『
新
版	

授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

学
芸
み
ら
い
社　

八
一
ペ
ー
ジ
）

　

Ａ
・
Ｂ
の
方
法
で
も
跳
べ
な
い
僅

か
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
へ
の
指
導
が

向
山
氏
に
は
存
在
し
、
私
に
は
存
在

し
な
い
。
向
山
氏
は
指
摘
す
る
。

　

わ
ず
か
な
差
の
中
に
多
く
の

努
力
と
き
た
え
が
入
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
前
掲
書　

三
〇
ペ
ー
ジ
）

　

僅
か
な
差
に
こ
だ
わ
っ
て
教
師
修

業
を
続
け
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

芸
み
ら
い
社　

三
四
ペ
ー
ジ
）

人
前
で
宣
言
で
き
る
条
件

　

今
年
度
は
「
跳
ば
せ
ら
れ
る
」
と

い
う
宣
言
を
し
て
い
な
い
。
宣
言
す

る
た
め
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
と
に
気
が
付
い
た
か
ら
だ
。

　

で
は
、
宣
言
す
る
た
め
の
条
件
と

は
何
か
。

　

答
え
は
向
山
氏
の
文
に
あ
っ
た
。

こ
の
一
文
を
私
は
読
み
落
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
次
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
を
人
前
で
言
え

る
ま
で
に
は
、
や
は
り
、
Ａ
・

Ｂ
の
方
法
で
も
で
き
な
い
子
供

を
ど
う
指
導
し
た
か
と
い
う
一

つ
一
つ
の
仕
事
の
積
み
重
ね
が

※1 

﹃
向
山
の
教
師
修
業
十
年
﹄（
学
芸
み
ら
い
社　

三
二
、
三
三
ペ
ー
ジ
）

※2 

﹃
新
版 

授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
﹄（
学
芸
み
ら
い
社　

八
一
、
八
二
ペ
ー
ジ
）

※3 

﹃
跳
び
箱
は
誰
で
も
跳
ば
せ
ら
れ
る
﹄（
明
治
図
書　

一
七
八
～
一
八
三
ペ
ー
ジ
）

全
員
の
前
で
宣
言
で
き
る
条
件

向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
は
跳
び
箱
が
跳
べ
な
い
子
を
跳
ば
せ
る
技
術
・
技
能
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

人
前
で
「
跳
ば
せ
ら
れ
る
」
と
宣
言
で
き
る
ま
で
の
教
師
修
業
の
道
の
り
も
隠
さ
れ
て
い
る
。

全
員
の
前
で
宣
言
で
き
る
条
件

向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
は
、
跳
び
箱
が
跳
べ
な
い
子
を
跳
ば
せ
る
技
術
・
技
能
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

人
前
で
「
跳
ば
せ
ら
れ
る
」
と
宣
言
で
き
る
ま
で
の
教
師
修
業
の
道
の
り
も
隠
さ
れ
て
い
る
。

実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

無
謀
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
笑
顔
で
臨
む

成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
場
は
授
業
だ
け
で
は
な
い
。
中
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
、
可
能
な
限
り
の
事
実
を
生
み
出
す
の
が
私
の
使
命
で
あ
る
。

　

夏
季
休
業
中
の
仕
事
に
つ
い
て
書
く
。

　

勤
務
校
で
は
八
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で

を
部
活
動
停
止
と
し
て
い
る
。
私
も
、
そ
れ
は

そ
れ
で
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
関
し
て
は
、
盆

明
け
数
日
後
に
重
要
な
大
会
が
控
え
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
停
止
期
間
に
ボ
ー
ル
に
触
れ
て
お

か
な
け
れ
ば
、
実
力
発
揮
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
目
に
見
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
保
護
者
有
志
が
有
料
コ
ー
ト
を
取

り
、
自
主
練
習
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
練
習
を

見
て
ほ
し
い
と
保
護
者
と
生
徒
か
ら
頼
ま
れ
た
。

　

頼
ま
れ
事
に
は
笑
顔
で
応
じ
る
の
が
流
儀
で

あ
る
。
行
く
し
か
な
い
。
体
調
が
万
全
で
な
く

と
も
、
で
き
る
こ
と
は
あ
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
十
三
日
、
盆
の
入
り
の
日

も
早
朝
に
家
を
出
た
。

　

部
活
動
計
画
上
「
休
み
」
と
な
っ
て
い
る
か

ら
、
旅
行
に
出
掛
け
る
生
徒
も
多
い
。

　

そ
れ
で
も
十
四
名
が
集
っ
た
。

　

十
六
日
、
送
り
盆
。
こ
の
日
も
昼
ま
で
自
主

練
習
に
付
き
添
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
盆
休
み
」
は
一
日
も
な
い
。

　

強
豪
県
で
は
、
部
活
動
以
外
の
場
で
も
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ま
な
け
れ
ば
勝
て
な
い
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
選
手
は
、
中
学
に
上
が
る
段
階

で
競
技
歴
八
～
十
年
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
埼
玉
の
小
学
生
は
毎
年
の
よ
う
に

全
国
大
会
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
国
の
強
化
選
手

に
も
毎
年
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

そ
こ
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
経
験
の
な
い

生
徒
を
引
き
連
れ
、
戦
い
を
挑
む
。

　

相
手
に
と
っ
て
、
こ
ち
ら
に
勝
つ
の
は
赤
子

の
手
を
ひ
ね
る
よ
り
易
し
い
。

　

私
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
一
言
で
言
う
と
、

無
謀
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
彼
ら
に
勝
た
な
け
れ
ば
、
県
の
ベ

ス
ト
８
、
ベ
ス
ト
４
に
は
残
れ
な
い
。
牙
城
の

一
角
を
崩
せ
な
け
れ
ば
、
優
勝
な
ど
夢
の
ま
た

夢
だ
。

　

自
ら
選
ん
だ
競
技
の
、
生
活
の
中
で
の
優
先

順
位
を
最
上
位
に
し
て
い
な
い
選
手
は
勝
て
な

い
。

　

目
の
前
の
子
供
た
ち
は
、
そ
れ
を
身
を
も
っ

て
、情
け
な
さ
と
悲
し
み
を
も
っ
て
、学
び
取
っ

た
。
そ
し
て
歩
み
出
し
た
。

　

ボ
ロ
ボ
ロ
に
負
け
て
も
、
な
お
挑
戦
を
止
め

な
い
選
手
ら
に
応
え
る
べ
く
、
私
も
ま
た
私
の

使
え
る
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
む
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
の
合
間
に
。

　

そ
の
姿
勢
は
崩
さ
な
い
。
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆
井い

の

上う
え 

好よ
し

文ふ
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
学
副
代
表

高
段
者
編

A

Q

　

Ｋ
さ
ん
は
少
し
ず
つ
、「
で
き
る
」
こ
と
が

増
え
、
二
学
期
の
期
末
テ
ス
ト
で
七
〇
点
を
超

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。「
高
校
へ
進
学
し

た
い
」
と
小
声
で
打
ち
明
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
そ
の
頃
か
ら
で
し
た
。　

　

Ｋ
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
数
学
の
内

容
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

①	

学
校
の
中
に
安
心
で
き
る
場
所
が
あ
る

こ
と

②	

独
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
と
い
う
安
心
感

③
一
人
で
も
ち
ゃ
ん
と
勉
強
で
き
た
、
分

か
っ
た
と
い
う
手
応
え
⋮
⋮

　

そ
の
後
、
Ｋ
さ
ん
は
自
宅
近
く
の
県
立
高
校

に
進
学
し
、
笑
顔
で
通
学
で
き
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
子
や
自
分

の
心
の
中
を
他
人
に
の
ぞ
か
れ
た
く
な
い
子
へ

の
対
応
は
、
ま
ず
、
そ
の
子
の
「
で
き
る
」
こ

と
を
一
つ
一
つ
増
や
し
、
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
子
か
ら
の
信
頼
と
尊

敬
を
獲
得
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
校
の
教
師
（
男
性
）
で
す
。

　
女
子
生
徒
へ
の
対
応
で
困
っ
て
い
ま

す
。
授
業
中
、
指
名
す
る
と
答
え
て
は

く
れ
る
の
で
す
が
、
休
み
時
間
な
ど
は

あ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
人
間
関
係
の
こ

じ
れ
な
ど
の
生
徒
指
導
案
件
に
つ
い
て

は
、
聞
き
取
り
を
し
よ
う
と
し
て
も
、

話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
た
ら
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
　

中
学
校
の
教
室
に
は
様
々
な
子
が
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な

子
も
い
ま
す
。
自
分
の
心
の
中
を
他
人
に
の
ぞ

か
れ
た
く
な
い
子
も
い
ま
す
。
し
か
も
、
彼
や

彼
女
た
ち
は
不
安
定
な
思
春
期
の
真
っ
た
だ
中

で
す
。

　

Ｋ
さ
ん
も
そ
ん
な
中
学
生
の
一
人
で
し
た
。

Ｋ
さ
ん
は
、
中
三
の
一
学
期
の
途
中
か
ら
教
室

に
入
れ
な
く
な
り
、
別
室
登
校
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

二
学
期
に
な
り
、
そ
の
Ｋ
さ
ん
と
一
緒
に
、

週
に
三
回
、
数
学
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
教
科
書
を
音
読
し
、
例
示
問
題
を
一

緒
に
解
き
ま
す
。
次
は
一
人
で
、
例
示
問
題
と

同
じ
よ
う
に
教
科
書
の
練
習
問
題
を
ノ
ー
ト
に

解
き
、
最
後
の
詰
め
は
「
あ
か
ね
こ
中
学
数
学

ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
で
す
。
数
学
ス

キ
ル
は
、
成
功
体
験
を
保
証
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

中
学
校
教
材
で
す
。

思
春
期
の
女
子
生
徒
へ
の
対
応

そ
の
子
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、

信
頼
と
尊
敬
を
獲
得
す
る
。

我
流
が
ひ
ど
か
っ
た
向
山
式

「
ご
対
面
方
式
」
に
よ
る
席
替
え

大
切
な
文
章
を
読
ま
ず
に
い
た
た
め
、
ト
ン
デ
モ
ナ
ク

不
公
平
な
席
替
え
に
な
っ
て
い
た
。

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學

　

向
山
洋
一
氏
が
紹
介
し
た
「
ご
対

面
方
式
」
の
席
替
え
を
や
っ
た
方
は

多
い
だ
ろ
う
。

　

初
め
に
女
子
が
廊
下
に
出
て
、
男

子
だ
け
が
自
分
の
席
を
決
め
、
続
い

て
男
子
が
廊
下
に
出
て
、
女
子
が
席

を
決
め
る
。「
ご
対
面
！
」
の
合
図

で
男
女
同
時
に
自
分
の
席
に
着
く
と

い
う
方
法
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、

自
由
に
席
を
決
め
る
場
面
で
あ
る
。

　

若
い
頃
の
私
は
、
こ
こ
を
ひ
ど
い

我
流
で
や
っ
て
い
た
。
今
、
思
い
出

す
と
、
子
供
に
申
し
訳
な
い
。

　

好
き
な
席
を
選
ば
せ
る
場
面
。
席

の
後
ろ
に
、
希
望
す
る
二
～
三
人
が

（『
夏
休
み
あ
け	

ク
ラ
ス
再
構
築

の
急
所
①
』
向
山
洋
一
著

　

T
O
S
S
メ
デ
ィ
ア
）

　

子
供
に
移
動
す
る
自
由
を
保
証
し
、

さ
ら
に
人
数
調
整
も
で
き
る
。

我
流
２

　

負
け
た
子
を
放
置
し
た
。

　

私
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
に
負
け
た
子

を
、
教
室
の
後
ろ
に
移
動
さ
せ
ず
に

放
っ
と
い
た
。
負
け
た
子
は
ど
う
し

た
か
。
す
ぐ
に
別
の
席
に
移
動
し
た
。

な
か
に
は
、
座
っ
て
い
る
子
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
す
る
子
も
い
た
。
せ
っ
か

く
座
っ
て
い
た
子
は
、
移
動
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
れ
は
も
う
メ
チ
ャ
ク

チ
ャ
で
あ
る
。

　

２
人
以
上
の
子
を
じ
ゃ
ん
け

ん
さ
せ
る
。
そ
し
て
言
う
。

「
勝
っ
た
子
は
そ
の
席
で
立
ち
、

負
け
た
子
は
う
し
ろ
に
行
き
な

さ
い
」
立
た
せ
て
お
く
こ
と
が

大
切
だ
。
す
ぐ
す
わ
ら
せ
る
と
、

「
前
に
す
わ
っ
た
子
」「
じ
ゃ
ん

け
ん
で
負
け
た
子
」
が
分
か
ら

な
く
な
る
。
負
け
た
子
を
、
う

し
ろ
に
行
か
せ
る
の
も
大
切
だ
。

そ
う
し
な
い
と
、
勝
手
に
空
い

て
い
る
席
に
す
わ
っ
て
し
ま
う

の
だ
。
負
け
た
子
は
う
し
ろ
に

行
っ
て
、
勝
っ
た
子
は
立
っ
て
い

る
。
勝
っ
た
子
を
す
わ
ら
せ
る
。

（
前
掲
書
）

　

混
乱
し
そ
う
な
場
面
で
も
、
向
山

氏
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
き
ち
ん
と
働

い
て
い
る
。
不
公
平
・
不
正
を
作
ら

な
い
仕
組
み
が
あ
る
。

　

我
流
の
私
の
場
合
、「
空
い
て
い

る
席
」
ど
こ
ろ
か
「
既
に
座
っ
て
い

る
席
」
に
動
く
の
さ
え
見
逃
し
た
。

弱
肉
強
食
を
生
む
席
替
え
だ
っ
た
。

「
ご
対
面
」
に
よ
る
席
決
め
は
、

法
則
化
運
動
か
ら
広
が
っ
て

い
っ
た
の
だ
が
イ
ー
ジ
ー
に

扱
っ
て
、
不
信
を
買
う
教
師
が

い
る
。　
　
　
　
　
　
（
前
掲
書
）

　

ま
さ
に
私
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

我
流
は
恐
ろ
し
い
。
原
文
、
原
実

践
に
当
た
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

集
ま
る
。
早
い
者
勝
ち
で
は
駄
目
な

の
で
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
さ
せ
る
。

我
流
１

　

す
ぐ
に
じ
ゃ
ん
け
ん
さ
せ
た
。

　

そ
の
時
、す
ぐ
「
じ
ゃ
ん
け
ん
」

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
２
人
、
３
人
の
所
は
じ
ゃ
ん

け
ん
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
空

い
て
い
る
席
も
あ
り
ま
す
。
そ

ち
ら
を
つ
か
え
ば
、
仲
良
し
の

人
と
同
じ
班
に
な
れ
ま
す
。
移

り
た
い
と
い
う
人
、
移
っ
て
い
い

で
す
。相
談
を
し
て
も
い
い
で
す
」
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回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る　

　

構
成
：
和わ

田だ 

孝た
か
　こ子

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　http://tosshoken.com/

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：和田孝子

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

株式会社	騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

祖
母
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
勝
手
に
持
ち
出
し
、

友
達
と
三
十
万
円
使
っ
た
子
の
保
護
者
か
ら
の
依
頼

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か

　

祖
母
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

勝
手
に
持
ち
出
し
、
友
達
と
三
十

万
円
使
っ
た
子
が
い
ま
す
。
保
護

者
は
「
お
金
を
持
っ
て
こ
な
い
と

遊
ば
な
い
と
脅
さ
れ
た
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。「
一
緒
に
使
っ
た
子

た
ち
の
保
護
者
へ
、
謝
罪
と
全
額

返
金
を
す
る
よ
う
、
先
生
か
ら

言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

ほ
か
の
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

持
ち
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
身

内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
三
十
万
円
と
い
う
大
き
な
金
額

を
使
っ
て
遊
ぶ
こ
と
自
体
、
子
供
と
し

て
よ
く
な
い
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

「
ほ
か
の
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

使
っ
た
場
合
は
、
弁
償
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
」
と
、
子
供
た
ち
に
、

事
実
を
教
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
教
育
の
範
囲

で
で
き
る
こ
と
は
こ
こ
ま
で
で
す
。

　

教
育
者
の
立
場
で
、
お
金
を
返

納
さ
せ
る
と
い
う
交
渉
ま
で
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
供
た
ち
に
教
え
る
べ
き
こ
と
は
教

え
て
、
そ
れ
以
上
は
保
護
者
に
任
せ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

校
外
で
起
こ
っ
た
こ
と
で
す
の

で
、
基
本
的
に
は
保
護
者
同
士
で

お
話
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

な
ど
と
伝
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
次
号
。

　

校
内
の
研
究
授
業
で
私
が
授
業

を
す
る
際
に
、
先
輩
教
師
か
ら
「
教

科
書
を
使
わ
ず
に
授
業
を
し
た
方

が
よ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
理

由
は
、
教
科
書
は
答
え
が
載
っ
て

い
て
面
白
く
な
い
か
ら
だ
そ
う
で

す
。
今
後
の
付
き
合
い
も
あ
る
の

で
、
聞
い
た
方
が
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

TOSS授業技量検定
――夏の思い出
最年長記録、板倉先生の挑戦。

１ 

授
業
技
量
検
定
と
夏
休
み

　

九
月
三
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技

量
検
定
の
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

今
年
は
、
既
に
二
学
期
が
始
ま
っ

て
い
る
学
校
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

中
央
事
務
局
検
定
は
、
十
五
年
前

か
ら
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　

私
が
受
検
し
て
い
た
の
は
、
十

五
年
前
か
ら
に
な
る
。
毎
年
の
よ

う
に
、
夏
休
み
の
か
な
り
の
時
間

を
こ
の
検
定
の
た
め
に
使
っ
て
い

た
。
家
族
と
車
で
旅
行
し
て
も
、

車
の
中
で
、
息
子
や
主
人
を
相
手

に
模
擬
授
業
を
し
て
い
た
。

　

夏
休
み
の
プ
ー
ル
当
番
の
と
き

も
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
歩
き
な
が

ら
、
独
り
言
の
よ
う
に
「
ぶ
つ
ぶ

つ
」
声
に
出
し
な
が
ら
練
習
し
て

い
た
も
の
だ
。
私
は
、
言
葉
の
確

定
を
し
て
か
ら
百
回
を
超
す
練
習

を
し
な
く
て
は
、
身
に
付
か
な

か
っ
た
。

　

私
は
、
検
定
の
制
度
が
始
ま
っ

て
す
ぐ
受
検
し
た
た
め
、
本
の
出

版
や
講
演
な
ど
も
加
味
さ
れ
、
優

遇
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
Ｄ
表
や
Ｃ

表
の
「
授
業
の
基
礎
基
本
」
が
鍛

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
受
検
の

た
び
に
、
自
分
の
弱
点
に
気
付
か

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
イ
ソ
ッ
プ
、

源
氏
物
語
、
明
治
維
新
、
塩
の
道
、

性
教
育
な
ど
な
ど
、
毎
年
教
材
研

究
を
し
、
検
定
を
受
け
て
き
た
。

教
材
と
葛
藤
す
る
こ
と
の
面
白
さ

も
知
っ
た
。

　

そ
れ
ら
の
授
業
は
、
ほ
と
ん
ど

を
授
業
参
観
で
も
行
っ
た
。
こ
の

授
業
技
量
検
定
で
ど
れ
だ
け
鍛
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
か
と
、
懐
か
し

く
思
う
。

　

こ
の
検
定
の
シ
ス
テ
ム
が
い
つ

の
間
に
か
技
量
を
上
げ
て
く
れ
る
。

２ 

最
年
長
板
倉
先
生
の 

 
 

検
定
挑
戦

　

今
年
、
最
年
長
の
板
倉
先
生
が

受
検
す
る
と
聞
い
て
い
た
。
向
山

先
生
と
会
場
入
り
す
る
と
、
ち
ょ

う
ど
板
倉
先
生
が
授
業
を
始
め
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

（
向
山
先
生
が
入
っ
て
い
っ
た
ら
、

喜
ぶ
か
な
？　
緊
張
す
る
か
な
？
）

な
ん
て
思
っ
た
。
前
の
方
で
ス
タ

ン
バ
イ
し
て
い
た
板
倉
先
生
に
手

を
振
る
と
、
板
倉
先
生
も
、
手
を

振
っ
て
く
れ
た
。「
こ
れ
じ
ゃ
、

ま
る
で
我
が
子
の
発
表
会
を
見
守

る
母
の
よ
う
だ
」
な
ん
て
思
っ
た

り
し
た
。
見
て
い
る
間
も
、
板
倉

先
生
の
穏
や
か
で
急
が
な
い
テ
ン

ポ
に
「
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
な
い

か
し
ら
」
な
ど
と
失
礼
に
も
ハ
ラ

ハ
ラ
心
配
し
て
し
ま
っ
た
。

　

無
事
、
四
段
か
ら
、
五
段
に
昇

段
さ
れ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。

３ 

旗
の
台
の
祭
り

　

旗
の
台
の
祭
り
は
盛
大
で
に
ぎ

や
か
だ
。
旗
岡
八
幡
神
社
の
境
内

は
、
五
十
軒
を
超
す
露
店
が
並
び
、

歩
く
の
も
苦
労
す
る
ほ
ど
人
々
が

ひ
し
め
く
。
例
年
、
祭
り
は
向
山

先
生
の
誕
生
日
に
近
い
。
旗
岡
八
幡

神
社
の
隣
は
法
蓮
寺
が
あ
り
、
十

月
の
お
会
式
も
ま
た
盛
大
で
あ
る
。

　

こ
の
旗
の
台
の
神
社
と
お
寺
は
、

向
山
先
生
の
ご
自
宅
か
ら
三
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
近
さ
で
、
私
も

よ
く
そ
の
前
を
通
る
。
町
の
人
は
、

神
社
の
前
を
通
る
と
き
に
は
、
社

殿
に
一
礼
す
る
人
が
多
い
。
町
に

こ
う
し
た
所
作
が
あ
ふ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
す
て
き
だ
。

向山先生とアニャンゴの寄付
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次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供

たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ

向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ 世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

オクム師匠の教え⑧
「アニャンゴ、踊りなさい」
「アニャンゴ、ニャティティを弾きなさい」

「
明
日
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
マ
シ

ン
ダ
ノ
に
連
れ
て
い
く
」

　

突
然
、
オ
ク
ム
が
言
っ
た
。

　

マ
シ
ン
ダ
ノ
と
い
う
の
は
音
楽

の
競
技
会
だ
。
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

の
五
、
六
倍
は
あ
る
広
場
で
、
何

人
も
の
名
人
た
ち
が
同
時
に
演
奏

を
開
始
し
、
誰
が
一
番
観
客
を
喜

ば
せ
た
か
で
勝
敗
が
決
ま
る
。

　

こ
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
マ
シ
ン

ダ
ノ
で
優
勝
す
る
と
い
う
の
は
、

文
字
ど
お
り
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
と
し
て
認
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
オ
ク
ム

は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
優
勝
し
て

い
た
。

　

徒
歩
で
会
場
に
向
か
う
。
メ
ン

バ
ー
は
、
オ
ク
ム
と
彼
の
コ
ー
ラ

ス
隊
、
そ
し
て
私
。

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
だ
よ
」
と
言
わ

れ
、
油
断
し
た
の
が
甘
か
っ
た
。

お
昼
過
ぎ
に
出
発
し
た
の
に
、
到

着
し
た
ら
、
す
っ
か
り
夜
に
な
っ

て
い
た
。

　

外
出
用
の
オ
シ
ャ
レ
を
し
た
観

客
が
集
ま
り
始
め
て
い
た
。
酔
っ

ぱ
ら
っ
て
い
る
人
も
い
る
。
マ
シ

ン
ダ
ノ
は
、
お
祭
り
で
も
あ
っ
た
。

　

午
後
二
十
三
時
、
マ
シ
ン
ダ
ノ

が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

　

ほ
か
の
出
演
者
の
場
所
か
ら
は
、

派
手
な
音
や
歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
オ
ク
ム
は
い
つ
も

と
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
負
け

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
気

が
気
で
は
な
い
。
観
客
は
み
な
、

ほ
か
の
チ
ー
ム
の
方
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

午
前
三
時
、
途
中
休
憩
を
挟
ん

で
第
二
部
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
の
オ
ク
ム
は
す
さ
ま

じ
か
っ
た
。
わ
ざ
と
演
奏
を
止
め

て
観
客
を
じ
ら
す
。
小
さ
な
山
場

を
作
り
、
引
き
、
引
い
た
か
と
思

え
ば
ま
た
、
山
場
を
作
っ
て
場
を

盛
り
上
げ
る
。

　

午
前
四
時
、
オ
ク
ム
が
言
っ
た
。

「
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、
踊
り
な
さ
い
」

　

十
秒
ほ
ど
踊
っ
て
は
止
め
、

し
ば
ら
く
し
て
ま
た
踊
る
。

そ
れ
が
逆
に
大
受
け
し
て
、

「
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
」「
ア
ニ
ャ
ン

ゴ
」
の
大
コ
ー
ル
。

「
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
を
弾
き
な
さ
い
」

　

短
い
時
間
だ
っ
た
け
れ
ど
、

生
ま
れ
て
初
め
て
、
大
勢
の

観
客
の
前
で
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ

の
演
奏
を
す
る
。

　

夜
明
け
が
近
づ
い
た
。
観

客
の
ほ
と
ん
ど
は
私
た
ち
の

輪
に
い
た
。

　

午
前
六
時
、
笛
の
合
図
と

と
も
に
マ
シ
ン
ダ
ノ
が
終
了
。

　

演
奏
も
演
出
も
組
立
て
も

何
も
か
も
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
優

勝
者
は
オ
ク
ム
だ
と
、
観
客
の
誰

も
が
確
信
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、「
何
で
外
国
人
が
演

奏
す
る
ん
だ
、フ
ェ
ア
じ
ゃ
な
い
」

と
い
う
ジ
ャ
ッ
ジ
が
い
た
と
い
う

こ
と
で
二
位
。
ち
な
み
に
賞
品
は
、

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
じ
ゃ
な
く
て
、
Ｓ
Ｑ
Ｎ

Ｙ
製
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ

だ
っ
た
。（

学
校
公
演
で
演
奏
す
る
筆
者
）

仕事に使命感をもつ
世のため人のためになる
仕事をしなければと思う。

「
構
造
は
俺
が
作
る
」
と
向
山
先

生
は
、
き
っ
ぱ
り
と
言
わ
れ
た
。

「
進
研
ゼ
ミ
」「
セ
シ
ー
ル
」「
ザ
・

作
文
」「
あ
か
ね
こ
」
な
ど
な
ど
。

　

ど
れ
も
向
山
先
生
が
一
か
ら

作
っ
た
、
数
々
の
指
導
法
や
シ
ス

テ
ム
、
教
材
ば
か
り
だ
。
向
山
先

生
は
、
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
構

造
を
作
っ
て
も
、
い
い
も
の
が
作

れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
根
幹

の
構
造
は
一
人
で
考
え
た
そ
う
だ
。

　

そ
の
原
動
力
は
何
か
と
尋
ね
た

ら
「
仕
事
に
対
す
る
使
命
感
を

も
っ
て
い
る
か
だ
ね
」
と
答
え
て

く
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
仕
事
に
対

す
る
心
構
え
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
仕
事

が
あ
る
。
中
に
は
お
金
に
な
ら
な

い
仕
事
、
つ
ら
い
仕
事
、
苦
労
ば

か
り
の
仕
事
も
あ
る
が
、
そ
う

い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、

仕
事
に
使
命
感
を
も
っ
て
い
る
。

仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
」

　

向
山
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
働

く
と
い
う
こ
と
は
、
生
活
の
た
め
、

自
分
の
成
長
の
た
め
も
あ
る
が
、

使
命
感
や
責
任
感
、
誇
り
を
も
っ

て
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。
人

生
で
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

〈
お
ま
け
〉
向
山
先
生
の
ス
リ
ッ
パ

　

そ
の
昔
、
向
山
先
生
の
ス
リ
ッ

パ
と
は
知
ら
ず
に
、
履
い
た
人
が

い
た
。
私
が
「
谷
先
生
、
そ
れ
向

山
先
生
の
ス
リ
ッ
パ
で
す
よ

（
笑
）」
と
言
う
と
、
そ
ん
な
に
驚

か
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
ほ
ど
、
谷
先
生
は
飛
び
上

が
っ
て
脱
い
で
い
た
。

　

先
日
、
久
々
に
罠
に
は
ま
っ
て

（
？
）
向
山
先
生
の
ス
リ
ッ
パ
を

履
い
た
人
が
い
た
。
東
京
都
の

「
十
年
経
験
者
研
修
」
の
一
環
で

行
わ
れ
る
「
民
間
企
業
で
の
職
場

体
験
」
で
、
三
日
間
、
東
京
教
育

技
術
研
究
所
に
こ
ら
れ
た
鈴
木
恒

太
先
生
だ
。
鈴
木
先
生
に
は
、
セ

ミ
ナ
ー
で
配
布
さ
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

資
料
の
発
送
準
備
や
受
注
処
理
の

お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
、

助
か
っ
た
。

　

そ
の
鈴
木
先
生
が
、
向
山
先
生

の
ス
リ
ッ
パ
を
履
い
て
仕
事
を
し

て
い
た
こ
と
に
、
帰
る
ま
で
誰
も

気
が
付
か
な
か
っ
た
。
玄
関
で
鈴

木
先
生
を
見
送
る
と
き
に
、
何
気

な
く
足
元
を
見
た
私
は
、（
ふ
ふ

ふ
、
鈴
木
先
生
は
ど
ん
な
反
応
を

見
せ
て
く
れ
る
の
か
な
）
と
期
待

し
つ
つ
、「
鈴
木
先
生
、
そ
れ
、

向
山
先
生
の
ス
リ
ッ
パ
で
し
た
」

　

鈴
木
先
生
は
「
刺
さ
れ
る
～
」

と
物
騒
な
言
葉
を
発
し
、
お
の
の

い
て
い
た
。
期
待
ど
お
り
の
反
応

を
示
し
て
く
れ
た
の
で
、「
す
ご

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
ね
」
と

慰
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
真
面
目
な

鈴
木
先
生
は
、
後
日
、
向
山
先
生

に
新
し
い
室
内
履
き
を
買
っ
て
こ

ら
れ
た
の
だ
。

　

私
は
鈴
木
先
生
の「
職
場
体
験
」

が
「
職
場
大
変
」
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

〈
今
月
の
向
山
先
生
〉

▲鈴木先生が森村誠一先
生からの寄贈本を年代別
に整理してくれた。

▲向山先生にスリッパを
プレゼントした鈴木先生
と向山先生。

▲東京教育技術研究所メルマ
ガの10月の「今月の一言」。
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髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

戦
後
七
十
周
年
に
お
け
る
情
報
戦
　
第
四
十
六
回

海
外
日
系
人
大
会
で
討
議
さ
れ
た
日
系
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
⑵

一	

各
国
代
表
の
「
日
系
レ
ガ
シ
ー
」

　

第
五
十
九
回
海
外
日
系
人
大
会
で
、「
日

系
人
の
レ
ガ
シ
ー
と
は
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
実
に

興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、「
日
系
資
料
館
の
連
携
に

向
け
て
」
討
議
が
行
わ
れ
た
が
、各
国
の
「
日

系
レ
ガ
シ
ー
」
の
相
違
点
と
共
通
点
を
知
る

こ
と
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　

世
界
各
地
に
あ
る
日
系
資
料
館
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
特
有
の
日
系
レ
ガ
シ
ー
を
保
存
し
、

地
域
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
各
地
の
日
系
レ
ガ
シ
ー

を
世
界
の
日
系
人
が
共
有
し
、
更
な
る
発
信

強
化
の
た
め
に
、資
料
館
同
士
の
情
報
交
換
・

連
携
を
促
進
す
べ
く
、「
日
系
資
料
館
連
絡

協
議
会
の
設
立
」
を
目
指
す
こ
と
が
決
議
さ

れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
第
二
部
で

は
、「
日
系
人
の
社
会
活
動
と
課
題
へ
の
取

組
」
と
題
し
て
、
各
国
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
意

見
を
述
べ
、
討
議
し
た
。

　

各
国
代
表
が
「
私
に
と
っ
て
の
日
系
レ
ガ

シ
ー
」
と
し
て
発
表
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙

す
る
と
、
次
で
あ
る
。

①
決
心
（
ハ
ワ
イ
代
表
）

②
信
用
、
責
任
、
勤
勉
、
助
け
合
い
（
ブ
ラ

ジ
ル
代
表
）

③
世
界
の
架
け
橋
に
な
る
「
美
し
い
日
本

語
」（
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
）

④
「
我
よ
し
、他
よ
し
、世
界
よ
し
」
の
「
三

方
よ
し
」
の
精
神
（
オ
ラ
ン
ダ
代
表
）

⑤
日
本
の
「
再
発
見
」（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代

表
）

⑥
相
手
を
思
い
や
る
心
、
感
謝
の
気
持
ち

（
パ
ラ
グ
ア
イ
代
表
）

　

全
員
の
発
表
者
が
共
通
し
て
述
べ
た
の
は
、

先
祖
が
あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
海
外
に
渡
っ
て
先
駆
的
な
努

力
を
続
け
た
祖
先
に
感
謝
し
、
そ
の
苦
労
、

根
性
に
対
し
て
深
い
敬
意
を
抱
い
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
多
様
な
国
籍
を
も
ち
、
顔
も

全
く
異
な
る
日
系
人
の
若
い
世
代
は
、
皆
礼

儀
正
し
か
っ
た
。
ま
る
で
、
一
昔
前
の
日
本

人
の
実
直
な
姿
に
接
し
た
よ
う
な
感
慨
を
覚

え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
各
国
の
日
系
人
の
若

い
世
代
が
、
日
系
人
の
ル
ー
ツ
を
探
求
し
、

深
く
尊
重
す
る
姿
を
、
今
日
の
日
本
の
若
者

た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
見
せ
た
い
も
の
だ
。

二	

大
会
宣
言

　

最
後
に
、
大
会
宣
言
と
し
て
、
以
下
の
決

議
が
採
択
さ
れ
た
。
重
要
な
内
容
な
の
で
全

文
を
掲
載
し
た
い
。

（
１
）「
日
系
レ
ガ
シ
ー
」

　
正
直
、
勤
勉
、
協
調
、
感
謝
の
心
（
お
か

げ
さ
ま
で
）
…
…
私
た
ち
海
外
日
系
人
は
、

こ
の
よ
う
な
価
値
観
や
生
き
方
を
祖
父
母
や

両
親
か
ら
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
世
界
に

広
が
る
日
系
人
は
農
業
か
ら
教
育
、
医
療
、

社
会
福
祉
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
至
る
幅
広
い
分
野
で
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
継
承
し
て
き
た
日
本

文
化
が
居
住
国
の
生
活
や
文
化
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
日
系
レ
ガ
シ
ー
を
誇
り
と
し
、
次
の

日
系
世
代
や
居
住
国
の
人
々
に
伝
え
続
け
ま
す
。

（
２
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日
系
人
」

　
居
住
国
の
言
語
や
文
化
を
身
に
付
け
、
多

文
化
が
共
生
す
る
社
会
で
生
き
て
き
た
日
系

人
は
、
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
宝
庫
で
す
。
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
や
、
日
本
の
官
民
に

よ
る
国
際
協
力
に
お
い
て
、
日
系
人
の
総
合

的
な
能
力
を
評
価
し
、
積
極
的
に
生
か
す
こ

と
を
望
み
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
と
接
点
を
も

た
な
い
日
系
人
が
日
本
へ
の
関
心
を
呼
び
覚

ま
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

（
３
）「
若
い
世
代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

形
成
」

　
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

も
っ
て
育
っ
た
若
い
世
代
は
、
母
国
と
日
本

の
文
化
の
相
違
点
と
共
通
点
を
認
識
し
た
う

え
で
、
日
本
の
価
値
観
や
文
化
を
尊
重
し
て

き
ま
し
た
。
日
本
語
教
育
は
こ
れ
ら
の
要
素

を
伝
え
続
け
る
上
で
も
大
切
で
す
。
日
本
政

府
が
日
本
国
内
に
お
い
て
も
よ
り
一
層
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
す
。
若
い
世
代

は
日
本
で
学
ん
だ
り
働
い
た
り
す
る
こ
と
で

自
ら
の
ル
ー
ツ
を
理
解
す
る
機
会
を
得
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
日
系
四
世

以
降
の
世
代
に
も
三
世
ま
で
の
世
代
と
同
様

に
、
日
本
の
在
留
資
格
に
つ
い
て
の
特
別
の

配
慮
を
与
え
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
ち
な
が

ら
世
界
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る
視
点

か
ら
も
重
国
籍
の
容
認
は
重
要
で
す
。

（
４
）「
在
日
日
系
社
会
」

　
中
南
米
か
ら
の
出
稼
ぎ
現
象
は
、
日
本
の

経
済
成
長
を
下
支
え
す
る
過
程
で
、
在
日
日

系
社
会
が
形
成
さ
れ
、
第
二
世
代
が
社
会
人

と
な
る
段
階
に
き
て
い
ま
す
。
日
本
の
移
住

政
策
に
よ
っ
て
海
外
に
出
た
移
住
者
の
子
孫

の
日
本
社
会
で
の
活
躍
を
受
け
入
れ
、
応
援

す
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
が
多
文
化
共
生
の

時
代
に
対
応
す
る
上
で
試
金
石
の
一
つ
に
な

り
ま
す
。

（
５
）「
国
際
日
系
デ
ー
」

　
日
本
人
に
よ
る
海
外
移
住
の
先
駆
で
あ
る

元
年
者
が
百
五
十
年
前
、
ハ
ワ
イ
に
上
陸
し

た
六
月
二
十
日
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
日

本
人
が
初
め
て
世
界
に
雄
飛
し
た
記
念
す
べ

き
日
で
す
。
日
系
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共

有
す
る
私
た
ち
は
、
第
一
世
代
の
努
力
に
感

謝
し
、
世
界
に
広
が
っ
た
日
系
レ
ガ
シ
ー
を

礎
に
、
世
界
の
日
系
間
の
連
携
を
促
進
し
、

国
際
社
会
へ
の
一
層
の
貢
献
を
果
た
す
た
め
、

六
月
二
十
日
を
「
国
際
日
系
デ
ー
」
と
宣
言

し
ま
す
。
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T
O
S
S
全
国
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2018年8月
最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

初参加・初模擬授業者が多いサークル
　敷居が低く、初参加・初模擬授業される方
が多いサークル。毎月第３木曜日の19時～ 20
時半まで、大阪府池田市中央公民館で開催し
ている。代表が各主任を経験しているので、
校務分掌やふだんの授業の相談も可能。また、
セミナーでゆっくり聞くことができない模擬
授業の解説なども行っている。月に１回程度、
子ども教室など社会貢献活動も行っている幅
広いサークルの一つである。

大阪府
TOSS大阪くれは

大阪府池田市立秦野小学校

原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

連絡先：harada.tomoya@toss2.com

長野県
TOSS平成白樺

長野県松本市立高綱中学校

高
たか

見
み

澤
さわ

 信
しん

介
すけ

連絡先：takamisaw@yahoo.co.jp

長野県松本市で活動中。見学大歓迎
⑴　通常例会〈隔週水曜日19時〜 20時〉
　模擬授業、映像検討、校務資料持ち寄り、	

向山実践研究。終了後、食事会。
⑵　イベント例会〈不定期〉	 ①グルメ例会	

②TOSS授業技量検定例会	 ③対策例会
⑶　教え方セミナー〈春２会場、秋１会場〉
⑷　社会貢献活動　①子ども観光大使（松本城）	

②子ども教室（五色百人一首教室）　	
③福祉施設との連携（体育教室）

向山塾を受け継ぐ「THE 塾」 （TOSS中央事務局　手塚美和）

向山・谷塾　大阪会場 & 福岡会場
◆谷和樹氏　NPO-TOSS授業技量検定代表　TOSS授業技量検定十段
向山氏の文章や資料から、向山氏の授業をその場にいて見ていたかのように分析、
再現。「授業技量検定　受検対策講座」や必読書『新版 授業の腕を上げる法則』
等の分析を行う。
◆伴一孝氏　向山一門代表　TOSS授業技量検定十段
向山一門代表として全国の向山一門を率い、向山型を常に追い求めている。「授
業技量検定　受検対策講座」や向山氏の現役時代の実践記録を忠実に再現する。

【主催】TOSS中央事務局
【開催日時】大阪2018年11月３日（土）13時〜 16時40分（予定）
【開催日時】福岡2018年12月８日（土）13時〜 16時40分（予定）
【開催場所】大阪：新梅田研修センター　福岡：福岡市内
【日程（予定）】

月11

第１講座　伴・谷の授業技量検定受検対策講座
　　　　　高段者が語る受検のコツを貴方だけに伝えます
第２講座　向山の “映像・音声”から授業の技術・技能を切り取る
　　　　　なぜ向山実践は凄いのか？　それを探ります
第３講座　若手が追試する向山実践
　　　　　向山実践を未来へ伝える　それが次世代の使命です
第４講座　それおかしいでしょう　日本の教育！
　　　　　教育の問題点を新たな運動につなげる！　向山は論争が好きだ！
第５講座　伴一孝が “そのままそっくり”追試する向山実践
　　　　　最高師範代の追試で蘇る向山実践の真髄
第６講座　谷和樹が分析する『授業の腕をあげる法則』
　　　　　これを体験しなければ法則の意味がわからない
※講座内容は、変更する場合があります

八
月
一
日
㈬	

恵
理
子
、
か
ん
ち
ゃ
ん
、
伴
、

長
谷
川
氏
達
十
四
名
と
「
木
曽
路
」。
そ
の

後
、「
鵬
龍
」
へ
。
店
主
は
行
雄
の
親
友
。

八
月
二
日
㈭	

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
準
備
。
二
時

か
ら
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
三
十
名
と
「
木
曽

路
」
で
打
ち
上
げ
。

八
月
三
日
㈮	

理
科
・
社
会
セ
ミ
ナ
ー
、
お
台

場
Ｔ
Ｆ
Ｔ
ビ
ル
へ
。
向
山
出
番
三
時
三
十
分
。

八
月
四
日
㈯	

国
語
セ
ミ
ナ
ー
。お
台
場
、ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
六
階
。
同
じ
と
こ
ろ
で
算
数
セ
ミ

ナ
ー
。
十
七
時
よ
り
国
語
算
数
合
同
パ
ー

テ
ィ
ー
。
そ
の
後
旗
の
台
「
庄
や
」
に
て
小

宴
。
九
時
ま
で
。

八
月
五
日
㈰	

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、
お
台
場

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
国
際
会
議
場　

全
国
か
ら
千

名
参
加
。
山
谷
議
員
参
加
。

八
月
六
日
㈪	

中
学
セ
ミ
ナ
ー
と
ラ
イ
フ
ス
キ

ル
セ
ミ
ナ
ー
、
お
台
場
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
。

八
月
七
日
㈫	

向
山
・
谷
・
伴
の
鼎て

い

談だ
ん

、
司
会

は
板
倉
先
生
。
撮
影
は
、
名
取
監
督
〈
恵
理

子
の
亭
主
〉
ほ
か
十
人
ほ
ど
の
プ
ロ
集
団
。

　

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
界
に
創
っ
て

い
き
た
い
も
の
」
で
、
二
十
人
ほ
ど
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
先
生
方
も
加
わ
り
、
三
時
間
に
及

ぶ
鼎
談
だ
っ
た
。

八
月
八
日
㈬	

旗
の
台
第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
に

て
、
全
国
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
と
小
宴
。

八
月
九
日
㈭	

三
井
住
友
銀
行
の
支
店
長
来
社
。

ト
ス
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
決
算
で
税

理
士
の
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
。
師
尾
・
美
崎
・

水
川
・
向
山
で
「
シ
ェ
ラ
ト
ン
」
へ
。

八
月
十
日
㈮	

青
年
事
務
局
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー

へ
。
三
十
名
。
懇
親
会
か
ら
参
加
「
木
曽
路
」。

そ
の
後
、「
鵬
龍
」
で
二
次
会
。

八
月
十
一
日
㈯	

代
々
木
青
少
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
に
て
、
河
田
孝
文
セ
ミ
ナ
ー
。

懇
親
会
は
、「
き
み
ず
し
」
で
数
人
。

八
月
十
二
日
㈰	

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
の
作
業
日
。

夕
方
五
時
ま
で
。「
木
曽
路
」
で
打
ち
上
げ
。

八
月
十
三
日
㈪	

少
人
数
で
昼
食
。

八
月
十
四
日
㈫	

木
曽
路
会
。

八
月
十
五
日
㈬	

打
ち
合
わ
せ
「
木
曽
路
」。

八
月
十
六
日
㈭	

「
木
曽
路
」
で
師
尾
、
美
崎
、

水
川
た
ち
と
。
夕
方
、
家
で
送
り
火
。

八
月
十
七
日
㈮	

孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
の
一
歳
誕

生
日
の
祝
い
。
中
延
の
料
亭
「
秀
」
で
。
向

山
一
門
が
全
国
か
ら
百
名
近
く
集
ま
り
、
お

祝
い
を
し
て
く
れ
た
。
撮
っ
た
写
真
に
は
人

が
ぎ
っ
し
り
。

八
月
十
八
日
㈯	

向
山
洋
一
と
行
雄
の
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
八
重
洲
）
百
二
十

名
参
加
。
懇
親
会
は
、
京
橋
「
美
々
卯
」。

昔
か
ら
よ
く
使
う
店
。
東
京
駅
近
く
。

八
月
十
九
日
㈰	

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
打
ち
上

げ
。
浅
草
「
飯
田
屋
」
で
約
八
十
名
。

八
月
二
十
日
㈪	

聖
路
加
病
院
。

八
月
二
十
一
日
㈫	

三
井
住
友
銀
行
の
支
店
長

来
社
。
戸
村
・
久
野
・
美
崎
・
師
尾
・
水
川
・

向
山
な
ど
十
人
弱
で
小
宴
。

八
月
二
十
二
日
㈬	

今
日
も
木
曽
路
会
。

八
月
二
十
三
日
㈭	

研
究
所
に
て
、
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
原
稿
執
筆
。
今
月
の
一
言
収
録
。

八
月
二
十
四
日
㈮	

か
ん
ち
ゃ
ん
の
一
歳
の
誕

生
日
。
家
族
で
お
祝
い
。

八
月
二
十
五
日
㈯	

「
シ
ェ
ラ
ト
ン
」
で
食
事
。

か
ん
ち
ゃ
ん
、
あ
ち
こ
ち
歩
き
ま
わ
る
。

八
月
二
十
六
日
㈰	

夕
方
、
恵
理
子
た
ち
と
み

ん
な
で
「
き
み
ず
し
」。

八
月
二
十
七
日
㈪	

鼎
談
の
続
き
を
浅
草
「
み

よ
し
」
で
収
録
。
雪
小
時
代
に
同
学
年
を
組

ん
だ
師
尾
先
生
、
板
倉
先
生
と
向
山
が
メ
イ

ン
で
、
谷
先
生
も
加
わ
っ
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
雨
宮
、
桜
木
、
戸
村
、
久
野
先
生
た
ち
。

進
研
ゼ
ミ
や
セ
シ
ー
ル
、
あ
か
ね
こ
な
ど
、

向
山
が
作
っ
た
様
々
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
話

で
盛
り
上
が
る
。

八
月
二
十
八
日
㈫	

昼
食
「
シ
ェ
ラ
ト
ン
」。

夕
食
、木
曽
路
会
。
向
山
、並
木
、鈴
木
（
恭
）、

戸
村
、
美
崎
た
ち
と
。

八
月
二
十
九
日
㈬	

大
手
町
の
経
団
連
会
館
に

て
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
部
長
、
電

気
事
業
連
合
会
の
方
々
と
打
ち
合
わ
せ
。
懇

親
会
は
、
凍
結
酒
の
あ
る
地
下
の
店
。
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
が
取
り
組
ん
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

は
、
今
年
で
二
十
年
を
超
え
た
。

八
月
三
十
日
㈭	

青
年
事
務
局
、
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
打
ち
上
げ
。
お
台
場
日
航
ホ
テ
ル
の
最

上
階
の
グ
リ
ル
で
。
二
十
名
く
ら
い
。
向
山

の
大
好
き
な
店
。

八
月
三
十
一
日
㈮	

恵
理
子
一
家
は
、
千
葉
の

研
修
所
へ
。
夜
は
、
六
本
木
「
瀬
里
奈
」
で
、

向
山
、
師
尾
、
美
崎
と
。
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働き方改革はこうすれば実現する
— 効率的かつ質の高い学校を創る —特集

『教育トークライン』12月号
予告　11月15日発行

谷和樹　　向山行雄　木村重夫　松崎力
河田孝文　笠井美香　水本和希　鈴木良幸
原田朋哉　並木孝樹　許鍾萬　　塩谷直大
手塚美和　井戸砂織

教育トークライン：第503号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、
　　　田村純子（編集実務）、手塚美和、橋本信介、
　　　久野歩、小嶋悠紀、板倉弘幸（校正）
発行人：向山洋一
発行所：東京教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌 32 ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS高段者に聞く！
Ｑ＆Ａ 「若手教師の
指導力向上術」

３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL11　パスワード：2iapu4

クラス討論を成功させる秘訣
ひひ けつけつ

編
集
後
記		

▼
教
育
界
に
「
論
争
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
向
山
氏
の
著
書
か

ら
で
し
た
。
今
は
、
教
育
委
員
会
、
指
導
主

事
の
指
導
が
絶
対
。
若
い
教
師
は
反
対
意
見

を
述
べ
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
様
々

な
主
張
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
教
育
実
践
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。
論
争
は
け
ん
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
研
究
を
深
め
る
た
め
に
は
不
可
欠

な
も
の
で
す
。（
戸
村
）

▼「
特
別
支
援
教
育 

専
門
家
の
視
点
＆
全
国

で
大
人
気 

小
嶋
・
小
野
二
人
の
〝
特
別
支
援

教
育
の
指
導
シ
ス
テ
ム
〟」は
、特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
必
読
の
ペ
ー
ジ
で

す
。
特
別
支
援
を
要
す
る
子
へ
の
対
応
や
指

導
に
参
考
に
な
る
有
益
な
情
報
が
満
載
で
す
。

ま
た
、
毎
回
専
門
家
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
か
ら

の
情
報
を
得
ら
れ
る
の
も
「
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」

の
魅
力
で
す
。（
久
野
）

▼
特
集
に
み
る
向
山
氏
の
論
争
は
、
常
に
子

供
の
事
実
や
正
式
な
文
書
資
料
な
ど
を
根
拠

に
し
て
闘
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
も
心
す
べ
き
こ
と
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
巻
末
の
面
白
エ
ッ
セ
イ
で

は
、
美
崎
氏
に
よ
る
再
度
の
向
山
氏
ス
リ
ッ

パ
事
件
の
暴
露
、
そ
し
て
師
尾
氏
は
、
授
業

技
量
検
定
時
の
私
へ
の
慈
母
的
振
る
舞
い
と

大
変
楽
し
め
ま
し
た
。（
板
倉
）



トークライン活用法
 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。
1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで見ら
れます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介して
いるコンテンツを、ダウンロードして
自由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。2 i a p u 4

（に・アイ・エー・ピー・ユー・よん）

※有効期間：2018年10月15日～ 2019年1月14日

ID：TL11

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!

《お問合せ・ご連絡先》

TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net
TOSS動画ランド事務局

検索索索索

5,000 円（税込）

第24回　TOSS特別支援教育セミナー
in 東京　～発達凸凹のある子への授業の技
・対応の技～
　毎回大人気の特別支援セミナーですが、 今回のテーマ
は 「発達凸凹のある子への授業の技・対応の技」 です。 小
嶋悠紀先生、 小野隆行先生の最新の実践を余すところな
く紹介いたします。 特に、 日本よりも格段に進んでいると
いうアメリカでの特別支援教育について、 実際に視察さ
れた両先生の解説は、 必見です。
　また、 特別講師に河野政樹先生をお迎えし、 特別支援を
要する子への最新医学療法の実際をお話いただきます。
　全ての先生に見ていただきたい、 明日から役に立つ
“とっておきのセミナー”です。

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

「夕焼け」のお国自慢を
ポスターで表現しよう

左は蛍光レッド、右は蛍光レモンを使用
（いずれもポスターカラー）（本誌P32）

酒井臣吾
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すべての子供の学力を保障する
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トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！
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創
る

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.

「論争」が文化を創る「論争」が文化を創る特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

板倉弘幸　向山氏の論争参入は、 研究者たちに、 
　　　　　研究や授業記録の在り方に対する
　　　　　コペルニクス的転換を迫った
椿原正和　論争に決着を付けたエビデンス！
松崎　力　象牙の塔への挑戦
木村重夫　「班競争・ボロ班」 を批判した 
　　　　　「自由立候補じゃんけん制」の主張は、
　　　　　全生研を圧倒する拍手を呼び起こした
桜木泰自　原爆加害の責任は、 投下したアメリカにある
川原雅樹　北方領土　条約の条文を表示するだけで
　　　　　事実を示し、 逆転現象を起こす
小森栄治　学校でまともに扱われていなかった
　　　　　エネルギーに関する授業を
　　　　　多面的な視点から推進

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

11

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！




